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第二次大戦後の日本におけるヴェトナム研究は政治学とならんで歴史学が主導して

いたと言っても過言ではない。しかも、他の東南アジア各国の歴史研究が圧倒的に近現

代に集中していたのに対して、豊富な編纂史料を有するヴェトナムでは前近代史研究も

さかんにおこなわれてきた。その中でも異彩をはなっていたのが今科研の研究分担者で

ある桜井由窮雄の紅河デルタ開拓史研究である。

氏は編纂史料と大縮尺地図(1/50,000)を用い、農学的、地理学的理論を応用してデ

ルタ開拓史の解明につとめ、多くの後学者を魅了してきた。しかしデルタ開拓等が必ず

しも自然科学的要因だけでは説明できないことを、我々は12年続けたナムディン省ヴバ

ン県バッコック村の研究で実感したのである。同村研究では、村内でのさまざまな人的

結合やネットワークが人々の行動に影響を与えること、従来閉鎖的と考えられてきた村

社会、一族社会を超える、より広範なネットワークが存在することが村方文書の分析や

聞き取り調査などで明らかとなった。

本科研は上記の科研研究をふまえ、紅河下部デルタの4省(ニンビン、ハナム、ナム

ディン、タイビン省)の開拓史、時代としては開拓の本格化する13世紀あたりから20

世紀初頭を、文字史料(村方文書、碑文、土地台帳等)を主に行うというものであった。

ただ対象地区は広いので、本科研では各省をいくつかのサブェリアにわけて、その中で

比較的史料の豊富なことが知られている村落を優先的に選んで調査し、開拓開始の時期、

開拓者組織の形態や故地、開拓形態、開拓に関わる人的・技術的交流、村落結合と一族

結合の相克もしくは補完関係、村落成立後の中央政権側による新村認定の過程、各時代

における開拓最前線などを究明の対象とした。

平成17年度はニンビン省に属する5つの県で現地調査、史料調査を行った。

ザヴイエン県ザフォン社、ザヴァン社、ホアル県ニンホア社、チャンアン社には10世紀

の歴史上の人物丁部額と阪旬に関する遺跡や子孫も残っている。両県では主にそうした遺

跡(嗣堂、殿)などを訪問し、残存する史料の現状について調査を行った。

イエンモ県イエンミ社、イエンカイン県カインマウ社にはニンビン省の酉から両県を東

西に横切る「洪徳堤」 (15世紀)に関する史料が両社に多く残っていることが先行研究で知

られていた。そこで、堤防完成によって成立した新村開拓者子孫の家を訪問し、新村設立、

田地開拓、官との折衝その他に関する史料(文献及び碑文等)の調査を行った。

キムソン県は19世紀に勅命を受けた阪公著による開拓により成立した県で、多くの先行

研究があるにもかかわらず、日本には一次史料が皆無に近かった。本調査ではクアンティ

ェン、フンティエン、キムチン、ドンフォン4社を2日で駆け回り、ムラの成立史史料と

も言える「社誌」や阪公著に従った開拓者集団の家譜を多く収集した0

18度は紅河下流のハナム・ナムディン両省に属する5つの県で現地調査、史料調査を行

った。

ハナム省リニヤン県では1卜13世紀の李朝の離宮遺跡の残るラムカウ村で李朝期の開拓



史料を収集し、碑文などの撮影を行った。ビンルク県では3つの村を訪問し、陳朝期(13-14

世紀)王族の「田庄」、賛朝初期(15世紀)の「屯田所」、功臣の開設した・「庄塞」関連の

文書史料及び碑文史料を収集する一方、戦争捕虜を労働力として使役したという口伝に関

し、ヒアリング調査を行った。ミロク県では陳朝の本拠地での王族に関する史料収集を行

い、イイエン県ではやはり陳朝王族の「田庄」 「采邑」の存在した村を複数回って同様の史

料収集を行った。

ギアフン県(すぐ西は17年度調査したニンビン省イエンカイン県、東は多くの研究のあ

るナムデイン省ハイハウ県)では15世紀の沿海地帯開拓史で有名な「洪徳堤」の調査を行

うべく、南北に長い同県を海側から北上する形で数村の調査を行った。ところが開拓の歴

史がかなり新しい上に、カトリックの影響で伝統的な遺跡や史料(家譜や社誌等)がほと

んど破壊されて残っておらず、満足な調査結果は得られなかった。

最終年度にあたる17年度は紅河下流のタイビン省に属する3県で史料収集調査を行った。

クインコイ県内では13-15世紀の陳朝の離宮遺跡や抗モンゴル戦の英雄である陳興道の

「采邑」などが多く残るアンケ、アンドン、アンヒエツプ、アンバイ村等で主に陳朝期の

開拓史料を収集し、碑文などの撮影も行った。特にアンケ村では陳朝期の開拓にまつわる

説話を集めた文書が出てきており、同県の開拓史研究には大きな期待が持てる。

タイトウイ県は海岸線に位置するが人の居住の歴史は古く、 10世紀以前の口承史料も多

く残る。同県トウイルオン村には15世紀の碑文が残されており、タイフク、タイソン村で

は15世紀の科挙官僚郭氏一族の家譜史料を大量に収集した。

ドンフン県ではドンリン、ドンミ、ドンラ村などに調査に行き、古くは陳朝期から費朝

後期にかけての開拓史関連史料(国家史跡指定されている寺院の開剤に関する史料や、名

族の家譜史料など)を収集し、同省の北半分の開拓がやはり阪朝期以前にさかのぼること

を再確認した。

本科研は資料の調査・収集を第-日的としたため、残念ながらそれらの分析及びそれに

基づく論文発表はいまだ十分に行われていない。そこで本報告書では得られた資料の概要

を第I部の調査フィールドノートで明らかにし、その資料分析・活用法について第Ⅱ部で

初歩的な着想を示し、わずかではあるがまとめられた研究を第Ⅲ部に掲げることとした。

科研調査は終了したが、今後も我々本科研に関わった研究者のすべては集めた資料をもと

に、紅河下部デルタの開拓史に関心を持ち続け、研究成果を公表することを約束するもの

である。

最後に、本研究を遂行するにあたってご援助をいただいたすべての研究機関や個人、誰

よりもまず調査地の人々に心より感謝の意を示したい。

2008年3月
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八尾　陸生(研究代表者)
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I　各年度調査フィールドノート

現地調査は3年に及び、その間研究代表者・分担者以外に多くの協力者の参加を仰

いだ。フィールドノートは調査したその日の間にまとめることを原則としたが、執筆

者、執筆時の残余時間、メンバーの疲労度などにより、体例や内容の精粗は統一され

ていない。研究代表者である八尾が本報告書を作成するに当たり、ある程度の校訂を

行ったがそれもごく一部に止めた。現地にあって書かれた原文を尊重するためである.

ただし個人情報の漏れが過度と判断した部分は削除している。



I-1　2005年度二ンビン省各村落調査フィールドノート
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2005年度　二ンビン省各村落調査フィールドノート

2005/1 2/22

参加者:八尾陸生(団長)、嶋尾稔、松尾信之、岡田雅志、牧野直子、服部京子、ヴ・ドウ

ォン・ルアンVGD止mgLuan (ハノイ国家大学)、グェン・ゴック・カインNguyさn(以下

Ng)NgocKh血h (ニンビン省文化情報局幹部)、グェン・ディン・ドアンNgDinhDoえn (ホ

アルー県幹部)

7:30　ホテル出発O　国道一号線を北上、約6 km先のホアルーHoaLur県-0

SaVHtinhNinhBinhで幹部のKhanhをピックアップして、すぐ出発。

UBNDh.HoaLuで、県幹部のNgDinhDoえnをピックアップして、西南約2kmのUBNDxa

Ninh Hbaへ。

8:10　到着　UBNDに挨拶

副主席: NgH加Quan

文化室長: NgNgoc Bich

両氏に社の概況を聞く.社にはNguyenBacを配ったデンが2つある、など。

8:45　Quanと共に、 thonNgoKheHa着

道路に面した南側がディンcfinh、北側がデンd転

ディンで少し、挨拶した後、調査-0

柿(か社)の4つの大族、 NgV血,NgBinh,L合Xu軸,BhiHuu

ディンには特に遺物なし。

デン-。修築1998年(棟木)

・インフォーマント

①NgV血Thi岳t、 85歳、 NgV血族の7代目。

②NgV血Th&ng、 50歳、 8代目、村長兼族長。

・史料: ①鐘銘(写真撮影)

以下lえng Ngo Kh合Th岬ng

9:15　阪文族両堂

家譜は抗仏期に焼ける。インフォーマント①によれば嗣徳年間に書かれた。

口承によれば始祖は1350年頃にハタイ省常信府XuanMai社から移住。

4つの支あり.第-支は断絶。第二支は族長のインフォーマント②O第三支にはTongDoが
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いる0第四支はNgKh畠cGia。副主席のQuanは第二支。

越語訳家譜はあるが出てこないO原文家譜はTongDo以降の世代を書いているo

本社のIangQu血Vinhの寺門のところに漢字碑文あり.

m6に漢字碑文あり(上の話と重複?)

9:45　阪文族第四支両堂

インフォーマント①の支。嗣徳31年の石柱銘文あり。勅封なし。さっさと出発。

10:00　阪廷族詞堂

族長:NgBinhGi丘m、 85歳、 26代目

NgB拳Cの子孫を名乗る。

12代目のNgLy院理(-繋理LeLy)を配る。

家譜はハノイの某人が持っている。 (電話番号はLuanがメモ)

嘉遠県GiaPhiImg社から来た。 (2代目から?) GiaPhuongの一族も合わせると数百人。

・史料: ①勅封数道(bansao含む) (写真撮影)

②家系図(写真撮影、クオックグー)

ll:05　行遣デン

堂守: HohgNgocTho争i、履歴は後述O

村はずれにありo D左u l由igAngNgaに位置。

NgBacを配る。

保大3年重修(棟木、写真撮影)。戦争で破壊。近年になって再修築。

・史料: ①位牌(写真撮影)

②石製香火鉢(写真撮影)

お昼は県内の食堂で。 UBNDで休憩の後、 1:30出発。

1:45　貴族弼堂(在thonAngNgu)

インフォーマントは行遣デンの堂守と同じ。 9代目

本社には8 thonあり: thon D争i Ang, thon Ang Son, thon Ang Ng凸, thon Qu血Vinh, thon Ngo Khe

Thucmg, thon Ngo Khe H争, thon Thanh Thucmg, thon Thanh H争

族長は1年前に死亡。

修築:1945年(3回目)、 2000年(4回目)

祖先は莫氏。

・史料:①石碑(保大20年)写真撮影
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②漢文家譜(コピー)写真撮影。 (インフォーマントによれば、 6代目が1848年

に編纂したもの。漠晴院が翻訳。ヴェトナム語家譜(手帳に手書き)の初代、

黄一郎o字がPhucTrong。 1648年の人、 1代35年で逆算したらしい。

2:30頃　貴族支族弼堂

支を作った黄玉漣(黄孟公)を配る。家譜の作者もこの人。

・史料:①位牌3位:黄玉錘(中央)、左右も写真撮影

②bえnthoの裏側に、制作目などを書いた銘文あり(写真撮影)

以降、 thon Thanh Ha

3:10　NgCongKhang (54歳)の家

相の人によれば、配っているのはNgBac。

・史料:①勅封8道(写真撮影)　城陸神、 ○○将軍の二位宛

3:35　貴族両堂

AngNguの黄族とは別。

啓定3年の棟木(写真撮影)。現在の建物は2001年修築。

口伝では莫氏の子孫。村を開いたのは10代前の先祖。

・史料: ①漢文家譜+αのコピー(写真撮影)

②クオックグーの碑文等あり(写真撮影)

4:00　Ph争mQu6cH加(68歳)の家

族長は口が聞けないため、 Huuが代理。 24代目。

口伝では、フンイエンから約500年前に移住してきた。蒋五老の一族の支派と自称.

最初にここにきたゾンホ。

3支あったが、第一支は断絶し、今は2支のみ。

勅封はあったが、最近、無くなった。

1ang内のゾンホ: V屯, Trinh, Le,Nguyさn, Ho軸g,Ph争m.最大はHoang、 2番目はV凸o

・史料:①漢文家譜(写真撮影) 26.7×15.3

②天文地理医学書(一部撮影)

4:45　PhamLienBangの家

父がph甲nVanTrh、元里長.
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QuanVinhのPham氏と同じ一族。また、先のPhamQuocHuuのうちも同じ支という。

・史料: ①北析人民代表のバッジ(1935-36) (写真撮影)

②家系図(クオックグー、写真撮影)

③勅封3通のコピー(箔日高) (写真撮影)

辞してホテルに帰る。

2005/1 2/23

参加者:八尾、嶋尾、松尾、岡田、牧野、服部、 Luan、 Khanh、 Doan

7:30　ホテル出発　SoVHtinhでKhanhをピックアップして、すぐ出発。ホアルー県-o

uBNDhuyenHoaLuでDoanをピックアップして、 UBND xaNinhHoa-0

8:25　阪世族chinhの詞堂(在IangThanhThuong)

入口上に「東沙廟」の文字。東向き。

族長:NgThきH6a、 56歳、第一支、 6代目。

5支あり。家譜なし、口伝のみ。

始祖は阪金梯O出身地は不明O光中に従ってAngNguに至り、 x丘DongNganに移って、 Thanh

Thuong-. 3代目がNgVanNgan。第-支で、清or又の督学(後で誤りと判明)という.

嗣堂の修築: 3回の修築。棟木は1902 or1842年(壬寅)0

村の族:阪世、黄、陳(黄が最多、最古)

・史料: ①位牌(写真&漢字篇)

位牌からわかったのは、 2代目は阪彦俊、寧平督撃。 3代目は恩賜腐生。

9:10　chuaQu血Ⅵnh

福恩寺。境内に本堂、フ一、付属施設三棟。門の脇に四基の石碑。

住職は不在。ナムディンのchuaCaで修行。 ThichThanhV屯、 27歳。

寺田は土地改革前は1畝あり。改革で農民に分配。最近取り返して5高。

同じ敷地内にphdQuanVinh有り

2005年1月18日に建造。それまでは寺の隣の敷地にphuがあった。その頃からphuの管理

は寺の住職が行っている。

phuの内部には、手前に五体の男神像(amsat)、奥に三体の女神像がありo
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男神像を配る台の前にショーケースに入った男児と女児の像があり(cJuとco)。

女神は三位聖母とのみ。それぞれの名前はない(フ-ザイの聖母と同じである、というの

で、柳杏公主、上岸攻公主、水宮公主であろう)0

奥の女神の台座の下には虎の像が五体、蛇の像が二体ある。

内部左端には陳興道の像が、右端には上岸聖母の像があり。

寺の参拝客は寺を参拝した後、 phuにもお参りする。

phuでの祭紀は毎月15日に行われる。レンドンは1月、 4月、 7月、 12月の15日に行われ

る。レンドンは寺の住職によって執り行われる。婆童、翁童はいない。ハウボンは行われ

ない。レンドンではおこわ、果物、豚肉、鶏肉、ビンロウを食べるだけである。

3月のナムディン省のフ-ザイで行われる大祭には住職が参観ツアーを組織し、皆ででかけ

る。

寺の入り口付近に観音菩薩像があり。

・史料:①石碑四基(門脇、写真撮影)

②鐘銘2、本堂左右壁の碑銘2 (本堂内、写真撮影)

時刻不明　途中で寺の前にある廟に連れて行かれる。

Th血hm左uNhiViを配る(後で苑日高の娘を紀っているという話が出て、その内の1つ)

寺内のフ-でのインタビューによれば、この廟のthanhmauを寺内のフ一に移した。

・史料: ①石碑1基(写真撮影)

②クオックグーの縁起文(写真撮影)

10:08　辞去

10:10　苑廷大族詞堂(在thonQuanVinh)

・主要なインフォーマント

①ph卯iDinh Tau、族長、 64歳、第-支、 9代目。

②ph争mQuangThao、族長の弟、 59歳、第-支0

2支あり.インフォーマント②は族歴史研究班班長。嗣堂は1871年に建てられ、碑文は1880

年に書かれた。

始祖は梨中興の人ということは碑文に書いてあるというO

原貫地不明。家譜は4つあったが、鄭莫戦争で失われた。

5, 6, 7代目の蒋日高、苑日造(別名MさnT争0)、箔文通(別名BaChu)の史料があり、日

高が挙人。あとは史料を参照。日造は4度も秀才に受かった近隣でも有名な知識人の1人。
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この地方の3大知識人にまつわる諺あり。残りの1人は昨日でてきたTong Doである.秤

内に当時、他にも科畢合格者は2人(苑金鐘、阪彦俊)いて、日高は蒋金鐘とは共に尊重

しあう間柄であった。

箔日高の娘は知県阪子憲に嫁ぐ。その推薦により吏目になることができた。彼女は明命の

病気回復に貢献したことにより、冊封を受け、村でも配られるように0

廟から嗣堂までruacする。

左隅にphuがあり。箔玉花公主を配る(1820年生、 1839年没)0

祭礼は公主の命日である6月18日に行われる。祭礼の際には神輿を担いでPhil Quan Vinh

を詣で、また詞堂まで戻ってくる。

現在は女性が女官の衣装をまとい祭礼を行う。かつては男性が祭礼を執り行い、女性は参

加できなかった1997年に女性が祭礼を復活させ、今に至る。女官役は村の30歳から60

歳までの女性が担う。祭礼の手順は村に残っていた書物に従っている0

・史料①石碑(廟内2基、正面入口の柱側面に碑銘2面、クオックグー1基)

(写真撮影)

廟内埋め込みの第二支碑文の謎あり。

②公文19通(写真撮影)

③勅封2道(写真撮影)

④クオックグー資料(数点)

⑤Motso hieu biet ve Lich sicho Phgm Dlnh longQuart Vinhというタイトルの本を拝顔

ll:45　辞してUBhuyenに

12:00　UBhuyenで高田先生と合流o

13:30　UBNDxaTn血igYenへ。

挨拶をすませ、 D占n Le B争i Hanh, Dさn Dinh Tien HoAng、屋根付きで遣物を展示した発掘現場

を見学。最初の発振が1977年。が、資金不足で埋め戻し1998年に考古院が再発掘。どの

王朝の宮殿跡かは未確定。

見学の後帰途につく。

2005/1 2/24

参加者:八尾、鳩尾、松尾、高田、岡田、牧野、服部、 Luan、 Khanh、 NgTh喜Hien (ホアル

ー県幹部)
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7:30　So.VHtinh幹部のKhanhが出迎えO　すぐ出発。

国道1号線を約10km北上したところで、 12号線に入り西進約3km。 Gia Vien県のphong

VH-TT-TTに到着Oガイド役のNgTh喜Hienを乗せ、 GiaPhuang社のUBND-。

8:35　UBNDxaGiaPhuong (在thonVhHえ)で挨拶、打ち合わせ

社党書記: T争V独Kh血h

副書記兼副主席: DinhV血C鮎

文化班班長: L金VSnT血1

書記の挨拶O社の歴史など。途中で高田先生の友人のThuyさん登場。彼女はKhanhの実姉o

Thuyさんが吠える。

阪氏の起祖の嗣堂-0

9:20　阪大族嗣堂

・インフォーマント

①族長NgV血Sua、 42歳、第一支

②NgDienTuong、 78歳、第二支、第11代目

インフォーマント②の話:家譜についての話が出たところで、家に連れて行かれる。

9:55　NgDienTuongの家

自分が勉強した一族の歴史について話してくれる。

上記の嗣堂で稚られているのはNg Chinh T畠m。彼から数えて11代目　Ng Bacの末商であ

るかどうかという問題については否定も肯定もせず、但し嗣堂では把っていないとのこと。

NgChinhTamに関しては名前しかわからないとのことO

・史料: ①漢文家譜(写真撮影)

2005年に書かれたTuongの訳本もあり(写真撮影せず)

10:35　阪族嗣堂(起元堂)に移動(在thonVTnhNinh)

弼堂内に勅封があるがn丘to

・インフォーマント:NgQuocRy、 66歳、第43代目

1支のみ。碑文はあったが壊れてなくなった。家譜はハノイにあると言っていたが、後で出

てくる。NgBacのngaygiァは10/15。墓は10世紀の彼の墓が発見されたという(地図あり、

撮影)oハノイにban lienl争cdonghoNguyさnB尊ctoanquるc (75 PhuDo蝕)あり1992年発足。

班長Ng Nhir Him、元Vien truomg Vien Kiem Soat tp. HN、漢字は読めずo副班長Ng Quang Ha、

Huuより多くの史料を持つとのこと。
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・史料: ①漢文家譜(写真撮影)

ll:30　DenthoVuaDinh (在ThonVanHa)

・インフォーマント: NgXuanTruhg、 70歳、 truongbanquえnlタditich

本尊の左に丁佃、右に阪旬を配る。

・史料:①勅封10道　2柱の神を配っている。

12:35　KhudulichsinhthAiV蝕Long内のレストランで昼食

13:30　出発

14:20　麟麟寺

境内に漢文石碑があると聞いて行った。

はngPhattich (撮影) : Luanによれば、丁先皇の発祥の地で、その父親BinhCongTrdの墓と

いう。最近造られたもののよう。

銘文「陵発跡希丁先皇帝」

階段を上り、本堂-。観音洞。鐘あり。

・史料: ①鐘銘(写真撮影)

15:10　終了、帰途につく

2005/1 2/26

参加者:八尾、嶋尾、松尾、岡田、牧野、服部、 Luan、 Khanh

7:30　SoVHtinh幹部のKhanhが出迎え。すぐ出発。

国道1号線を約10km北上したところで、12号線に入り西進約3km。県には寄らずにGiaVan

社のUBND-.

8:00　UBNDxaGiaVanで挨拶、打ち合わせ

県の文化室室長: B心i Xu蝕Nguyen

社党副書記: Sung

副主席: Cap

文化班班長: Viさn (女性)

いつもの挨拶。社の歴史など。
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8:45　費可朗一族嗣堂(在thonTrungHoa)

・インフォーマント　LeTh占He、 74歳、 21代目、総族長。

3支あり。別にタインホアに4支、ザ-ラムに2支、キムランに1支、バッチヤンに1支、

ハナムに1支1763年にタインホアから移ってきた。越語資料もあり(撮影)

・史料: (D漢文家譜2冊(写真撮影)

1冊は家譜+勅封の写し?

②勅封(写真撮影)

10:10　DinhT軸DNinh (門に「寧母聖寺集」の字あり) (在thonT卓pNinh)

・インフォーマント: Quan、 truongkhuditich。

ディンとチュアとデン(+フ-?)のコンプレックス。元からそうだという。

デンの本尊は傘園山山精(勅封通り)

チュア(香山寺)の陪臣は土壁という(Luanの聞き取りによる)0

左脇のフ-らしき建物。これはdenTuViだという説明。

省指定の史跡らしい。

・史料:①勅封(写真撮影) :ディンから出てきた。

10:50　DinhDen lhgPh血Long

東向き。デンは午山大王を配る。陰暦1月8日にlさh6i。 (インフォーマント不明)

本社には5村あり(Tri Lさ, phd Long, Mai Trung, TrungHoa, TapNinh)t　内Mai Trungのみデ

インがない。

境内にMi岳uM乱1があったが、再建中?

ll:15　景霊寺(在thonPhuLongか?)

寺内部には入れず。

・史料:①碑文(写真撮影) :明命。本堂脇にあり。

②石柱(写真撮影) :嘉隆14年。

ll:35　chuathonTrungHoa

1993年再建。中には入らずO

字の摩滅した石碑1基と石馨あり。

ll:50　終了。一昨日と同じ場所で昼食
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13:40　DenMaiTrung

・インフォーマント:.T争VhChiさu、 78歳

寺(「寺孟中」の額あり)と聖母を配るデン。

Iangには17ゾンホ。最大最古の族はナムディンから700年前にやってきた陳族。謝族も多

い。牧野が聖母に関するインタビュー。

・史料: ①勅封(写真撮影)

②碑文(写真撮影)

14: 15　DinhthonMaiTrung

西向きO 「亭鐘孟」の額ありO勅封によれば午山大王を紀っているらしいO越語資料もありO

・史料:(丑勅封

14:45　chuaTnLe

thay : Thich Dえm Thuy (女性)

・インフォーマント:村長DinhThanhHAi、 50歳

村は百年の歴史あり。

境内にm6t占あり　2000年再建　thayは来たばかり(3年前?)o

hi cheにSon mon phap phAi Chua Phuc Chinh TX-Ninh Binh, Mh An CiI, n急m Giap th蝕の文字。

・史料: ①鐘銘(写真撮影)

15:25　黍族両堂(在ThonBichSαn,xaGiaVan (昔はxaGiaHoaに属していた))

・インフォーマント:L金D☆cH畠u、 72歳、族長

社評議会議長のDinh V血Ng凸も姿を見せたo

一族の歴史:タインホアから約300年前にやってきてこのあたりを最初に開墾した。

見せてもらった越語家譜によると費朝の子孫で、嗣堂で紀っているのはおそらく起祖のLe

Phdc Lanh。

・史料: ①漢文家譜2冊(写真撮影)

②勅封(写真撮影)

辞して帰途につく

14



2005/1 2/27

参加者:八尾、鳩尾、松尾、牧野、 Luan、チャン・ハ・アンTranHえAn (省幹部)

7:35　SoVHtinh幹部のTrhHaAnが出迎えOすぐ出発o

国道1号線を10キロ南進

7:50　左折して480号線に入る(イエンモまで7キロの表示あり)

8:03　UBNDh.Y金nM6で県文化副室長のVaKhacHuanをピックアップ

8:20　UBNDxaYenMyで挨拶、打ち合わせ

社党副書記兼社主席: Ngo Duy Niem

? : NgoH軌Trjnh

社文化室長: NinhV血Nhh

いつもの挨拶。社の歴史やゾンホなど。社の地図を撮影

9:00　NhえthaNinhTon寧氏詞堂(xom8 (昔の名前がthonLyHa))南向き

・インフォーマント:第二支長　NinhV血Ctr、 58歳、第16代目

寧氏は4つの支あり

・史料:(丑勅封(牽朝期だろう) (写真撮影)

②碑文　両面2基(写真撮影)

9:30　NhathachinhhpNinh寧族正嗣堂(xom 8 (昔の名前がthonLテTrung))南向き

・インフォーマント:NinhVanYet、 78歳、第一支、第17代目

族長はNinhV血Tuat、 48歳、 18代目o

世系表によると、 8代目から4支に分かれた　Luanによれば、タイソンの功臣であるため、

阪朝の勅封がないという。

史料: ①勅封(全て賛朝期) (写真撮影)

②碑文　両面1基　ローマ字碑文両面1基(写真撮影)

③家譜　漢文なし　ヴェトナム語訳本2種有り(活字本の一部分をLuanが撮影o写

本の漢文部分も撮影)訳者はvienH血N6mのHoangLeという。

10:20　Dinhl由igCoiTri (ソム3 (昔はThonTrungH釦Nam))。

南向き。

・インフォーマント:NinhV血Yきt、 78歳、第一支、第17代
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ディン奥のデンは開村の二神HoangKim CongChua、 10 ongTien sinhとそれに従った88人

を紀る。棟木は写真撮影。

・史料:①碑文　4基(写真撮影)。左右に1基(片面1基、両面1基)ずつ、前庭に両面

2基ころがる(maidAolen)

②銅馨(写真撮影)。両面　もともと寺にあったものを持ってきたという

③鐘銘(写真撮影) 1鐘

ll:05　NhacuaongNinhV血Liem (在xomThoThAi (地図ではCoiTriの集落の北に位置)

x且Yen Hung (Yen My社の北隣) )

・インフォーマント:NinhVanLiem、 93歳、第四支、 14代目

ll:30　Nhacua∂ngNinhV丘nY占t (在xom9 (昔はthonButThi))

・史料: ①漢文史料4冊(写真撮影)。家礼書、天文書、地理書、寧氏校定(社誌もどき)

12:10　午前の部終了

13:40　NhAthachinhhoT争　謝族正弼堂(在xoml (昔はthonD屯ngHauLan))。東向き。

・インフォーマント:①T争H6ngSan、 67歳、第三支、 11代目、軍人あがり

②T争NgocCau、 76歳、第一支、 9代目　C¥ichh1

3支あり。第-支の族長はT争XuanTmh、11代。インフォーマント②によれば、始祖がT争Phuc

Minh (辛)Oインフォーマント①によれば、ハノイにbanlienl争Cがある　Sonの子が現在史

学科の4年生(LuanによればT争MyLinh)<　家譜はmAtしたo

・史料:①碑文　両面1基

14:30　UBNDxaに戻り、翌日の計画を相談0

15:15　ホテル着

2005/1 2/28

参加者:八尾、嶋尾、松尾、岡田、牧野、 Luan

7:40　SoVHtinh幹部は今日は参加せず。すぐ出発。
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8:18　UBNDxaYenMy着、祖国戦線の老人2人をガイドとして

8:30　NhえthohpNgo (chi4)呉氏支派弼堂を訪ねるも不在0

8:50　NhAthachinhhoNg阪氏正嗣堂(在ソム4 (昔の名前がthonCuPhu))

嗣堂の拝殿を新築中　向き調査漏れ

支派は2つ、第二支が3つのphaiに分かれる。

族長: NguyenT孟tTien (-Khuyen)、 70歳、第一支、 14代目

・インフォーマント:NgNgocBao、 70歳、第二支、第一派

祖先はニンビンの大安県

Baoの家に移るが漢文家譜の写真撮影を拒否、最初の20菓のみ許される

・史料: ①家譜(漢文2種) (写真撮影、冒頭の20菓のみ)

9:55　MiAthahoPham苑族正嗣堂(在xom5 (昔の名前がthonDongTiさn))

220度向き。

・インフォーマント:族長p的mv血Th血、 47歳、第一支、第17代

支は3つ、各支の詞堂がある。祖先の忌日は陰暦11月15日

・史料: ①家譜(漢文、活字に起こされたもの+訳文付き1つ) (写真撮影) 「苑族世譜美

酉甲解音」

10:35　NhathachinhhoNg阪氏正岡堂(在在xom4 (昔の名前がthonCuPhu))南向き

族長:NguyさnVanK岳、 75歳、第一支、 18代目

・インフォーマント:Nguy苗nv独Mong、 65歳、第一支、 18代目. K岳の弟

祖先はナムディンの南真県、先ほどの阪氏とは関係なし、院西族と自称)

嗣堂本尊は奥が開拓祖(15世紀)。二段目が連れてきた子供9人の内の3人。

史料: ①漢文家譜原本1冊(写真撮影)。最近誰かの家で再発見されたものらしい。

②漢文史料コピー1冊(写真撮影)。族(寧族?)に関する雑多な文書(家譜も含む)

の集成。

③漢文家譜コピー1冊(写真撮影)。南其県のもの。

④字晴とローマ字対照の家譜もどきのコピー(写真撮影なし)

⑤場所不明の絵地図1枚(写真撮影)。村の地図らしいが出所不明。

ll:40　NhathahoNgo (chi 4)呉氏支派両堂(在xom7 (昔はxomMy))t南向きo
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最初に訪れた嗣堂。

・インフォーマント　NgoVanNoi (80歳、第二支、代調査漏れ)O薬売り(家伝)

すぐにNhatho chinhhoNgoに移る。

Ngaygioは陰暦1月18日。族長はNgoVhNg五、 43歳、 17代(不在)。第二支支長NgoVi占t

Dam、 72歳、 16代と雑談o

史料:①碑文1基(写真撮影)。前庭D　半分割れているo　両面o

②漢文家譜原本1冊(写真撮影)。冒頭部分が初学指南、占い関係、呉家文派(家譜

本体?)、後半は文集

③漢文家譜コピー1冊(写真撮影)。支派のものらしい。

④俗例原本1冊(写真禄影)

⑤塊池武舎碑記(前日のディンの碑文のもの)など碑文の写し1冊(写真撮影)漢

文と翻音(手書き)0

12:45　辞去

13:25　ホテル着

2005/1 2/29

参加者:八尾、鳩尾、松尾、岡田、牧野、 Luan、 Khanh、 NgNgocC血(イエンカイン県文

化室室長)

7:35　出迎えにきたSoVHtinh幹部Khanhとともにホテルを出発。

8 : 00 phong VH-TT-TT h. Yen Kh血hに到着

TruongPhongNgNgoc ChをピックアップO

8:15　UBNDxaKh血hH今i着

いつもの会議。

社書記長兼評議会議長: HえV血He

社主席: NgV血Chuh

社副主席: T争NhgHi岳u

祖国戦線主席: Trh DinhTi岳n

文化班班長: Tr&i V独Hung
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8:45伽梨寺(chuaGiALe) (在xomChua (thon8))c

uBNDを挟んで洪徳堤の南側に位置。西南向き。

本堂、右脇にPhu、奥に祖堂、左脇にmoto数基.

勅封はなし。

住職: ThichTh丘nhNSm、 28歳

本尊の左脇にTh丘iturKyDa、右脇にANanを配る。両端はHoPh丘p

・史料:碑文3基(写真撮影)。本堂の前、全て両面(裏面の撮影は失敗)

9:25　NhathachinhhpNguyさn阪族正嗣堂(在xomBoi (thonBoi))

東南向き。棟木は啓定5年。

・インフォーマント:NgV独Khiさn、 69歳、代は不明らしい0

3支あり。パオカップ時代にバラバラになり、現在は交流なしO祖先はTrinhKimQuangで、

改姓の理由は不明.ナムディン(寸Yen)から来た(カウドイを指しながら説明)。

最初にこの地に来た3人の残り2人はNguyさn H廿uCong、 Bui HOuHoa<, Kim Quangは今は

旧真水社の城陸神に(昔あったデンには5畝の肥田があった)。その後に9戸が続いて、計

12戸に。

祖宗には3人の息子あり、 3支を形成0 2人の娘は結婚せずbAc6に　Ngaygioは陰暦1月2

日。碑文はなし(論文によればあったはずなのに-)0

・史料: ①勅封(写真撮影)

②漢文玉譜1冊(写真撮影)

10:15　NhathachinhhoT争謝族正嗣堂(在xomTi岳n (xom4))

東南向き。

族長:T争D血Ngoc、 49歳、 21代目

旧貢水社内に6支あり.祖先はPhiicN血g。上述の開拓の9戸の1人。

10:35　Nhえcua6ngT争N血gDien

T争NangDiさn、 84歳

最初に開拓した3人に、付いてきた10人が加わり13戸になったHoTaはそこに含まれるo

史料: ①漢文史料コピー1冊(写真撮影) 『本社事跡集編』

越語タイトルSictichxa C∂ng Thuy

Dienによれば、 20世紀初頭のNguyさn Van Thき(xom D占iの人)が村の史料を集めて編纂。

訳本のコピーあり(撮影せず)。訳者は不明、 1956年に翻訳1996年のUBNDxaの印あり。

原本の所在は不明。

19



ll:20　UBNDxaKhanhMauに行くも不在。すぐに辞去。

12:05　ホテル着

2005/1 2/30

参加者:八尾、嶋尾、松尾、岡田、牧野、 Luan、 Khanh、 Can

7:40　出迎えにきたSoVHtinh幹部Khanhとともにホテルを出発o

8:05　PhongVH-TT-TTh.YenKh血hに到着

TruongphongNgNgocCanをピックアップ(8:15出発)

8:50　UBNDxaKhanhThuy着

新築中。共産党はじめ各種団体の部屋あり。

いつもの会議。

社副主席: Bui HongDu

文化班班長: anh Tinh

Luanが聞き取ったXomの新旧名称対照

TrungDongHu (xom 1) , TrungDongTi岳n (xom 4) , TrungDongD占(xom 7) , CuLinhTi岳n

(xom9) ,ThangHa (xom2) ,NinhMSt (xom5) ,N6iH争(xom6)

ただし後の聞き取りと敵軒あり。

バイクにて移動

9:35　DさnD占i (xomCirLinhD占i (xom7)<　南向きO左脇のフ-は東南向き。

インフォーマント不明

配っているのはTho dia。位牌には城障神の名前がo右祭壇には成泰3年挙人の阪春魁を紀

っているという。彼は1,500畝の田を一期作から二期作にした功績により舵られている。

三位占射の3人も配っているというが位牌はなしo

(牧野によるフ-での聞き取り)三位聖母を紀る。中心、紅衣の女神が柳香公主、左、白

衣の女神が壕花公主、右、緑衣の女神が桂花公主。祭りは3月3日(柳香公主の命日)、 6

月12日(壌花公主の命日)、 9月19日(桂花公主の命日)に行われる。この祭りは女官に

よって執り行われる。女官は13人おり、 18歳から25 (35?)歳の女性が務める。祭りの際

にはおこわや果物などの供物を捧げる。それとは別に毎月陰暦の1日、 15日には焼香をあ

げる。このような祭りの日や、何らかの記念日にはレンドンを行う。レンドンは村に住む

NgThiMinhが行う。彼女は普段は農業をしており、常時レンドンを行っているわけではな
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い。

・史料: ①勅封2道(写真撮影)いずれも啓定だが紙の色が随分違う。はしごをかけて棟

木の上から取り出した。水に濡れたからかもしれない

②碑文2基(写真撮影)本堂の両側面の壁に埋め込まれており、裏面があるかど

うか不明

10:15　NhacuaongT争M卯hTri (在xomCuLinhTiさn (xom9))

150度向き。

・インフォーマント

①T争M押hTri、 68歳、族長の息子

②T争NgocChi、 90歳、族長、移住してから8代目。

インフォーマント①によれば、詞堂があったが、革命期に壊した。家譜はある　Khanh An

から、この支族がKhanhHoi、次にKh血hThuyに移住してきた。

インフォーマント②が登場1835年にここに来たという。景興年間の1496年(ママ)に貢

水社の開拓が始まった。このあたりの堤防は毎年少しずつ地元の人間で作った　Hong Linn

堤はどこかという質問に、 KimSonにあるとの答えoそこで、 CuLinh堤はどこかと尋ねる

と、我々がデンから(西南に)この家に来るまでに通った道がそうだという。

洪徳堤から南に走る2つの堤防の内、東の堤防をBeDongBien、酉をBeTayBienと呼ぶ。

東の堤防の北端がxom 8 (今はxaKhanh Mauの地分) 、南端がD占n D占i。西堤防の北端がchua

GiaLe、南端がxom9 (xaKhanhThuy)0 CuLinhの北を走る運河の名前は無し。

・史料: ①漢文家譜1冊(写真撮影)

ll:20　Nhac血ongV屯ThienC血(在xomTrungD占ngDoi (xom 4))

東南向き

・インフォーマント

V正ThienC邑n、 83歳、第三支、移住してきてから5代目

4支あり。祖先はHai DuongからNamDi血のHaiHauを経てきたと主張。彼自身が編纂し

た上uac s汝gia dinh Vu Thien Canによれば、 Phu NghTa (Phii NghTa Hung)からHi占n Thiさnを

経て、 C6nTi岳nのCるnDoiに来たとあるo

ll:45　UBNDxaを辞去

12:30　ホテル着
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2005/1 2/31

参加者:八尾、嶋尾、松尾、岡田、牧野、 BoKien (ハノイ国家大学)、 Khanh

7:38　出迎えにきたSoVHtinh幹部Khanhとともにホテルを出発。

8:06　xaKhanhNhacの十字路

8: 15　西側にLangVanhoaCuangThirongTienの門

8:17　PhatDiemまで5 kmの道標

C19　T字路を右折。南側にAn川をのぞみながら、 DuongAnD金を進む

8:25　UNNDxaQuangThien着

いつもの会議

社副主席(文化担当) : ohh、 1960年生.午前中同行してくれた.

県文化室幹部: NgTh喜NgA、 (名前は後聞き) 1日同行してくれた。

本県の史跡について質問。いくつかの情報を得て、 2日間の日程を決定。

9: 10　BenNguyさnCongTrd (在xom 16, thdnL争cThien)

UBNDと同じ道路に面する。

デンは新しく建て増し中。向き150度。

・インフォーマント:Ⅴ屯DuongT血、 71歳、 6代目、老人会副主席.

1852年に建築。当時NgCongTruは75歳で、生詞として作られた0 23年後、生両を拝殿に

して追思両に変えた.元々はNgCongTruの居宅があったところ　NgCongTruは県全体の

城陸神であり、かつ農業神でもある。背面の新殿増築は国家事業で、総工費128億ドン(2007

年完成予定)。 NgCongTruの出身が中部なため、フエ様式にしたらしい。正面の名簿板(撮

影)は一部であり、名簿板の完全な情報を知りたければ、 Thu TrungのV屯Thien S血gが史

料を持っているとのこと。勅封は国家が管理。

・史料:①碑文1基(写真撮影)。片面。デンの外庭に放置。但し、元々ここにあったもの

ではない。

9:50　辞去、北上

10:05　NhえthctchinhhoV凸武族正弼堂(在xom 16, thonL争cThien)

南方向き

・インフォーマント: ①V凸DIJmgT畠n
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②V屯DinhChieu、 77歳、 6代目

到着時はChieuは外出、奥さんのT争TranTinh (76歳)が応対。インフォーマント①によれ&

ば、 CutるV缶Kh孟cMinhとbAtbを紀る。 Ngaygioは陰暦5月8日、 baは7月17日。 NgCong

Tmは11月14日。 NgCongTruの忌日には県からゾンホの各レベルに至ってIehoiを行う。

Tanは同じ武族でもhongoai (母方)だという。県内に4つの大支、その下にnganhがあるO

ここは第一支。

10:32　Chieuが帰宅。漢文家譜の所在を聞くと、 71年頃(?)、文化大学(?)の実習の時に持

って行かれたまま返ってこない。 Vu Khac MinhはXaC¥rTru, h. NamNinh (chua Co Leの近

くらしい)の人で、 NgCongTruと同じ試を受け、 NgCongTruに学識を見込まれ、開拓の

時に最初に呼びかけられた。

(社の行政区分概略図)

1 0 7 , 8 6 3 , 4 1

l l 9 , 16 12 5 , 1 5 2

L u u < L 争c T h ie n T rim s Q u y U n g L u卓t P h iic D ie n

†街道(DuongAnDe)

・史料: ①漢文史料コピー1冊(写真撮影) 『郷道総譜』。原本の所在は不明。

ll:12　ChuaL争cThien (永禅寺、鐘銘によれば永福寺)

デンから約50m北150度。左にフ一.右にデン(NgCongTru関係か)

・インフォーマント: thayThichDamThanh、 57歳(女性)

元はUBNDのところにあったが、抗仏時に焼かれて、移転o彼女で3代目。 6人の僧。

Oanhによれば、 thonLacThienにはカトリック信者はゼロ、社全体でも約5%しかいない。

ll:45　昼食兼宴会(GoiCaNhechという郷土料理とnrguKimSonを賞味) 13:35まで

13:35-45　西から東に流れる運河にかかる木造のC盆uNgoiを見学。

14:00　UBNDx丘HungTi占nに到着

いつもの会議。社の史跡に関する情報を得る。

社評議会議長: Ngo V血Chiさu

役職不明: V屯BAChi
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役職不明: Bhi H軌lHohg

社副主席: V凸Xu&nDan

文化班班長: Ngえ

14:33　HungTien社の東側の運河沿いのconglangxom 8の橋の前に停車o

14:40　MiきuQuyHau (在Giap Quy D血, Xom 8, thonQuyH釦1)

西向き。

・インフォーマント: ①L丘MaiLam、 51歳

②V缶Xu蝕D且n

インフォーマント①はbankhanhthiet (史跡管理委員会　mieuの長　GiapQuyDueの呂族は

3支あり。配っている神様が具体的に誰かは不明。

・史料:①碑文1基(写真撮影)。脇の建物の中にあり。訳文もあり(写真撮影)

②勅封5道(写真撮影)

③インフォーマント①が持参した越語資料2冊(写真撮影)碑文訳、家譜訳など。

15:15　Nhathereto2hoLa呂族第二支弼堂(在xom8,thonQuyH阜u)

170度向き

・インフォーマント:L邑MaiLam、 51歳、第二支長、第5代目(支祖から数えて)

支祖は呂枚替。彼の父親のLaHuyLInh (名前の聞き取りはUBND)は「招募」者。本宗嗣

堂で扉巳っている。保大年間の扇額とカウドイあり1920年に撮影したという写真も。土地

改革の時に両堂と多数の資料が焼かれたが、一部は隠し通した。家譜は寺側の支族(UBND

での聞き取りによれば末支)が保管しているが、今は外出中で見られないとのこと。

・史料: ①意給など公文書13通(写真撮影)嗣徳年間のもの.

東西に走る道の北側に西から第二支嗣堂、寺、本宗両堂、第三支嗣堂が並ぶ。第三両堂が

一番大きくて新しい。

15:45　同じ道を東に進み、運河にあたり、北上、乗車。

16:00　NhacuaongV凸V独Thu (タイル屋、 10dgAnDe,xom2,thonQuyHau)の脇に放置

されていた碑文

「嗣徳丁丑秋恭携」 (1877年) (写真撮影)、裏面は確認不可能。

元々はUBNDのところにあった市場の側にnha biaがあってそこに収められていたという.
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(付近住民談)

本社は南北12kmで東西は短い　UBNDで地図撮影.

16:30　辞去

17:15　ホテル着

2006/01 /02

参加者:八尾、嶋尾、松尾、岡田、牧野、 Khanh、 Kien、午後からNgQuangNgoc (ハノイ

国家大学)、 Luanが合流

7:03　出迎えにきたSoVHtinh幹部Khanhとともにホテルを出発。

7:10　SoVHtinhでtruongphongnghiepvuのHaiをピックアップ。

7:50　QuananB血MocToNhu,dgQuangThienで朝食(KimSonの名物)

8:25　UBNDxaKimChinh到着

いつもの会議

社党書記: Tr左n Xuan Thu

社主席: XuanDiさu

文化班班長: Nguyさn Huong :

書記の長い演説。社の歴史、史跡についての情報など(フランシスコ・ザビエル教会あり)

9:07　出発。 V凸ThienS血g同行

9:30　Mi岳uThuTrung (在xom 5,thonThuTrung)

南向き。

Ban khanh thietの面々がお出迎え。

中にPhamNgocChf : BTxom 5 。 TranV独Ubc : truongbanquanly

手前の棟木が成泰12年。

・インフォーマント:V屯ThienSung、 80歳、元第二支族長、 6代目か

1835年初建(奥の間)。本尊は昭海大王(位牌もあり)。陳英宗の占城親征に参加。招募の

2人を陪神に(右DumgCongNhu恥左V屯Qu6cKhue)c更に外側は原募、次募、従募o祭

礼は1月15日。 DenTranからruocありO忌日は2月15日0 2人の招募の忌日にも祭拝。

成宜の頃に建てられたVanChiがあったが、後に破壊された。そこにあった碑文が31日に

撮影したDenNgCongTruの境内にあった碑文。漢文先生が3-5人。 -場、二場はいたが挙

人はいなかった　Dinhlangはあったが、現存せず　DeCuLinhとDeHongLinhは同じで今

のDuong Quanである。

・社の行政区分概略図(社主席の解説による)
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横が約750m。縦が9. 4km。

-北

・史料:①勅封9道(写真撮影)但し、手写ししたもののコピー

②漢文史料(『守中新邑録記』)コピー1冊(写真撮影)

③越語漢文混じりの本2冊(写真撮影) 『守中神廟録記』O 『守中邑譜記』は一部の

み撮影。

④越語資料(Diachi毎ThuTrung) 1冊(写真撮影) Sungが2004年に編纂したも

の。

10:45　辞去

10:57　Nhathachi2hoV屯武族第二支嗣堂(在xom5)

340度向き

・インフォーマント: V正ThienSung

Chi caの祖が原寡のV丘Th岳vTnh (tendemは公文による)O招募V屯Quoc Khu合は弟で第二支

の祖。第二支族長はSungの亡兄の子VaD独gKhoa、 50歳。現在はHCM市の8区に居住。

ll:10　辞去

ll:20　NhえthochinhhoDuong楊族正嗣堂(在xom 5)

330度向き

・インフォーマント:DuongDueDue、 72歳、第一支族長、第5代目

5支あり。史料は抗仏・抗米戦争に出征している間に家と一緒に焼けた。

耽っているのは招募の始祖とその子2人.

ll:45　D占nTran (在xom5)

南向き。
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・インフォーマント: DuongNgocChAt、 73歳、 ngAnl1t姐

陳興道と関帝を配る.

Duong CongNhuanの二番目の妻のIran Thi Thuyとその息子のDuong Due Duongを両脇に配

る　Duongがこのデンを作ったO最初は関帝を把っていた1917(?)年から陳興道を配るよ

うになった(神勅から考えると、これはおそらく嶋尾の聞き間違いで先に陳興道を配って

いたところに関帝を加えたと見るべき)。 1911年に建てられた(八尾聞き取り)。正面の仏

画はChatの妹がハノイの寺で住職をしているため。

・史料: ①勅封7・道(写真撮影)原本1、 bansa03、 bansaocoan3。勅封は陳興道のものが

古い(但しbansao)c

②漢文家譜原本(『楊族譜記』) 2冊(写真撮影)成泰と嗣徳22年のもの。

③怪しい絵2幅(写真撮影)おそらく三国志。 1つにはprinted in Shanghaiと書い

てあった。

社内で昼食

14:04　UBNDに戻り、 hoVuの家譜などを撮影

・史料

①漢文家譜原本(『武族家譜』) 1冊(写真撮影)

②漢文史料原本1冊(写真撮影)表紙中央に「伝家大宝」、左肩に「守中記録」

14:40　UBND xaDゐngHuong (在ThonHuongDao)到着

いつもの会議

社主席: Trh Quang Huy

文化班班長: Phan T仙c Bjnh

副主席のPham Huy T廿が準備をしていたが、息子がニンビン市内の病院に入院したため、

来られずo代わりにDinhが案内　2themあり(thonDongDae,thonHuongDao)

15:12　出発

15:29　ChuaDongD孟c (TodinhKimLien、在ThonDongDae)

250度向き

巨大な寺　TnrihgHaCoSoを兼ねる。

住職: MinhTi血師、ハノイ大社会学科卒。

1838年創建。 Di血によれば、開創者の名前は不明、この寺は地域一帯の信仰の中心に。

本堂右脇にmieuあり。

堂守: ph卯lV血Th争Ch、 74歳
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手前に招募、城陸神、奥に聖母(名前は不明)を把るO脇は原寡など。位牌多L Thachが

3歳の時にはすでにmieuがあった。左脇中心には挙大貴先生の神位。勅封はあるが、 ctemdi

6p.今ここにはないらしい。鐘銘に寺の名前が彫ってあるが、撮影失敗.

・史料(写真撮影)

①碑文3基、越南民主共和20年(本殿裏庭)、保大年間,mieuの前側面)、年代不明(本

堂前庭の北側)

16:23　NhえthochinhhoTran陳族正弼堂(在xom 2, thonDongDae)

160度向き

・インフォーマント:TrhVァnQuanh、 83歳、族長、 5代目

昔は5高の土地があったが、土地改革で手放す。言い伝えでは招寡の先祖の時には2畝の

土地があったという　TraLuから移住してきており、 TraLuの陳族弼堂はXiengが管理して

いる。寺は8代続いている。社内に4支あり(社外に+!?)ォ

・史料(写真撮影)

①布家系図1枚

②漢文家譜再抄本1冊

17:01辞去

17:08　UBNDで挨拶

17:25　辞去

18:11ホテル着、調査終了
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2006年度　ハナム・ナムディン省各村落調査A隊フィールドノート

2006/08/08

参加者:桃木至朗(隊長)、大谷昇平、牧野直子、吉本康子、ヴ・ドウォン・ルアンVuBuhg

Luan

7:00　ハナム省都フ-リーを出発O博物館のKhanh館長など、 3人同乗。途中で大雨。堤防

上をずっと走る。

7:30　UBNDx丘DinhXAに到着.しばらく待たされて、 8時3分に2階のHTで挨拶O

社副主席　NguyenH伽Hiさn

県文化室の幹部: Nguyさn Binh Phirang

カインから団の紹介.土産を渡すo雨の中を歩いて慶龍寺KhanhLongTirに向う0

8:35　慶龍寺に入る(在thonTrung)c寺の尼僧にご挨拶O昨日までchhTh左yにいて賞をも

らってきた?この社に4つの寺があり、全て1人で面倒を見ないといけないので忙しい、

と言った。ご挨拶の後に本堂に行く。本堂は1993年から再建した。本堂のご本尊に向って

右手の壁の前に、 Ngogiathibi呉家氏碑がある。台座と本体あり。

台座:幅60cm?、奥行き33cm、高さ20cm

その上に乗っている本体:高さ97cm、幅60cm、本体の厚さが12cm

これらの全体がより大きな台座の上に乗せられていて、人物像が正面を向いていたものを

回転させて裏側の字が書いてある面を見せてもらう。

Viet談:人物像は陳仁宗TrhNhanTonだという説と、ただの居士だという説があるO　また

立像だという説と坐像だという説がある。人物像の頭上に蒙刻があり、それをめぐってま

た論争がある。

ハ- ・ヴァン・タン先生の説は六祖聡明だと読む、それに対して地元の説は大福聡明だと

読む、と対立している。 (文字については写真参照)0

この本堂は西面している。もとはやや北の川沿いにあった。前の庭に莫朝の石碑があった。

字は全く読めない。本堂北側の木の下に明命17年「石橋碑」があった。上部だけの断片。

一緒にいた老人のTrh Xuan Khe (1930年生)によると、この村では陳氏が最大のゾンホ。

他にどんな姓があるかと聞いたら、 Dinh, Ph争m, Nguyさn, Leがある。その次に陳氏自体の説

明で、始祖はTranHuyenChinhという.その始祖はナムディンのMyThing社、 MyL令C県に

住んでいて、その長男がここに移住してきた。それは大体400年くらい前のことである。

自身は17代目である。
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本尊の祭壇右側に釣鐘があり、嗣徳2年12月12日。大谷が撮影、筆写。

本殿の隣にdさnがあり、中に女神を紀っていて、寺と共に1217年に建てられた。戦争で破

壊されて、その後1993年に再建を始め2005年完成。奥に4柱の女神が配られている。左

から二番目が柳杏聖母、残る3体はTamToaで、 2列目の左端が崇珍で、右側が徳珍?、一

列目左端がdoi coで、右側がcau。 1さh6iは昔はしていたが今はしていないO今は旧暦の1

月、 4月、 7月、 12月のrhi (15日)に寺と合わせて1さheiを行っているO取り仕切るのは

寺の尼であるが、社にある3つの寺(chhTh丘i, chuaDau, chuaChien)を1人で管理してい

るため、各寺で日をずらして行っている　Lendpngは、毎年旧暦の1月と12月に行われる。

バードンはハノイから呼んでくる.名前はTranThjMy、 60歳くらいO西湖府の近くから来

る。ハノイからも参加者がおり、レンドンの費用は彼らが持つ。男女の差はない。今年は

旧暦の8月にも来る。

1えngのタインホアンはDai Ch Quoc GiaNam Hai, Nhi Vi Cong Ch血a, TOVi Hong Luong。

langの主な生業は水稲耕作O現在は3期(2vucaylvudong)冬は、ブンを作っている。大

体、住民の8割が従事。他にはdua, thi, ngoなどを栽培している.現在の人口はおよそ

1200khau、 191hoである。最近は10数名が韓国などに出稼ぎに行っている.

TrhXuanKheによると、 Iangで陳ゾンホには181人の成年男子xuatdinhがいる。始祖の紀

堂はナムディン省ミロック県ミチュン社th6nDさNhatにある。始祖TranHuyenChinhには3

人の息子がおり、このlhgを最初に作ったのが長男のTranV独L馳gである　400年以上前

である。次男はDさNhatに残ったo始祖のゾ-は旧暦の5月20日である。

2006/08/09

参加者:桃木、大谷、牧野、吉本、 Luan

7:19　出発O博物館のViet、 Hi岳nなど3人同乗O

7 : 45　NhaV血hoathonPh争m xaDinhX丘に到着O幼稚園も兼ねている.入口上部に2005

年と書いている。社の幹部も到着している。まずはいつもの挨拶。レ族の代表者として、

LeThanhToan (1940年生)、 LeThiM血i (1936年生)、 LeThiMai (1938年生)、それ以外に

党支部書記長Nuyさn Thi Thanh (1946年生) 、 Pham V独Thanh (1932年生)がそれぞれ出嵐

社の幹部による紹介などの後、トアンによる現在所有している家譜の数などの説明。碑文

が5基、家譜のコピー(原版はハノイ)、勅封7枚がある。レ族は5つの支族に分かれてお

り、トアンは第4支族の成員である。現在は2つの支族しか残っていない。家譜や把堂を

管理しているのはトアンである。始祖がラムキンLamKinhにいて、そこには現在でも1つ

の大きな支があって、碑文が残っていて、初期の祖先たちの墓がある。ハタイにも支があ
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る。亀の上に碑文があるO　この土地のレ族について:レタントンによって土地を与えられ

たphるMaLeDuy軸)とその妻ThienDえoCongchuaが住みつき、開墾したO現在、 DinhHa

にcongchiiaをDinhThuongにphom芝を配っており、それが村のタインホアンになってい

る。昔は5支の全てが配堂とNha Thoを持っていた(?)なぜ王は土地を与えたのか? ;

賊を討って貢献したので。

以下、桃木聞き取り:梨族はこの村に何人いるのかと聞いたところ、戦死などによって男

は自分しかいない、女は2人だけだと言った。ただし現在でもテトや清明節の際に村から

出たthoatly成員が帰ってくるo紀堂のことについて尋ねると;昔は3間の大きさがあった

が戦争などで壊れて、今は1間しかない。この村には、繋族が2つ、阪族が2つ、苑族が2

つあり、それぞれto, nhoをつけて区別しているO横に座ったLuanが、 「繋族が一番古いな

ら、なぜこの村はファムサー苑舎なのか」と聞いたところ、答えはよくわからなかった。

トアン:ファムサーチャンがいた。それはファム「犯」、サー「謝」にあったものだった。

そこから村をファムサーと呼ぶようになった。残っている史料のなかにレ朝後期のCh血

Trinhの支がひとつある。それぞれの史料は博物館のHiきnに渡してある。

トアンの家族について聞いたところ:妻はこの村の出身者であるPhamThiDiem現在50歳

である。子供は4男1女である。第1子は男1965年生まれ、第二子は男1967年生まれ、

第三子も男1972年生まれ、第4子は女1982年生まれ、以上は全て結婚しており、ハノイ

に住んでいる。第5子は男、現在6歳である。トアンは、14歳でB丘cThAiのtru血gtieusiquan

に行き、 16歳で終えた。それからはtremoの仕事をした1960年に革命に参加した.その

後、ハノイに居住しこの村に帰ってきたのは9年半前である。

家譜など史料の原版はハノイ在住のハノイ国家大学教授(化学)、博士であるL合H血gに

預けている.村は環境が悪いのでo　この人物は(トアンの)父の弟の第一子である.

次に女性成員-の聞き取り0　2人ともトアンにとってはC6であり、トアンはchauであるo

M血iの夫はLe姓ではない。既に亡くなったO現在はハノイに暮らしている。子供は息子が

1人、 41歳である。ハノイのホアムキエム区で働いている。その子供である孫は男で現在

5歳である。 Maiの夫はNguさnCongV血(70歳)、定年退職している。夫婦は共にハノイに

住んでいる。子供は女が2人、どちらもハノイに住んでいる。長女は48歳、 10歳と4歳の

子供がいる。次女は44歳、ハノイで経理の仕事をしている。

府phdについて尋ねたところ:昔はレンドンも盛んに行われており神輿がでたo今では見

るだけである。 3月にはフ-ザイに行く。

次にThanhへの聞き取りoタインの夫はL合Than、 1942年生まれ。既に定年退職している。

タイン自身はcap 2を卒業した.軍在の仕事は何年続けているのか、と尋ねたところ、 25

年と言った(?)ォ結婚したのは1964年.2人の息子をもうけたO最初の子供はLeTrungAnh、

33



1967年生、現在ハイフォンで仕事をしている。既に結婚し2歳の子供がいる。タインの次

男はLeQuangBinh、 1988年生、 cap3を卒業したばかりo大学に進学する予定である　Thon

の人口について尋ねると: 336khAuといった?

ファム・ヴァン・タイン-の聞き取り1932年生まれ。苑族は昔は5支あったが今は4支、

自分はその第二支に属する。家譜は残っていないので何代目かはわからない。

が、この村が出来たときには箔と費の2つの姓があったんだ、と自分は言い伝えで聞いた。

現在は族長はハノイに行ったきり戻ってこないO扉巳堂はむらに残っているo始祖がph争mTran

Tinh、その命日が3月6日である。墓は再建したものがある。その一族は村外にも大勢いて、

ゾ一にはたくさん集まってくる。自分は1950年の7月1日から82年まで軍隊に行ってい

た。そのうち1951年から中国で訓練を受けて、ディェンビニンフ-の戦いに参加した。砲

兵だった。抗米戦争の時にはB2戦区に行っていた。子供は5人いる。第一子は長男でフエ

にいる。二子は女でホアビンにいる。三子も女でタイビンにいる。四子は男でハノイにい

る。五子は男でダクラク省にいる。

勅封の写しを撮影(桃木他)。ただし、同じものでも年代(日付)が異なるものが複数あ

T*/-,

9:05 「文化の家」の近くにある紀堂に移動。方角は正面が南西。中に漢字の碑文が6つ、

クオツクグーの碑文が1つある。それぞれの位置は、祭壇の上に3つ、祭壇の足元左右に

書く1つ、右手前の壁際に1つ、左手前の壁際に国語のものが1つ。それぞれ写真撮影。

屋根:堂把族黍

入口右:発跡藍山留高古

左:廟堂氾舎紀千秋

9 : 30　亭-移動。正面が南東。門の左壁に国語で記された碑が埋め込まれている。トアン

の祖父の妹にあたるLeTh喜Quyen、 110歳(当時)とディンのDocDinhとで門と壁を修復

(DocBinhvえconBu<血gVえoDinhHえXayTuhgDiさuLatなどとあり)。 1993年5月22日に

施工し、 1998年8月22日完成と刻まれている。最初に手前の建物を調査。ティエンダオコ

ンチュアを配る。左右の壁際に碑文があった.後神碑Oそれぞれ写真撮影。ふたつとも訳

ないし解説が書いた紙が下がっていた。左の壁際にムイが妹のマイと2人で4,000,000ド

ンでつくった碑があったO上から順に、父LeV独Tiin、母廿JinThiThe、そして烈士である

2人の弟LeVSnQuyenと姉LeThiPh紬の名前が刻まれていた0年に数回この場所を訪れる

が、中に入るために村で会議を開いて許可をとらねばならなかった。

この村には昔4つのザップがあった。 (ヴィェット)

門:歳高射聖
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門右:供菓心誠求興旺

左:口花敬礼禄財般

建物内部額　左:季冬恭進

中心:聾霊振

右:保大発酉年

奥の建物は入口が北西。これがD喜nhThuangだと説明され、手前の建物は殿だと言われる。

タインホアンはDongHaiD争iVuong　右側壁にクオックグーで記されたプレートのような

ものが貼り付けられており、そこに1841年重修とある。最初に建設されたのがいつかは不

明O前庭からはChau川が流れる。その向こうの村はLeXA社で3km先にはN血iDeiがあるO

そのあたりがTranQuoc Virong先生の故郷である。

棟木:至己酉年開成月初韓日四回?重修竪柱上禄大吉旺

額　右:扶老人恭進

中心:紀霊顕

(カウドイは桃木が筆写し別ファイルに記録)

10 : 27　車で移動　ChuaThaiの近く、農道の用水路に面した路肩に埋没した墓石を撮影、

しかし失敗。トアンになぜ別の場所に移さないのかと尋ねたところ、公道であるため掘り

起こすには許可が必要であるからだという。

10 : 39　ChuaTh丘iには入らず終了。

10:45　トアンほかと別れ車に乗る。近くに教会とカトリックの墓地があった。

2006/08/1 0

参加者:桃木、大谷、牧野、吉本、 Luan

7:19　出発O昨日の3人が同乗。国道21号線から行くO途中で県のNVHに寄りPhuongを

ピックアップ。

7:47　国道から左折。

8:04　ChgVocを横切る。

8:10　社のUBNDに到着。ここは元々、ディンだったらしい。

8:15　会議室で挨拶。

社主席　TranV独Toan

副主席・文化担当: Binh?
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他が出席。

主席に社の概況についてききとりo　面積は約10km2、人口およそ1万人、 thonまたはⅩ6m

が22ある。主な生業は1.稲作、 2.酒造りr岬UVOC。昔から酒造りはあ?たが、このよう

に村を挙げて作るようになったのは最近のことである。ハノイ、ホーチミンのほか、カン

ボジア、ラオスにも輸出しているo社の宗教は仏教のみ.打ち合わせて今日の午前はDqVi?t

秤-行き、明日の午前にxomTrungのディンカーdinhcaとxomTienのフ-ヴ-phuV凸に行

くことになった。

8:43　乗車し、 thonBoVietへ。

8:47　ドヴイエト村のディンに到着。党支部書記のTrhv独Toat, TruomgthonのTrhThき

D血g、陳氏の族長のTrinV血Ba (1942年生)、 IrkV独Htめng (1930年生) 、 TranTrungV凸

(1935年生)、他多数。ヴィェトが、 3年前にハナム省博物館がこの村の文化財調査を行っ

たと言ったoドヴィェットにはこのディンとchuaがある。ただしチュアは元の場所から移

動させ、最近修復したものである。伝説ではこの村には進士が2人いた。陳樟チャン・ル

ーの話が出てきて、チャン・ルーとチャン・ライがレ朝を助けて明を討って、その功績を

たたえられてこの村を賜った。この2人の人物はひとつの袋から生まれたと言う伝説があ

る。

この村は人口254人、個数は64世帯、家の建物の数は50軒。村には主なゾンホが8つあ

る。 1.陳族、 2.劉族、そのほか、院や武がいる。村は昔はひとつのソムだったが現在は2

ソムに分かれている。また、昔はザップが2つあった.それはザップ・ニヤツトgiapnhap、

とザップ・ニgiapnhiである。チャン氏は支がいくつあるのか、と尋ねたところ: 3nga血、

と答えた。バーはガイン・ハ-イ(2)に属しており、ガイン・ニヤツトが誰もいなくなっ

たので、自分が族長を務めていると答えた。紀堂のことを聞いたら:族全体の紀堂と、各

ガインの紀堂がいずれもある、と答えた。成員の数を聞いたら: 100のxuat dinhがある、

と答えた。ト-のゾ-は旧暦の7月24日で、もうすぐである。このときにはむらの外に出

た成員も集まる。バーは13代目、現在一族には16代目までいるO

Luanが廿anLuuの庄園の痕跡が残っているか、と尋ねると:まずバーが、自分の家の場所

が先祖代々暮らしていた場所だ。祇堂の前の池は古いoコンCるn・スオンxuangがある。ゴ

ーgb・マ-maもあるoこのディンはもともと100メートルほど東にあって、そこには今mi益u

があって、その下にはお墓があると言われている。そのお墓には銅の棺おけが今でも残っ

ていると言われている。昔、 7代目のガイン・ニヤツトにcu&るNinhという人がいて、朝廷

で先生をしていた。村の境界がはっきりしていなかったのを、この人が朝廷から土地の管

理権を与えられて村の境界を定めた。

劉族の代表、 LuuNgocCan (1947年生) -の聞き取り.劉族は元々3ガインあったが今はガ
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インだけである。族全体と2つのガインそれぞれに紀堂がある。族は現在、 94人の成員(女

子供もあわせて)がいる。先祖はハノイから来たといわれている。家譜は残っていない0

ディンの1さh6iについて尋ねると、旧暦5月17日にあるo昔はたくさんあり、また御輿だ

したり、大掛かりにしていたが、今はしていない。ディンがここ-移ってきたのはいつだ

と尋ねると: 100年以上前だと答えた。

奥の祭壇に位牌が3基(桃木が筆写。別ファイル)。勅封の撮影。

古老2人に対する聞き取り:言い伝えによると村には9つのg占がある。一つ目はここディ

ンのある場所で、ここはconquyという。もう1つはconTugng、 conXA?などがあるO他は

よくわからない。村の生業は男はThpmpc。昔はきこりXe?に従事して、ラオカイやイエン

バイに出稼ぎに行くことが多かった　Huong自身も30年きこりの仕事をしたO　この村は貧

しい。自分たちの祖先がチャムであるということは、おじいさんたちがそのように言って

いたのを聞いたことがある。考古学者の調査団が来た時、その考古学者が家譜の上では自

分たちの祖先はチヤム人だと言っていたと聞かされた。その前はそのようなことは誰も知

らなかった1951年にフランスによって家譜が沢山焼かれた。かなりの多くの家譜が消失

した。 11人亡くなった　DinhlhgVGに遺跡(痕跡)がある?

女性-の聞き取り:村の稲作は2期。 1月に田植えをして5月に収穫するIirachienと6月に

田植えをして10月に収穫するIuam心ao冬はジャガイモ、サツマイモ、とうもろこしなどを

栽培する。現在は1人2 saoの水田を持つ(TranThiHien、 50歳)o

ディン内部

顔:紀公園開

カウドイ左　右上:龍飛午寅秋

藍山挺出中興将

右　左下.:陳光顕拝進

皇越栄褒上等神

壁　左:松口達廟越江清

右:尤馬高勲藍岳時

棟木:龍飛発未年拾武月吉日重新修□

10:30　歩いてお墓で、下に銅の棺おけがあると言われる場所に行く。

左:高古骨猶香

右:千年名不朽

10:35　ch血Do Vietに移動o　この場所は元はデンで、水神を配っていた0　5年前に改築し

て、チュアを造った。村人がお金を出し合った　2000万ドンかかった。入口は南東に面し
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ている。

女性-の聞き取り:旧暦の1日と15日にチュアに行く。この寺に住職はいないので、chhD占

QueのThay Thanh (女性)を呼んでくるO彼女が7つのチュアを管理している。この寺で

は旧暦の13日に1苗をする。村人は死んだ後にはここに帰ってくるO専守はV屯であるo

トンの中には学校がないため、子供たちは社の学校に行っている。大学卒業者は陳族には

いないが劉族にはいる。高学歴者は少ないが抗仏抗米で活躍して中将になった人がいる。

梁族であるという。

屋根:聾霊濯赫

外柱左端:貢寺輝焼金世金

中左:清浄本無口大賓安心開世界

中右:尊敬居第二永重経典度群生

右端:越人口世玉豪光

中　岳:通寺霊

柱正面　左:座下貫通古ダ断西風二月景

右:瓶中揚柳分来南海一枝春

側面　左:人間鳴望従善道

右:梯子尊□向禅門

棟木:越南庚辰十二月初一日竪柱上口大吉旺

右:接功徳十方

左:丁財廉両旺

ll:20　陳氏の紀堂-移動

バーが先祖の命日を書き連ねたノートを持っており、それを世代別に整理した、裏表1枚

の家譜の下書きのようなものを見せてくれた。撮影を依頼したが、明日よりいいものを見

せてやるからと断られた。

屋根:族陳大

入口左:族堂廟宇高年春

右:歴代祖宗平古在

ll:32　終了。車で帰途につく。途中県の「文化の家」でフォンを降ろす。

12:10　ホテル到着。

2006/08/1 1
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参加者:桃木、大谷、牧野、吉本、 Luan

7:21出発。博物館のViet、 Hi血、 Ddcの3人同乗o

7:37　ビンルック県のNVHに到着Oそのまま2階の会議室。いつものフォンに加え、県文

化通信室室長のD如gThanhBinhと副室長のNguyさnM争血Hhgが参加oベトによる挨拶の

あと、桃木が挨拶とこれまでの報告。その後、ビンより、県内に21の社もしくはthitranが

ある、総人口は18万人、戸数は4万戸、 425のDonviditichがあるo　そのうち、 21件が文

化省またはハナム省の指定文化遺跡になっている。銅鼓で有名なディン・ゴック・リュ-

など.ビンより、Nguy'さnKhuyenの紀堂にはよるべきだと言うので、それに従うことにするO

8:10　出発。

8:15　旧IangViHaに到着.NguyiさnKhuy岳nの紀堂を見学1992年1月22日付のDitichLich

s廿Vanhoaの公認書があり、場所はXaTrangLuangとなっている。紀堂にいた女性、 LeThj

ThuyHhg(1948年生)に聞き取り:阪族は5つの支があり、この把堂を管理しているのは、

5代目で、第2支に属しているNguyさnThanhThg (1944年生)0 -ンはその妻であるo

8:35　出発。車中でドクックに聞き取り:この辺りでは、日雇い農作業のうち、草むしり

の労賃は1日あたり3万ドンから4万ドン、稲狩りも同じくらいである。同じ村の人たち

が労働交換をする場合もある。

9:05　DinhVoc、正式にはDinhlangThanhThiに到着。入口は南向き.古老たちの前でいつ

もの挨拶。まず、このディンの場所はどこになるのかと尋ねる:thonTrungないしxomTrung

Thon、その上の単位がthonThanhTh喜o昔の名前はTrungH6athon。 1947年末にフランスが

やってきて、カウドイや勅封は全部消失してしまった。

D軸gXuanKiさu (82歳) -の聞き取り:ここはxomTrungである　ThanhhThi村には以前は

全部で8つのx6mがあったが、現在は5つのx6mがある。村にはたくさんゾンホがある。

大きいのは阪Nguyさn、陳Trh、郵D帥gである。郵氏は4つのphえiがあり、キイエウは第

4 ph丘iに属しているo成年男子の数は約400人　Ongt岳の名前はD細gDinhTi血1g、ハタイ

のチュックソンT拍c Smの出である.この人のゾ-はよく覚えていない。この村にも郵氏

の紀堂があるoゾ-はたくさんあるので、現在は清明と旧暦の8月20日にquyl争iしている.

Dinhの1さh6日こついての聞き取り: 3節ある.旧暦の1月20日はTrhThuDeのゾ一、 4

月1日はTrhCanhのゾ一、 8月20日はTrhHungBaoのゾ-である。

TranV血H阜u (65歳) -の聞き取り: ThanhThi村の人口はおよそ3,100人。主な生業は

農業そして酒造りである。陳氏の成年男子の数は約300人である。
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後宮に位牌が3基。左がチャンフンダオ、台座はグェン朝初期のものである。右側はチャ

ントウド、ただし位牌は消失、台座はレ朝後期のもの。正面がチャンカイン(チャンタイ

トン)のもの。これらを桃木、大谷が撮影。中堂と前堂に後宮に棟木あり、大谷が撮影。

カウドイも大谷が撮影。

ルアンが古地名の聞き取りをしているところに桃木が加わる:ディンの側で1973年にレン

ガを取るために土を掘ったらたくさんの陶磁器の欠片が出てきた。この村でLy Trieu Quan

リーチイウクワンという李朝のcongchua、これはリー・フエ・トンの末娘である、が兵を

集めて陳朝に抗したが、チャン・トウドに敗れた。その時に兵士の訓練のために相撲をと

らせたのが、村の伝統になって現在もレ-ホイの時に行っているのである。

このディンの場所はnさn Thurcmg Phuと呼ばれていて、それはチャン・トウドの称号に由来

する。この場所はsongNinhGiangと呼ばれる川に近い.

村の中にnさn vua Nguyen To、 nさn vua Chieu Hoangという地名が残っているo Mi占u To Cao

Mangがある。また、村内の地名で、 DongNhaVuaがある。また、 DinhVuaというのがある

か、と尋ねるとないと言った。更に、チャン・トウドの妻はどこに配られているのかと尋

ねると: dさn Nhiに配っていたがフランスによって破壊されたので今はchua Diさuに配って

いる.元々デン・ニには4人のbAchuaを紀っていたo

9:55　Dinhに隣接して建っている寺で聞き取り:この寺のthayはD如g V血Lam (70歳)、

男性である。この寺は4年前に新しく建てたもので、古い寺から像を持ってきた。ラムは

この寺と同じ村にあるchuaDiさuの2つを管理しているo　この寺の儀礼は、 1月15日、 3月

15日、 7月15日、 12月15日の4節ある。隣にあるmauではレンドンをしているのか、と

尋ねると、やっていない、と言った　OngtuはNguy>さnVsnXi&n (75歳)、隣接するディン

も守っている。シエムによると、祭壇の真ん中にある像は玉皇上帝である。

Chuaに隣接するphdでの聞き取りo T血ThiB畠m (51歳、野帳にphubepconnhangとある)

-の聞き取り:フ-の中心で柳杏公主を配る。前の3柱の女神はなんと言うのかわからな

いO左右に2柱の像があり、 C6とC釦lだという。レ-ホイは毎月行っている。レンドンも

年に数回行われており、 3月に行うレンドンがメインである。この村には2人のバードンが

いる。 1人がTrfinTh喜Kタ(82歳)がch血g (-truong?) connhangで、 TranTh喜Do (52歳)

がphonhangであるOこのフ-を建てたのはチャン・ティ・ドである.この2人は昔からレ

ンドンをやっている。いつからかはわからない。レンドンは毎年数多く行われる。

10:10　歩いて移軌ディンから出て南に向うまっすぐな道の左手にある小高い土地がn占n
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nl1A cucmgという土地。その反対側、つまり道の右手がcot ca。更にまっすぐ歩いて右折.

少し行った所の左側の墓地の場所がkhucetngira、右側がgomadau。その先で左折し、 chan

thanhnei、 chanthanhngoaiという土を持った城壁の痕跡を越える。そのときに左手の田んぼ

の中の赤い墓が見える辺りをC占nquyと呼ぶo次にその先で用水路を渡り、南に進んで寺に

着く。

10:35　chuaDiさuに到着。この寺の場所はxomDongTu。用水路のむこう側はthonGiaH令i。

寺の棟木・カウドイを大谷が撮影。柱には洪水のときの痕跡が刻まれていた。これも大谷

が撮影。寺の前の碑文も大谷が撮影o寺男について、寺にいた老婆Nguyさn Thi Thanh (74

歳)に尋ねると、 TranV血Mienで自分はその妻だと言った。隊に同行していた村の男性に

よると、寺の右側にある祭壇の下がhuyet long m争Chになっている。更に、この寺の裏には

ある人物が埋葬されており(現在の残されたまま)、地理師thay d喜alyによるとその子孫は

官僚などになって繁栄しているらしい。ただし、ここに埋葬されているのが誰なのかは特

定できていない。

隣接するフ-でBaDilangcongchua、李朝の公主、の勅封を撮影oただし聞き取りによると

フ-では柳杏公主を紀っている、という。前の3柱はわからない。バードンはいる。名前

はbATh紬(70歳)。レンドンは3月と8月。3月は母の祭り、8月は父の祭り。位牌があり、

紅娘公主と書かれていた.功徳碑をみると、 5つのxom,すなわち、 DongTir、 Trung、Liさm、

B畠C、 H釦1とそれ以外の全国各地の人々からの寄進が確認できる。

ll:12　再び歩き出す。用水路に沿って東に向って歩く。途中で、古老が用水路の反対側を

指してG丘cChuongとvuhhoaだと言った.その先を左に折れ、最初に歩いてきた南北に伸

びる道を歩くo Nさnnl1aciromgの手前で右すなわち東に折れて、レンガや陶磁器がたくさん

出土したと言われる墓地-行ったが今は何もない。そこから村の中を北-歩いて、次に左

折し、元にディンの手前まで戻る。ディンより手前で右折すなわち北-。田んぼの向こう

すなわち東側に、現在V血chiがあり、その場所が元n占nvuaNguyenToであるoその手前の

区域が、今通っている東側がDong Thircmg Phu、西側がIay Thugmg Phu。ここで車に戻って、

古老たちに別れの挨拶をし、乗車。

ll:42　ChaVocの先で古老の1人に止められ、下車DongNhaVuaを見て再び乗車。フ- ・

ヴ-phuV丘-向う。

ll:46　フ-・ヴ-到着.この場所は1血gV丘Bic屯で、今はth6nMi岳uである。フ-の前庭

に碑文あり。碑文の名前が

聖嗣碑記
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年号のみ残っている。

黍朝永盛高々年歳在丁亥年冬節穀日

NguさnDuyBao (76歳) :この建物の前堂の部分は100年しか経っていない。奥の部分は460

年たっている。棟木・カウドイは大谷撮影。フ-は陳守度の兄の安国大王とその妻のティ

エンホアコンチュア、巨越信侯(詳しいことはわからない)を紀る。左の壁際に柱上の石

碑があり。 「義国公世業田」。桃木別ファイルに記録。奥の鍵がなかなか開かなかったが、

開いて勅封が出てきた(Luanが撮影。 1枚目のみ大谷撮影)。皆が勅封撮影に夢中になって

いる隙に桃木が侵入して、奥の位牌を禄影。中央が公主で、左が巨越信侯、左奥に安国大

王が並ぶ。

L血g V屯Biには現在は4つのthon : thon Mieu, thon Tien, thon H如, thon Bienがある。 3つの

叫iがある。 Tr争iDuhgChanh?、 traiDongNai、 traiDaKhi岳uである.公主のゾ-が旧暦の4

月17日(13日?)で、これ以外に1月3日にhOiをするO公主が好きだったため相撲など

をする。レンドンはやらない。レンドンは柳杏公主のフ-ではするが、他の公主のフ-で

はやらない。ゾ-はこれ以外に6月1日、 7月15日である。昔は大掛かりだったが現在で

は小規模である。

村のゾンホは沢山あるけれども阪Nguyさnと賛Leが大きいゾンホである.伝説によると昔

は院は李姓だった。その後グェンになったoこのフ-を管理しているのはNguyenDuy Luang

である。

フ-の裏に寺がある。 Ch血Linhで鐘には武鎮鐘寺とあったo Da Thi Na (71歳)が寺の世

話をしている。外側に大きな観音像があった。

13:00　フォンが下車。

13:15　ホテルに到着。

2006/08/1 2

参加者:桃木、大谷、牧野、吉本、 Luan。

7:17　出発。博物館のVi卓t、そしてHiきnの2人同乗O省道971号線を走る。ディンサー社

を通り越して直進。

7 : 53　ThitrゐiVTnhTruにあるLyNhan県のPhongV独hoaThきthaoに到着O室長のNguyさn

TrongLongと副室長のTohにあいさつO
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8: 13　ロンを乗せて出発　971号線を進んで、 8時半に紅河の堤防道に上がる。この辺り

の堤内からNgoc LG銅鼓が出土した。べトにこの辺りに水上民がいるか、と尋ねると、い

る、と答えた。

8 : 46　PhuPhuc社のUBNDに到着. 2階の会議室でご挨拶。

社副主席兼文化社会担当　TranV独Mhg

社文化社会幹部: Le Ph血Hiep

4人の老人: TrhXuanNguyさn (85歳)

元合作社主任: Tr益nQuanLuon (78歳)

DoDinhBゐi (84歳)

TrAnThanhMai (81歳)

宗教工作担当

に挨拶。以下、 Maiが説明をした。

ここはどこだと聞いたら、 thonLタNhanNgoaiないしthonLyNhanThuangと呼ぶと答えたo

また、ここには元々baMyEのd岳nがあり、現在でもその門だけが残っている。その由来に

っいて:李仁宗の時にChiem Thanl1がわが国の国土を侵したので、仁宗が親征してChi金m

Thanhの王を殺し、妻のMy丘を連れて帰ってきた。船でL子Nhanに戻ってきた。ある将軍

の宴席にはべらせようとしたところ、貞節を重んじるMy丘(以下ミエ)は入水して自殺し

た。その王様はミエの貞節に感服して10人の兵士に埋葬させた。その結果、このLy Nhan

にはrnoi内」と「ngoai外」に2つしかなかったのが、その墓守として兵士を住み着かせ

たために、新しくIangChucM蝕が出来たoそれが現在のIangPhiicM蝕(フックマン)とな

っている.そのため、フックマンにはLyNhanNoi (以下、 LN内)とLyNhanNgoai (以下、

LN外)にはないようないろんな姓の人がいる。

Miきu Kieuの話?

伝説について。貧しい男性がいて、ミエの霊に取り付かれ死んでしまった?LN内ではミエ

を、 LN外ではこの男性を紀っている。

昔は勅封があって、そこに聖母夫人上等神と書かれていた。現在はこの勅封は残っていな

い。

ミニを紀っているデンはdさnbath6nという。 bathonつまり、 LN内、LN外そしてNhanThjnh

社のthonLamCauのことであるO

ミエの肖像があってそれはダム老人が毎年描きなおさないといけない、彼以外の人がその

絵をみると目が痛くなると言われているoデンには井戸があり、それはIangH加Biと地下

で繋がっている。また御輿があり、独身の男女がそれを担ぐ。

昔のデンのレイアウトについての説明o前堂を南面して7間あったo真ん中のお堂は四角

形で、奥のお堂には5間あり、後宮がついていた。このように3つの部分からなる主たる

建物があって、更に4つの小さな建物があって、それらはそれぞれ3間あったoここでは
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お祭りの時などに、前に挙げた3村とフックマン村の村人が待機する場所として使ってい

た。 8月革命時にもデンは元のまま残っていた。その後、手前の7間の建物を学校にして、

binhdanhocvu (すなわち識字学級)にも使ったO正門のところでは様々なミーティングが

開かれたoそれからdさnngoaiはUBNDの本部になった.そして、学校の建物になっていた

部分は、 1967年、 68年に子供を疎開させた時に壊してしまった.祭紀道具はchuaL子Nhan

に移し、その後di血を再建した際にそこに移した。それらの道具のうち位牌は現存してい

る。ミエの墓はここから500ないし600メートル離れたところに残っていて、今はmi占uだ

けが残っている。

以下、Luonによる発言1947年にフランスが侵入してきて1951年12月22日に撃退したO

ラムカウ村のデンはディンは壊して、学校やtramタt岳などにしてしまったo LN内とフック

マンのディンは残っている。 LN外のものは再建した。

祭りについて1945年まではデン(ミエ?)の祭りは国家の祭りで、王が指導していた。

祭りの日は旧暦3月10日に1さchinhが行われて、祭り自体は3月20日まで、すなわち10

日間続く。

ポイ:3月7日の夜間にmahoiする。

マイ　Daydatがフックマンからタンロンまで繋がっていた?それが八月革命まで続いてい

た?

グェン:ミエの墓はフックマンにある。ただしそこは儀礼をやるには狭いのでdさnthoはこ

こに作った。

副主席ムン:社の成り立ちについて。今の社は元3社(NhanPhii,PhanPh血c,NhanLong)あ

った。もっと前は5社あった。現在、 2,430戸、人口は10,126人。 47パーセントが堤外で、

53パーセントが堤内。耕地面積は1,197-クタール。人口の80パーセントは農業に従事、

15パーセントが手工業、その他。宗教は2つだけで、キリスト教(カトリック)が1,700

人、残りは仏教徒である。現在は、 6のthonと14のxdmに分かれている。 6つのthonとは、

LタNoi, Ly Ngoai, Phuc Man, Thanh Nga, Duyen Ha, Phd Qu6c。 Mi岳u、 d占nなどの宗教建築が34

件ある。また、ここから紅河までどれくらい離れているのかと尋ねると、約1キロメート

ルと言った。さらに、水上民がいるのかと尋ねると、ここにはいない、と答えた。

ここからまた古老たちの発言で、ゾンホの話になった。まずはLN外のゾンホの話になった。

マイの発言. LN外では、主なゾンホはTrh Ngocである。 2支あって紀堂も残っている。

先祖はゲアンから来たO　自分は11代目に当たるO先祖のゾ-は6月12日であるo李朝景

興年間に官吏になった人がいた。自分の一族は地主だったので、土地改革のときに史料は

すべて没収されてしまった。同じLN外のゾンホとしてTrhTrong、紀堂がある。 3番目以

下のゾンホとしてTranXuan, NguylnKhac, IranV血などがいる.
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LN内のゾンホについて。ここには3つのゾンホがある。しかし家譜は残っていない。最大

のゾンホはIranQuangで、 5chiある。把堂は再建した。他にNguyさnとTranVhがあり、

いずれも紀堂がある。

ポイ:フックマンの住民の先祖はカンプチアである。村にはゾンホが5つある。それらは、

Do, Pham, Tran, Nguyen, Ngoである。

村にカトリックが入ってきた由来について、マイが説明したが聞き取れず。とにかく20世

紀のことだといっていた。それに対し、そんなに新しいのか、とLuanが聞いていた。

10:20　乗車して移動。

10 : 33　ディンに到着。 BinhLyNhanNァi。ここで奥から位牌を出してもらうoわざわざ箱

をこじ開けて表に出してもらい撮影する。カウドイ・棟木など大谷が撮影。牧野・桃木が

筆者・撮影。

ll : 20　dinh LyNhanNgoaiに到着.ここでも左右に位牌が各1基あって、右は大谷撮影、

左は桃木・牧野が筆写。カウドイ他は大谷が撮影。

ll : 50　寺。漢字で清涼寺、ノムはchuaLyNh蝕Thugng。手前の建物の左側がフ一になっ

ていた。配っているのは1柱だけで、それは何かと尋ねると、 dさnh釦thienthi占n th血h m孟u

といっていたO同時に、 Tarntoathanhm左uで柳杏公主、水宮、上岸と言っていた.右側には

神の台座が置いてあり、それがもとのデン・ミエの儀礼道具だと言っていたOngtirはTrh

MinhKh合nh (66歳).レ-ホイについて、チュアが8月11日で、フ-は7月.レンドンは

していない。

この建物は寺のほうのフ-のほうも棟木には成泰11年と書かれていた。

12 : 14　乗車。すぐ堤防上で社から来てくれた2人を降ろして帰途につく。

12 :43　TTヴインチュ-を通り過ぎたところにある飯屋で昼食。

14: 30　県のロンをPVH-TTLTTで降ろして、フ-リーに戻る。

15:07　ホテルに到着。

2006/08/1 4

参加者:桃木、大谷、吉本、 Luan

7:15　出発O博物館のViet、そしてHi岳n、 D血の3人同乗.省道971号線を走るO

7 :55リー・ニヤン県文化通信一体育室に到着し、一行は下車せずに室長のロンをピック
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アップ。 8時12分ごろ堤防道を走る。紅河の向こう岸はThAiBinh省である。

8 : 20　Nhan Thinh社のUBNDに到着。いつもの挨拶。社主席のNgQCとPCTのToanが参

加。社について尋ねると、ここは昔xaLamCAuで、現在はxomLamC左ulと2に分かれて

いる。

8:37　乗車。 42分頃、 NVHに到着。元のディンだったという。トアンが同行し、ここで

老人4人が待機　Him、 Dang?、 Sml、 Thiem。そして2人のthontnrangが参加。

以下、主にヒュ-が説明。

この村は、梨朝以前はIangChamThonといったoこのチヤムとは、 xanhtiraiという意味だ

といったo李朝からx邑LamKiさuで、それが後にLamCAuに変わった1945年以前は1社1

村であった。 1945年以降は現在のx邑NhanThinhに入っている。

次に寺について　ChamThonBえoS丘iと言った。ディン亭はMyEを配っていたが、フラン

スによって破壊された。デンはd占nvuathiendaという神を紀っていたが、これもフランス

によって破壊された1949年のことか?

その神は何だと尋ねると、柔聖宗がこの地に来たときに赤い石が道を邪魔していて、これ

をどけたものに褒美をやると言ったところ、この王が帰途についているときには石がどけ

られていたので、どけた人物を配った。ただし、後にここにMyEを紀るようになったので、

この神はthdthhすなわち土神に降格したo

次に:Vanchiがあったが、堤防建設によって破壊されたOお寺には明命18年の石柱碑があ

る。明命12年の釣鐘がある。また、カウドイが4つある。お寺はいつからあるのかはわか

らない。堤外にCゐn chuaという場所がある.今の場所に移転したのは嘉隆丙子のことであ

る。勅封は残っていない。伝説では、堤防からこちらに入ってきた道はdvrang bきnと呼ぶ。

昔は紅河がここまで流れていて、 b岳n (すなわち船着場)があった。またNgoi long songが

あり、これは我が村と隣のⅩ豆DoBauとの境である。 N占ndinhcuが残っており、そこから今

の場所に事を移したのは、賛朝の官僚だったTranTatToである。

他に村内には、いつの時代のものかはわからないが、 maca、 madongba、 maconvoi、 dt,hg

conguaなどの地名があった.

次に陳氏のことについて:陳氏の始祖はTr左nMinhという人である。伝説によれば、陳朝の

thur phiがここに逃げてきてこのチャンミンを生んだといわれるが、定かではないoチャン

ミンはレロイを助けて、 1443年にTh丘ibinhhauの爵位を与えられた.家譜が残っているが、

ナムディンにいる族長が持っている。それは何代目だと尋ねると37代と答えた。

次にMyEの由来を大越史記全書に基づいて説明oリーニヤンの行殿で入水自殺したoリー

ニヤンの行殿というのは、 NgaKheという場所にあった。それは今のxaNguyenLyであるo

(この部分は根拠不明)その死体はPhiicM蝕に流れ着いたので、そこに墓を作って占城人

に守らせた。同時に、 3村のタインホアンに封じたo祭りは旧暦3月10日と6月10日にあ

る。これらの祭りは3村がそろってするo通常は3日間だが、3年に1度だけvaod血するo
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そのときは3月10日から20日までの10日間お祭りをする。そのときは3村がそれぞれ御

輿をだしてdさnchinhに集まった。

9 :25　乗車。 28分ごろ下車し、寺に行った。青蓮寺。本堂の前庭に明命13年の石柱碑。

大谷撮影。本堂の右の外側の壁に成泰4年7月11日の東甲碑記。大谷撮影。 89歳の住職

ThichDamNgoa?が出てきた。本堂の右側にフ-があるO本堂の中に、右側の階段横に碑文

がある。これも大谷撮影。階段の上に釣鐘。皇朝明命拾弐年辛卯拾壱月拾捌日。本堂で勅

封その他の文書が大量に出てくる。ルアンが全て撮影、桃木が一部撮影。

10:20　乗車。フックマン-向う。フ-フック社のUBNDでムンとヒエツプを乗せてディ

ン・フックマン-行った。しかしほとんど何もなかった。

社人民委員会のムンによると村の人口は約1,800人、主な生業は水稲耕作である。宗教は

仏教とカトリックで、カトリック信者はおよそ300人という。また、この10年くらいは村

で栽培したきゅうりを台湾や日本にも輸出している。紅河からハイズオンまで運ぶ。

ll :00　乗車。車で場外のIangmobaMy】狛こ行った。しかしここも何もなかった。 BAttrの

Tr&iThiQuynh (61歳)によると、祭りは旧暦の1月14日、 3月10日、 6月10日、 12月

14日である。また、この女性が毎日、朝の8時か9時ごろに線香を上げる。

この後、社の公安や文化担当も加わって、堤外のビアホイでbiaNadaを飲み、終了。

2006/08/1 5

参加者:桃木、大谷、友保、吉本、 Luan。

7 : 00　少し過ぎに出発。省文化通信局遺跡管理委員会のヴ・デ.アンV正D争iAnが同乗O

7 : 23　UBNDx丘MyPhuc,huy占nMyLqcに到着。ご挨拶なし。同乗したのは社の文化担当

であるブイ・コン・チャンBuiCongChh (1972年生)0

7:30　出発o乗車してd占nBaoL今Cに向う。修築中.前もって連絡が届いていなかったが、

急速連絡を取ってもらい古老らに来てもらう　TranBiicD釦(1926年生)、 D細gHuyHAiLam

(1937年生)、そしてtruongthonのD如gHuyDugC。以下、主にラムの話。自分の著書に基

づいて語る。

TrhLiluとIranThuDoが対立して講和した時に、 songVinhGiangを境に、向こう側をTiic

M争Cの額域、こちら側をアンラックAnL争Cの土地にして、アンラックの土地を陳の土地に

したO最初は人百戸、田余百畝という状態だったが1252年にTranLi壱uが没し、その息子チ

ャンフンダオがこの土地を継承したときには、人余万戸、田余万畝になっていた1252年
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にTrhLiさuを紀るデンをHoえngGiang (現在のsongChau)の川岸に建てた.これは3間の

建物だった1300年にチャンフンダオが死ぬと、ここにあわせて配られ、やがてチャンフ

ンダオの方が主となった。ところが、村が川沿いにあって水害が多いので、 1525年に村の

中にmi岳uthiiythhを建てたが(そのnさncGは残っている)、水害防止の祈りはかなわなか

ったので、この川岸のデンは1562年に現在の場所に移転した1881年にこのデンを拡大す

ることが決定したが、実際に工事を開始したのは1902年で、完成は1929年である。

現在、境内には4つの建物があるQ現在いるd占n chinh (チャンフンダオを紀っている)の

ほかに、チャンフンダオの父母を配ったdさnkhえithanhとchuaとphdがある.ここから600

メートル離れたところにチャンフンダオの墓Ihgがある。チャンフンダオはT血M争Cで生

まれたと言われているが、自分はそう考えない。その父のチャンリュ-がトクックマック

で最初の妻を亡くした後に、こちらに移って別の妻を要って、チャンフンダオを産んだの

だ、と解釈している。神譜は焼けた。

このデンの現在のongtuはチャン・ドクック・トウ-TranDurcTir (56歳)である。トウ-

によると、パオロック村の人口はおよそ140人で、 4つのゾンホがある。大きなゾンホから

順に、 Tran,D血g,Xuan,DえOであるOチャン氏は村外含めて3支あり、トクーは第二支に属

している。

8:30　デン・チンの後ろにあるデン・カイ・タインに行った。ここがデン・アンラックが

この場所に移ったときの最初の建物であり、デン・チンは1902年から建てたものである。

ここには4人の像が耽られているO中央がwrongphu (Tran Liさu)、その奥がL子Th喜Nguyet

(普通は費氏とするが、李が正しくbaThu阜nThi金nの友人であると古老が言った)、後宮に

はvuang phuの左右に2人の女性が紀られているo右はdさnhat viromg co、これはチャンフ

ンダオの娘でチャンニヤントンの皇后であるO左はdさnhiwrongco、これはチャンフンダオ

の養女で、フアングーラオの妻である。このデンは1935年までdさnHaL卓Cと呼ばれていた

が、パオダイがパオロックBaoLecに改めさせた。

次にチュアを見学。天福寺。柱は1525年に建てられたデンのものを転用している。次にフ

-を見学oフ一に紀っているのは、 bえTrhThiMyHueで、この人はチャンリュ-を助けて

死後にタインホアンとして耽られた人であるo天仙聖母上等神と呼ばれディンctinh　パオ

ロックで配られていた.ここの柱はディン・クーdinhc屯のものである.なおongtirのトク

ーによるとフ-では柳杏も配るようになり、レンドン、ホ-ボンなどもやっている。村に

はバードンが一人いるO名前はTrhTrongTh血;? (47歳)であるO　コンニヤンconnhang

について尋ねると、その代表?であるIranBiicTirの電話番号を教えてくれた0

9:02　乗車。車で用水路の向こう側まで渡り、歩いて移動。川-向う道をctirdngPhi岳nDong

という古い道である、と、この近くに住むChせが言ったO北-歩いてチヤウザンの川岸ま

で出たo向かい側はリー・ニヤン県であるOこの場所に元デンがあったはずだが正確な場
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所やプランはわからない。再び歩いて用水路沿いのnhAvhh6aに戻るO　これを建てるとき

にチャントウアのデンの土台が斜めに走っているのを発見した(東北から西南方向)。ただ

しここにデンがあったというのは伝承に過ぎない。

社の文化担当であるチャンに社の概要について簡単に聞き取り。社の人口は7, 000人以上、

そのうちパオロックの人口は461人である。住民の主な生業は水稲耕作であるが、主な収

入は副業で稼いでいる.副業とは木工?、 d卓.utirmを栽培し栽培して豆腐を作るなど実に多

様da軸ngである。ここ5年間の傾向として、若者の8害摘ゝら9割が近くに出来た工業区へ

働きに出ており、 800,000ドンから900,000ドンの月給を得るようになっている。なおチャ

ン自身は社の幹部以外にPrudentialというイギリス系の保険会社の外交員という顔を持って

いる。

9 : 27　乗車　LSngmoTranHungD争0に行った。ここの後ろの池から色々な遣物が出ている

(g争ehdaurongなど)Oランモは現在重修中。昔はその建物はもっと小さかった。このラン

はbえt&が管理しているo現在はTranTh喜L争c (77歳)であるo　昨年の9月1日からバート

クーをしている。このランは村の高齢の女性が当番として管理している。人気は1年であ

る。毎日、朝の五時と夕方の6時に線香をあげる。

9 : 46　乗車。陳守度を配るdさnthathonLuuPho-行った。保大2年の棟木があった。元々

この地は陳守度のth丘iapc正だった。こちらの場所では、陳守度を紀る場所が2箇所あって、

ここがchinhで、もう1つd占nLocというd岳nphuがある。ここの後宮に位牌が4基あったo

1. Th6ngqu6cthai sir (TrhThuDe.位牌のほかに像もあったO)

2. D血th血h Trfin (Trh Hung Dao)

3. Quanti益nsT

4. Thanhhoanglang (HANh蝕Giむこの人物はti岳nsTの父で村の建設に功績のあった人)

前堂には陳守度の像、その後ろに妻の像。この建物の左にチュアとフ-があった。チュア

の後ろの祖師堂に碑文「報恩塔」。大谷撮影。フ一についてO何を配っているのかと尋ねる

とリュ-ハイン柳香だと、 ongtirのTrhTrungTriさu (66歳)が答えたo真ん中の3柱はタ

ムトアで右から順にdさnMt,d占nhi,<i岳tamOレンドンはやっているが村にバードンはいないO

途中で大雨が降り出しお堂のなかでお茶、バナナ、ザボンをごちそうになる。

10:40　乗車。帰途につく。

2006/08/1 6

参加者:桃木、松尾、友保、吉本、 Luan
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7:05　出発。省文化通信局遺跡管理委員会のアンと、博物館の幹部でYYen県出身のKhllmg

が同乗。

7 : 35　TT.Goiで左折O

7 : 57　社のUBNDでご挨拶o社のPBTDU、 CTX、 PCT、 CBVHのThanh、途中で県の文

化担当で考古学専門のXuyenが参加oチャンカインズの村はここから2キロの場所にある。

そこは昔5thonで、今は31えngである。この3ランというのが、 KhangGiang、 NamDong、

Ti岳nTh血gで、このうちナムドンが1hgVong、ティエンタンが1由Ig?である。明日行く予定

のPhucChiはティエンタンにあるようである?

: 25　dさnVong 「望中霊紀」に到着。後宮で線香をあげる時、古老のタム(後述)がお祈

りを述べるとき、最初と最後に「アジダオフアット」と言った。線香を上げたあと、di血Vong

遺跡保存委員会会長のNguyさnVietThh (70歳)と、その兄であるongtiiのNguyさnvi占tTin

(75歳)など古老が続々とやってきて話が始まる。

タムの話:このデンは1836年に建設された1985年に堤防が破れて全て壊れてしまった。

1836年に建てられた建築は前堂が5間、中堂が3間、後宮が3間あった。この地方で最大

だった1985年に破壊された後、 1990年に修復を議決して、 1990年に後宮1間を造った後、

1992年に4間(中堂のことか?)を造った。お堂の前に土地を用意しているが、これ以上

の拡大は出来ていない。再建分も既にひびが入ったり、老朽化している。是非寄付をお願

いしたい。

話の途中でDuong V独Vuomgが史料を集めていると言及。この言及の後にhom sacから史

料が出てきた。漢字の「神譜」、そのクオックグー訳、 1972年に造ったデンの財産目録、こ

れらを漢字の「神譜」をルアンが撮影、クオックグー版と財産目録は桃木撮影。

開村の話:チャンカインズが名付けたap An Trungが阪朝期にap VongTrungになった.他

にもチャンカインズが名付けた村があり、 apThichNghiが柁ingGonに、 ipD岳Nhiが今の?

になり、 apDongKhe?がxaYenNhanになった。

この村(アップ・アンチュン)を開くときは25戸を召募した。農業を生業としたが、河口

であったので水軍としても活躍した1302年の10月に開村した。 10年後には戸数も増加

した.チャンカインズが致仕してハナムのDt泊ngHoaに移った後、 92歳で死んだO　この地

はnha tudmgのBhi氏とNguyさn氏がこの地を守ったO元の水軍を雲田Van Tonで破った。

そしてチャンフンダオが勝てたのはそのウントンの戦いのおかげであり、彼ら(元軍)に

は武器や食料がなかったからである。
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道具の話.元のデンが洪水で壊れた後、残った儀礼道具をchuaThap (とチュアグォン?)

に保管してもらっていたのだが、再建後にはそこからからここに戻した。例えばこのカウ

ドイは古いものを塗りなおしただけである。後宮に位牌が3基。中央がチャンカインズ。

向って右側がブイ氏、左がグェン氏である,bathuongが4つあって、一番奥がb丘thuang chinh,

手前がチャンフンダオ、一番手前のはお祭りのときにnracするものである。中堂正面はチ

ャンカインズの位牌を置き、中堂の右側にH占chiitichを配っている。

レ-ホイの話O　レ-ホイは旧暦3月の13日に開始して、 14日にズオックruracして、 15日

にt岳1苗をするOテ-ナムtきnamとテ-ヌーt占naがある。ズオックホイドンnrachoi(longは、

5 thonがruac Lてここに集まる。その中で、 dinhKhangGiangとctinhGonは別の神を配っ

ているのだがやはりここに集まらねばならない.昔5thonがあって、 thonVong、 thongKhang

Giang、 thon NhuきDue?, th6n Thich Nhi (Gon), thon DさNhiこの村は今は残っていないo

ゾンホの話。現在村には18のゾンホがあるO最大のものはBdanDinh、次にNguyさn,3番が

Trinh、 4番がH五、 5番がV凸、 6番がPh耶n、 BdiはなくなっているO　グェン氏は5つの異

なるh9があるO　それらは、 Nguyen Viet, Nguyen Dinh, Nguyen V凸, Nguyen ST, Nguyen V血で

ある。タムとテインの兄弟は7代目。家譜はgiadinhのものだけがある。ドアン氏の老人に

質問。ドアン氏は5つのchiがある。この老人たちは8代目。先祖はタインホアのNgaSOnか

ら来た。今は全国のドアン氏連絡会を設立中である。

古地名の話o x止dongの話。西北がス-ドンTraLaL東北がdiavhchi、西側がbaithucmg、

thuongsinhとthirongqu血に分かれる.東がbaiで、南-行くとdさH占nDiic洪徳がある. dさ

HるnD血の向こう側がダイ川である。

村の中のgoの地名　Go quy, go ban, gomi占ug6n。 Mo ongve , maanhhung。 ThongDさNhiに

はGomotohoBuiがあったが今は残っていない。

村人が費朝後期の陶磁器を数器もって来てくれたので撮影Oクオンくんの発言;この近く

のISngG争Chで出た陳朝の陶器はハノイの歴史博物館に陳列してある。

ご挨拶の後で松尾が勅封を発見し、一同が撮影。これはチャンフンダオ-の勅封でd岳

のものである。しかしこの勅封は本物ではない。偽物ないしは写しである。

この後、おじいさんが修復費用をほしいと言った。

社の概況について社のタイン:社の人口は13,000人(このうち3,100人はカトリック教徒

である).社は8つのth6nからなっている。デンはthonVTNhu岳に属している。 thonVINhu毒

の人口はおよそ600人で、宗教は100パーセント仏教である,th6nVTNhu岳には3つのlhg、

すなわち1血gNhe,langL畠mVong、 IangGonがあるo住民の生業は農業で、副業として帽子

や衣服の縫製などが行われているOデンにいたお婆さんたち、 TrhThi M左u (56歳)、 TranThi
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T釦n、 NguyさnThiThinに聞き取り:このディンがある1由igVpng (すなわち1えngL畠mVong)

はドイバートクー(34生産隊)で、 220戸ある。ディンでのレ-ホイは旧暦3月13日、 14

日、 15　日でミニサッカーや闘鶏などの催しが行われる。ここは元々ディンがあった場所で

あるが、洪水で壊れた後にこの土地は居住地として使われた。その後、 2800万ドンで買い

取いとった?デンを再建するために住民は最初5キロC蝕の米Iliag争0を供出し、その後も

10キロ供出した。お金がないので再建は大変だった

ongtuのテインが線香を上げるために後宮に入った女性たちを追い出していたので:村の女

性は後宮には入ってはいけないのかと尋ねると、入れる、と答えた。

10 :00　記念撮影の後、乗車。その後、洪徳堤を見に行った。

下車して、南北に伸びる排水路に沿った農道を南下する。この排水路は40-50年前に造ら

れたものである。現在、村の居住地よりも南側の田は米の二期作を行う。北側の農地は2

月から6月まで落花生など、6月から10月が米、11月からジャガイモ、とうもろこしなど。

19分ごろに洪徳堤の手前までたどり着き写真撮影。左手にコンクリート作りの小さな建物

が見えた。それが元々qu血といって、農作業の途中に休んだり、飯を食べたりする場所で

あった。今の建物は再建したものである。

北に向って歩く途中、右手の少し高くなったところに村の跡地と寺(chぬThap?)が見え

た。

車が動けなくなったので、村人を呼んでもらって押してもらいかろうじて方向転換。

10 : 55　乗車。社のUBNDで付き添いのタインを降ろして、帰途につく。

ll:55　ホテルに到着。

2006/08/1 7

参加者:桃木、松尾、友保、吉本、 Luan

7:05　出発.曇りo省文化通信局遺跡管理委員会のアンと、博物館の幹部でY Y6n県出身

のKhurongが同乗。運転手は昨日とは別人o

7 : 36　T.T.Goiで、山の手前の道を左折。

7:55　道に迷う。少し戻る。

8 : 03　イエンタン社UBNDに到着。最初、社の主席の部屋に通されて、そこには社の地図

がかかっていた。主席の名前はディンドクックテインdinh Burc Tfnh。社の西北の境界をソ

ン・サッsongSatが流れている。隣の会議室に移ってご挨拶。会議室には省全体の大きな地

図がかかっていた。ここでご挨拶O党書記BTDU,社主席CTX,文化担当Truong Ban VHX

など、 6人ほどが出席。
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8:30　挨拶が終わって、乗車。前の道を戻って北に入ったところにあるお寺の前で、 33分

に下車。ここに碑文が5基(プラス門前の破片)。この碑文はいずれもあまり読めないが、

Ban quan lタdi tichに拓本があると言っていた.友保が撮影O碑文で最も古いのが嘉隆12年.

本堂の入口の柱の礎石に陳朝のものが2つある。左のものは特に珍しい様式で、dさnLiruPh血、

Ⅹ邑MyPhiicに5つ、ここに1つあるだけであるO本堂内部の右側にTrhNhatDuatのbhthb

がありその装飾は費朝後期のものである。後宮にはTranNh釦Du卓tの位牌がある。

仰惟三宝含(?)賜邸知南無清浄法身忠恵王菩薩

中央のBhTamBaoの上に「崇厳禅寺」という額がかかっている。左にフ-があった。この

寺の住職であるダムテインThich D益m TTnh (65歳)によると、祭壇の一番上の段にある3

柱はTamvithanhm互u、上から2番目の段にある4柱はTl¥xvichaubA、上から三番目の段に

ある3柱は、両端がhaicohaucanh、真ん中の大きなものがmhId占nhatであるOこの名前は

何であるかと尋ねると、柳杏Iiruhanhだと言った。また祭壇の下にあるトラはnamongngu

v| quantuang、そして祭壇の手前両側に置かれているのはhai c如b6で、右がC阜ud占i、左が

cauthoaiである。村にバードンはおらず、レンドンはない。

村の長老が持ってきてくれた2冊の漢字の本のコピー本、そして寺にあった勅封を撮影。

桃木、ルアン他。

桃木が寺の東隣にあるTrhNh畠tDu釦の墓の跡に案内される。そこには1949年にフランス

によって破壊されるまで、 9層6面で高さ18メートルの塔があった。塔には陳朝太師宝塔

という字があった。塔はレンガと漆喰で出来ていた.案内してくれたのはtru血gbanditfch

l喜chsircualangのNguyen TatTh血g (73歳).昔この村は、 PhucLongとPhiic Lyに分かれて

いた。

寺に戻り、左側にある祖師堂に戻って、お茶をよばれながら聞き取りを行う。まず、ディ

ン・ランがあるかと尋ねると、ディン・ランはあり、独脚神を配っている、と言った。そ

こでタンがTranNhatDuatをたたえる自作の詩を読んで聞かせようとする。

Tran Nhat Duatの話。タンがノートを見ながら説明するIranNhat DuatはTrh Nhan Tong

の第六子である　TranNhatDuatがこの村を開いて、 4人の草分け4ongto、すなわちNguyさn

Hue Tong, Nguyさn v血Hi占n, Nguyさn v独Tai, P的m Thu紬NghTaが元になって、現在では13

のゾンホがある(村の人口は500戸、 1,770人。吉本聞き取りは後述、参照)。現在最大の

ゾンホはNguySnHueTongの子孫である。このゾンホは3 nganhあってそれぞれ紀堂があり、

漢字の家譜もある。成年男子の数は360人である。先祖はどこから来たのか、と尋ねると、

先祖はタインホアThanhHoaからきた。タインホアから2人の兄弟がやってきたのが起源で

ある。代数を尋ねると、最初は「6代」と答えるが、周りの老人と話すうちに15、 16代と
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答えるようになった。 2番目に大きなゾンホは、 Nguy.さn v血TAiを始祖とする一族である。

3番目がNguyさnv血Hiさnの一族、 4番目がPhamThu卓nNghTaの一族である　TranNhatDuat

のゾ-は旧暦に3月1日にあるOその日にはテ-レ-t岳1さする。旧暦の1月9日と10日に

は社全体でd左uxu蝕mdiのレ-ホイIe h母iをする。これにはおみこしnrac、人間将棋cotuang、

獅子舞xiiturrdngなどが行われるが、相撲はやらない。 1月12日にはディン・独脚decc血

の祭りをする。これは我々の村だけで行う。

次に古地名の聞き取り。この村には最初、 4つのtraiが出来たoその名前は;中林TrungLam

trai、東市Dong Thi trai、西市Tay Thi trai、連南LienNam traiであるOこれらが後に、血g Phiic

Longになった。ところが明命年間に、 Longの字が皇帝のいみなに当たるので、 PhucChiに

変えさせた.Phuc ChiはDongthonとTaython、ないしthontrenとthond血iに分かれていた。

1956、 57年に、 DongthonがxaPhuc Chi、 IaythonがxaPhucLocとされた.今もPhuc Chi

とPhiicLocの2つのthonがあるが、遺跡保存は共同でやっている。

x☆ (longの名前の話になったo X止(long xoi、 xu (long lu u、 Ⅹ止(long chi占m chi岳m、 xit (long chua

con- -などの名前が挙がるChiさmchiきmにapLamThiという最初の村があった。 khut争pmau

thAohoa十畝草花。ここで社の幹部が割り込んで、 dhgbo lientinhNamDinh-NinhBlnhがこ

こで誕生した、と言った.以下、たくさん知名が出てきた: Dongnuichua、 conmaphat?、

quan gi荘a、 ctong trung kho、 chiang sang、 dong di血ig co、 (long trung nh臥dong trung nh|、 (long

dqi、 d占ngciialAng、 dongsaungo、 mえtr蝕、 m邑duoi、 mag6。陶磁器やレンガの欠片が本堂

左手前の池からたくさんでた。所在をめぐっていろいろな意見がでたがよくわからない。

遺跡管理委員会banditich quan lyのthu quyを務めるNguyさn QuangTong (61歳)に聞き取

りoまず、社と村の概要についてo者の人口は12,000人、 17のthonがある　ThonPhucChi

の人口は2,200人、 450戸と社の中では最大である。住民の主な生業は農業であるが、この

村は昔から建設職人thoxayの村であり、現在でも男性の多くが建設の仕事をLに村の外に

出稼ぎに行く。自分の4人の息子も全て建設業をしており、 3人はゲアン、 1人はハイズオ

ンで働いているo女性は農業以外にch阜p l血xuatkhiu hangの仕事をする.

遺跡管理委員会について。寺が歴史文化遺跡として文化省に認定された1990年12月に立

ち上がった。現在、 13人の委員がおり、そのうち3人は女性である。遺跡の保存に必要な

費用はどのように供出しているのか、と尋ねたところ、寺の前に遺跡の水田rupngc凸aditich

があり、そこから供出している、と答えた。この水田の面積は1マウで、米作を二期2vp

行っているO遺跡委員会は各vtlに220万ドン(2tri主u2tr邑m)徴収するo

生産に関して: 6つの組tるに分かれて、それぞれの組の組長の名前は、 anhHi占n, chiLy, chi

DえO,ch喜Hop, chiLai, chiM郡山であるo各組が220万ドン供出するのではなく、全部の組を

あわせて220万ドンを納めさせている。各組には1から10の家族giadinhが参加しているO

遺跡管理委員会と同様に5年を1つの任期としている。これらのお金はどのように使うの
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か:毎年1月10日のtきleXなど、寺の祭りなどに使うO

レ-ホイについて。旧暦1月10日のteleが最大である。 1月9日の午前8時に御輿を出す

ことから始まり、翌日10日の5時には終了する。このteleは委員会が管理するのだが、こ

れ以外にも、 hoiconnhang (現在のメンバーは100人ほど)が組織する大夏vaoha、出夏ra

haなどがある。コンニヤンは旧暦3月1日から10日にフ-ザイに行く。村にはhoiconnhang

以外にもhoi tinh d占があるOそのメンバーは200人種おり、 60歳以上になると入会する規

定がある。フランスの爆弾で破壊した2000年に再建された村のディンのレ-ホイは旧暦の

12月2日のchapthanh、そして1月9日、 10日のteleの際にもディンを開ける.フ-を見

学しているときにレンドンはしているのか、と尋ねたところ、 「していない」と答えたが、

ここで会話を続けるうちにもう一度尋ねたところ、 「時々」と答えた。しかし村にはバード

ンはいない。村出身のバードンがハノイに暮らしており、時々やりに来る。レンドンをす

る時は委員会の許可を得ないといけない。以前は許可していなかったが、最近は許可する

ことにしている。しかしあまり公にはしない。それはなぜか、と尋ねると、村には迷信異

端はあってはならないからだ、と答えた。なぜ迷信異端はだめなのか、フ-ザイではレン

ドンはもう公に行われるようになっているが、と尋ねると、フ-ザイのように大きなとこ

ろでは警察や軍が管理をしているが、村の場合は無秩序状態mat trat tirになってしまうと、

観客の誰かが寺に盗みに入ったりする恐れがあるからだ、と答えた。テイングォン信仰は

問題ないが、秩序がなくなるのでそれが問題なのである。

「文化の村建設」について　2002年に発動した。しかしこれまでにはまだ省に認定されて

いない。隣のthonPhucLocは2005年に公認されている。社の村はここ以外は全て認定され

ている。なぜ認定されないのか、と尋ねたところ、まずひとつに、村の徴兵率が低いから

だ、と答えたo　この村では、 10人のうち3人ほどしかbo doiこ行かないOそれ以外の理由

として、納税?が遅いから。相の人口が多いので、まとめるのは難しい。レンドンなど迷

信異端が認定されない理由ではない。早く認定されて欲しい。

歌についての聞き取り。 (Phuong Chiの著書に締bongと関わる歌に関する言及があったた

め)綿に関する歌がまだ残っているか、遺跡管理委員会の2人と住職に尋ねたところ、な

い、と答えた.ただし、 IangPhucLocに住むNguyさnThiCon (70歳くらい)は、毎年1月

10日にこの寺で行われるte leの際にbaihattruyenthongを歌っているOなお、村では1960

年ごろまでは綿を栽培していたが現在はもうしていないとのこと。

次に、歩いてd占ngchi占mchi岳mを見に行ったOあぜ道を北に歩くo北に寺があって南が池で

あった、という場所まで歩く。レンガ片が多数みられる1962、 63年に寺は破壊?破壊さ

れる前、そこには10個の像があって、それを持ってきてnghiatrangの建設に使ったoその

場所の南側の田んぼがC血h d占ngciialangである。 T争pmauthAohoaというのは、現在のchua
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を囲む区域である。南側は省道まで、東西も道で区切られていた。

10:40　寺に戻りご挨拶。スイカやお茶をいただく。スイカを食べるうちにLuanが大きな

版木のようなものを見つけた。漢字やサンスクリットが彫ってある。友保撮影。

女性の住職に寺のレ-ホイについて聞き取り。 1月9日と10日がホイngay hoi、 2月19日

が観音記念kタniemdirequan五m、3月1日がIranNhatDuatのゾ一、4月15日が入夏vaoh争、

7月15日が出夏rahaとtu占tTrungNguyen…o

ll :20　乗車して帰途につく。帰りに「thicho」の下に「tiきuhb」とかかれた看板があり桃

木がルアンに、あれは猫肉のことか、と尋ねると、そうだ、と答えた0

ll:55　ホテルに到着。

2006/08/1 9

A隊、 B隊全員でナムディン省博物館-史料収集。

8:00　出発。雨。タクシー3台で現場に向う。最初は会議室のなかで史料を撮影。その後、

展示室に移動し勅封を撮影。撮影終了後、展示室を見学し、公園内を歩いて移動。桃木、

松尾、嶋尾、蓮田、吉本、キエンは大雨が降ってきたので途中で雨宿り　Luanが雨具を持

ってきてくれたので再び歩き出す。博物館がある公園内では、朝からカオダンの学生たち

が軍事訓練の準備をしていたが雨のためか彼らも撤退。

10:25　事務室のある建物に戻る。再びタクシー3台で帰途につく。

10:40　ホテル到着。
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2006年度　ナムディン省各村落調査B隊フィールドノート

2006/08/08

参加者:八尾隆生(隊長)、嶋尾稔、松尾信之、友保漕法、ド・キエンDo Kien、チャン・

スアン・ビンTranXuanBinh (省博物館:文化遺産保存担当)、 V屯D争iAn (省文化通信局

幹部)

◎行った地点: NghTaHung県UBND人民委員会、 NghTaHhg社の人民委員会、同社のDさn

Tran STH与i、ハイハウ県のThinhLong海水浴場

◎UBND h, NghTa Hung

社主席: D細gV血T丘c

pho v邑n phong : VG Trung Khi合m

県の概況について若干の説明を受ける。ダイ河とニンコ河に挟まれた細長い県で、 50キロ

以上あり、一番狭い箇所は500メートルしかないO行政単位としては、 23社、 2市鎮thitran

からなる。

次に主席から近年の開拓の状況について説明を受ける。

現在も堆積が進んでおり、年間5-10メートル海岸が前進している。

1930年　Nghla H軸g, NghTa Hえi, NghTa Th血h, Nghla Th孟ng, Nghia Lamを防潮堤防で囲む

(quayde)<　現在のものほど近代的な堤防ではない。

1958年　Thi TrhR争ngDongの防潮堤防。

1964年　NghlaPhuc社の防潮堤防。

1970年　NamBi占n社の防潮堤防。

1980年　NamBi占n社の東方の養魚地域を囲む堤防。

1992年　NamBi占n社と養魚地域の南方のナムディン省の公有地を囲む堤防O

ギアフン県には、近隣の県や省からの移民が多い。

NghTaLai社に仏領期の碑文がある。

◎県から社に行く途中(県から車で5分程度)、 QuanLieuの水路と堤防を通過

ビンによれば黍中興のころのこととのことo

◎UBND xa Nghla H血ng

党副書記長: Tnrong Cong Khai
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文化班長: NguyさnYen Bien

元県主席　TranXuanQuÅng、 78歳

若干の歴史・文化の説明を受ける。

著名なph争mVanNghiはNghlaLamの出身oデンには勅がある.

村の概況は以下のとおり。

面積:7.5平方キロ。

人口:8200人。

カトリックが58%

LAngが3つ: lhg STL蝕1, 1hg STHoi, LangVhGi丘o・

LhgSTLamは1852年成立、 1AngSTHoiは1865年成立、 LhgVhGiAoも1865年o

LhgV血Gi丘Oは100%カトリックo教会ありo

旧「STLam社」の地分は現在の行政単位では、 NghTaHhgとNghTaLamに分かれてしまっ

た。

宗教施設としては、 L血gSTL色mには、 DさnQu占Lam、 ChuaNamHai (1920年)があるo l由Ig

STHoi tこは、 D占nSTHoi (1914)があるo LhgV血GiAoには教会あり1880年に建設、 1920

年に修築、 45年に破壊、最近再建。

DさnQueLamには、勅がある。 DさnQueLam 、 D占nSIHoiまともにチャン・フン・ダオを配

る。

ゾンホについては、 LAng ST Lamは、 Trln Durc族が大きいo lang ST Hoiでは、 V屯族、 Tr血

族、 ph争m族、 L芭族が大きい。 LangV由IGi丘Oには、大きなゾンホはない。

◎D占n Tran ST H6i

・インフォーマント:

①元県主席Iran Xuan Quang、 78歳

②守嗣TrhV&iDon (60歳以上)など。

デンは南面

首座はチャンフンダオ。脇に護衛の椅子。

東側に「七位招募」 (墓誌あり。最近のもの、写真撮影)

西側には城壇神-土神。

タインマウThanhM互uは紀っていない。

陰暦8月20日には、チャンフンダオの祭礼(Hoicha)cチャンフンダオはThanhCha<,
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タインマウは配らないが、三月のheim字にはフ-ザイに行く。

祭礼は3日間、 3年に1度大祭。ゲームもあり。人民委員会からデンまでズオック。

・史料(すべて写真撮影)

3道の勅封。

①啓定9年7月25日　陳興道宛

②啓定9年7月25日　当境土地霊宛

③維新5年閏6月8日　陳興道&当境土地霊宛

ベトナム語の報告書2冊

①<Ly lich di tick den SyHoi.... 06/2002印刷.於Nam Binh

②TitlieuHanNorn den SyHoi.... 06/2002耶弧於Nam Dinh

碑文1基(ベトナム語と漢字)

碑題「碑立邑士会」 BiaL牟papSTH与i

「招墓」 Chieumo

「陳玉徳」 Tran Ngoc Burc

以下に招募の7人の名前を記す。

◎Th喜血Long海水浴場

渡しでニンコ河をハイハウ県側に渡る(写真撮影)。

海水浴場から、ニンコ河の河口を望む(写真撮影)。海岸の堤防は最近作られたもの。

昨年の台風の際は、高波が、堤防を越えて、ひとつの集落を破壊。海外の海の家も大きな

被害。

◎帰途につく

2006/08/09

参加者:八尾、嶋尾、松尾、友保、 Kien、 Binh、 An

◎行った地点: Dさn ThaPh争m V独Nghj STHou nhatha hoNguyen Biic (NghlaHhg社)

◎Dさn Tha Ph争m Van Nghi ST Hoi (Nghia Lam社のIang Si Lam Dong)

建物の方位: 40度。

棟木:保大辛未年(1931)
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・インフォーマント:堂守p的mD細gD畠u、 70歳　PhamVanNgh|の5代孫

ph卯1族の弼堂は別にある。しかしそこには史料は残っていないo

祭壇:中央にはNguyen Tucrng Cong, huy Diさn khai chi

Pham V血Thanh trai tnrong ST L色m (兄)

NhiGiA (HohgGiap) Ph卯iVanNghi (弟)の三位

祭礼:旧暦1月13日から15日(これは忌日ではない)0

ph叩IV邑nNghiの忌日は旧暦12月12日。この日はt岳をする。

giaothiraと新年もやるo祭りの範囲は旧シーラム社ではなく、現ギアラム社である.

近隣では以下の4箇所でフアンバンギをお祭りしている:

ST Lam Nam (x豆Nghla Hhg)

ST Lam Dong (x邑Nghia Lam)

V3nLam (x五?)

? (Xa NghTa Thanh)

現在のギアラム社は、 ling SILamDong, langVanL且m, langL争CPhdからなる.

ギアフン社にIang STL蝕1Namは含まれる。

・史料

碑文:嗣徳年間

他に史料はない

◎nhえtha ho Tr左n D血(NghTa Hhg社のl由ig SI Hoi)

建物の方位: 200度。

・インフォーマント: Trhv邑nHiさn、 67歳。現家長の次の叔父。

この嗣堂は昔からあるが、現在の建物は2002年建設。

◎Trhの私邸(上記の両堂の一族の現家長の家.詞堂の隣)

・インフォーマント:

①Tran V血DE、現家長の末の叔父　Tnr血gVh bao quh di tich lich s止dさn Tr益n thon STHoi

祖先はTrh Phiic Ngo争n, thon Quy Be x丘True My huyen TrueNinhとのこと

八尾注:上記の人物はongtoではなく、 chitるのはず。

何度か聞いた、 ChuaSTLamとはchuaNamHaiの通称o
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・インフォーマント:

②'Nguyさn Yen Bi合n、 1954年生まれ。洗礼名Pero

例の教会は1954年に破壊。 54年にバンザオのカトリックのうち半分(親フランス派)が南

に。

社のトン、ソムの構成について

Thon STHoi : xom B且c, xom Nam

Thon STLam : xom HoaL争c, xomAnNinh

Thon V独GiAo : xom 1-4, xom Tha ung, xom ThuangTr争i, xom BaD合

祭壇に、昨年亡くなった前族長の遺影と位牌名TranV血Lungを書いた紙。前族長の妻は現

存で、我々を迎えてくれた。

我々が家に迎えられる直前、現族長や若者が、一族の所蔵史料を見せることに難色を示し、

何か大声で話していた。叔父たちの説得で史料を見せてくれた。

・史料

多数の貴重なバンノム史料(写真撮影)

①Luang gidp dieu uac

②Van tu doi Tir Due

③V血tu b血<16 vat

④Gia he Trdn Dai Toe

-⑤Bえi Vi ho Trh

⑥V血tvb血ruong 3件

⑦vh ty xem so

その他の収集史料はNguyさnYenBienがコピーして渡してくれた

Dang uy x箆Nghla H血g (編) , Lich sitdang b∂ xaNghia Hiing, 1997?の第1章QuA trinh tao

dung l由ig, x邑NghTa Hhgなど

◎帰途につく

2006/08/1 0

参加者:八尾、嶋尾、松尾、友保、 Kien、 Binh、 An

◎行った地点: NghiaThanh社の人民委員会、同社のDさn ti占n si Do蝕Khue、 ChhThirDien

・文化通信局のアンから以下の史料貸与(写真撮影)

Lich Sir Dang Bo Hoang Nam

Lich SicDang Bo NghTa Hoa
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Lich Sic Dang Bo NghTa Minn

Lich Sir Dang Bo Nghia Son

Lich S;蕗Dang Bq Nghia Thai

Lich Sic Dang Bo Nghia Thang

Lich Sit Dang B∂ Nghia Thanh

◎uBND x. NghiaThanh

主席・副書記長(氏名聞き漏らし)

元主席の古老Tran D血Nam (Lich s諒Dang b如aNghia Thanhの編纂に関わった先生)

文化担当幹部: TrhMinhL左m

まず、主席の挨拶。

続いてナム先生の講義(別の場所で聞いた話もここに含める)

一進士ph争mVanNghiと進士Do蝕Khu合の事跡と人間関係について(同郷、同志、同科) :

Do払KhueがPham V血Nghiの事業を継承O

- 1854年にThir Biさn社ONghiaThAnl1社)が作られた. Trln ich Khi6m, Lai Van Ki占u, Tran V血

Dan,TranVanThugmgの4人が、 Do蝕Khueの指導のもとに、開拓・開村したO　寺に碑文

があり、彼らに言及している。 72年に現在のNghTaThanh社内の別の集落(キリスト教)

が成立した。

-NghlaThanh社には、 3つのthonがある　thonThuBien,thonTayThanh, th6n ChiThien。社

全体は約9,000人　thon ThirDienは約6,000人で、大半が仏教徒o　別の2村はキリスト

教徒。社全体の43%がキリスト教徒。

-上の4人の草分け一族の嗣堂がある。 Do蝕KhuSの碑文は、デンにあり、 4人の草分けに

言及した碑文が寺にある。そのほかに墓誌がひとつある。

-10近いデンやフ-があり、 20近い両堂がある。寺はひとつO教会は、 IinhmpCのいるnl1a

xtIがひとつ、 nhAthahod;争0が4つ。

- xomについて

thon Thu Dien

xom Phi∫ang Bien = aoi 1

x6m MinhBien = doi 2

xomBAoDien= doi 3

xomMyBien= doi 5

xom Lu<qngBiSnA& B = doi 4

xomHauBien= doi 6 & 7

xomPh血c Bien= doi 8

thon Tay Thanh

xom Luu Thanh
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xom Due Thanh

xom Quang Thえnh

thon Chi Thien

xom Thieu Vinh

xom Thieu Thang

xom Thi芭u Loi

xom PhiiAn (新設)

主席の話:

この地域では南方で順に堤防を作って開拓を進めている。現在新しい3つの堤防建設中。

近年に,000-クタールを造成。

◎Dさn Tiきn SI Do血Khue (在Thon ThiI Di占n)

・インフォーマント: TranBurcNam

Do蝕iKhueが1887年に死んですぐに、村人が建設。

1950年に重修、 1994年にまた重修、文化遺跡に認定。

中央に祭られているのは、 Do蝕Khue。

向かって左は、 4人の草分け。

向かって右は、城壇神。神は土神。

かつては、城壇神の廟あり、フランスが破壊。

デンの祭礼は、旧暦1月19日。偶数年は2日間、奇数年は1日。

城壇神のみの祭礼はない。

仏教徒もキリスト教徒も参加する。

脇の木造の建物は、別の場所にあった建物の建材を買ってきて再建したもの。この建物の

中にはさらにもう1軒分の木材を購入して置いてある。ニンビンで購入。 「呉世栄」と記さ

れた額あり。

・史料(写真撮影)

①碑文1基:嗣徳25年

②勅3道(写し) :維新3年、啓定9年、成泰13年

③鐘:成泰4年

④椅子の上の位牌2基

◎ChuaThuDiさn (海雲寺、在xom Minh Diさn, thon ThuBiさn)
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Do丘n Khueの息子が建立。

初代の住職はThich Tam Hy

現在は、数人の尼が住持。

住職(留守、複数の村兼任) : ThichDAmHuy

その他は、 Nico

・史料(写真撮影)

①碑文1基(題「南無阿弥陀仏」 :保大8年(村の歴史にも言及あり))

②クオックグー碑文1基(功徳碑文)

◎帰途につく

2006/08/1 1

参加者:八尾、鳩尾、松尾、友保、 Kien、 Binh、 NghTaThanh社からIranDueNam (昨日の

先生)、 IranVinhGi由m (77歳、かつての社主席)

◎行った地点:NghTaThanh社の嗣堂2箇所(Lai族、 TrhDdc族)、同社のキリスト教徒の

墓地、ギアフン社の外れの水門の跡、 KhuditichV血Ch, xaB占ng Son, h. NamTrue

◎L争i族詞堂(在x6m Phirang Diさn , thon ThuDi占n)

南面する。

支派の嗣堂O始祖は18代目のL争iThきKy

・インフォーマント:L争iH丘iHA、 67歳

この支は第2支。

さらにnganhが2つO

このハ-は支長。

この頼族の故地はタインホア省の河中県。

・史料(写真撮影)

①仏額期の里長の任命関係書類3通。

②受戒の度諜3道、年代不明。

③V独kho血文書多数0 1枚のみ撮影。

◎バー(上のインフォーマント)の私宅

64



全国頼族総譜を見せてもらい、表紙のみ撮影。

◎Tran Durc族詞堂(在xom My Di占n第5隊, thon ThirDi占n)

南面する。

TranIchKhiem (4人の草分けの1人)を把る.木像がある。

1950年以前に建設、最近再建。

御輿あり。社のお祭りの時にズオックする。他の3人の草分けも同じとのこと。

収集史料なし。

◎キリスト教徒の墓地(在xom Lmi Thanh, thonTay Thanh)

村の開拓に貢献したNguyさn v血VTnh夫妻のつ陵」があるOそこに漢字の碑面あり。保大

14年。

・史料:上記の碑面(写真撮影)

◎ギアフン社の外れの水門の跡

UBNDから南海寺に至る道路は南海寺で舗装が終わる。そこからさらに未舗装の農道を2

キロ北上した地点。かつての農道は少し西方にずれて走っていたため、水門はかつては水

田の中にあった。北西方向にダイ河の現在の水門が見える。この農道に平行する水路が合

流する地点。ガイドしてくれた村民によると、この水門跡は抗仏期にはあったとのこと。

レンガが現在のものより小さい。旧堤防との関係は不明。写真撮影。

◎Khu di tich V独Ch, Ⅹ丘Dong Son, h. Nam True

デン、寺、ディン、フ一等のコンプレックス。

・インフォーマント: PhamV血Nghi、かつての社幹部、現在は慶節会の幹部

ここはフォーの生まれ故郷。広東から来た中国人が伝えた麺をベトナム風にアレンジ。現

在でも名産。

我々はデンのみに行った。創建は17、 18世紀とのこと。当時の装飾(木彫の竜傘など)の

一部が残っているO後殿の重修は嗣徳30年。前殿の重修は保大2年。最近の重修は70年

代以前.配っている神は第5代雄王MinhBaoLan大王神。

◎帰途につく

2006/08/1 2

参加者:八尾、嶋尾、松尾、友保、 Kien、 Binh、 An
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◎行った地点: NghlaL争C社の人民委員会、同社のnhathagiAo x止L争CD争0

◎UBND x. NghTa L争C

副主席:氏名聞き漏らし

社の公安担当: Nguyさn v独Trb

社の文化担当: Nguyさn v邑n Thuy

県の公安担当:氏名聞き漏らし

社の面積11122.5-クタール

ダイ河の水位がニンコ-河より20センチ高いため、ポンプ場は無いが、重力で濯概、排水

が可能。

人口は10500人。キリスト教徒がほぼ100パーセント。全員がキリスト教徒の社、全国3

社のうちのひとつ。

ソムが13。

d令iドイ(1-13)とソム名との対照。

dpi 1 =xomDongAn

doi　2 =xomDongNinh

doi　3 =xomDongLai

doi　4 =x6mD6ngTh喜nh

dpi　5 =xomDongHung

dpi　6 =xomD6ngNh且n

<16i　7 = xom Dong Luc, DongNguyen

doi　8 =xomDongNguyen

dpi　9 =xomDongLuc

doi 10 =xomB6ngThhh

d今i ll =xomDongQuang

doi 12 =xom DongLorn

dpi 13 =xomDongTan

仏額期には2つの社(D占ngLieu,L争CD争0)であったo

gi丘ox止が2。 xuDSngL争C (より古い)とxurDongLieu。 gi丘oh9が70

教会9。うちgiaox止の教会が2、 gi丘oh9の教会が7。

gi丘ox丘は複数のソムを統括。gi丘oh9は1つのソムを統括。ただしgiAoxu、giAoh9は教会の

単位で、ソムは行政上の単位。

我々が気づいた点: UBND内にホ-主席の肖像(画)や政権スローガン見当たらず。

ビンの話:社内に党支部はあるが、大衆諸団体は無し(要確認)
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8月14日にLichs諒Ddngb如aNghiaLacを見せてくれるとのこと

◎nhAtha giAo x止L争C D争0 (在xom DongAnかxom DongNinh)

神父: TranKimTiさn、 61歳、 1946年生

教会学校の関係者(先生?) : V凸MinhUyen

・神父のあいさつと情報

ザオス- :ラックダオの人口は7,500人。

私は赴任して6ケ月のために、この土地についてはあまり知らない。

この教会は250年の歴史がある。

歴史史料は何も無いとのこと。

教会の棟木は成泰6年(1894)c　外壁には1942年と書かれており、重修か?

塔の外壁に1927と書かれている1990年に重修か?

・史料

事務所に20世紀の文献があるが、保存状況が悪い。ラテン語の諸文献(印刷本)。手書

きのベトナム語の記録類、教区簿冊と思われるもの。チュ-ノムで書かれた説教書。

上記のチュ-ノム文献、4冊(1902年と1904年のものとがあり)それぞれ冒頭数ページ。

教区簿冊と思われるものの内の数ページを写真撮影

◎帰途につく

2006/08/1 4

参加者:八尾、嶋尾、松尾、蓮田、友保浩法、 Kien、 NguyさnQuangHai (博物館)、 An

◎行った地点: 1995年時点の党書記NguyさnD血M如宅、 Do由lVhTh軸g宅、 Trhv血To争i

宅、 Nguyen V独Sang宅

◎Nguyさn Due Mau宅(在xom L争C D争0)

・インフォーマント: NguyenD血Mau

Q. Lich sicDang b0...の歴史部分の典拠は?

A.高齢者に聞いただけで、書いたものは残っていない.草分けの1人がDo由i Huy L蝕go

XuanTru血gから来た。この地はかつて海辺で、海岸砂丘があった　300-400年前に開拓し

たOでも、誰も正確には覚えてない.ただ、そのときの大きな木(cayd占)が今でも残って
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いる。

Q.草分け達の子孫はいるのか?

A.200年も前の話なんだから、分からん。

Q.史料はあるのか?

A.仏教徒ならあるかもしれないけど、キリスト教徒はねえ-

LichsuDdngb0...編纂時のインフォーマントとしてthonAnNinh在住の2人の名前を挙げて

くれた　Dong Li合uのインフォーマントとしてTran Van To草i, Nguyen Van Hien, Nguyen V邑n

Sangの3人の名を教えてくれた。

◎Doえn V邑n Th軸g宅(在xom L争C D争0)

・インフォーマント: BoanVanT坤ng、主人のBoanMinhQuan

草分けの1人Do血HuyLang (1804生)の子孫o

DoAnHuyL蝕gはTrえL凸出身oカソリックだった

TraL缶内の地名をとってここをL争CD争0と名付けた

DoえnVanPh丘pが邑を建てる申請をした

自分たちは移住第4世代

・史料:

手書きの家譜(クオックグー計3冊、 Doan編)0 1冊写真撮影、 2冊コピー

◎Trh v独To争i宅(xom D占ng Lgi)

・インフォーマント: Tr血V血To争i

この村は1824年に成立

文献は天災でなくなってしまった。

土地改革の頃、共産側の社に勤務していた。

自分はもともとXuanThuyの人間で、ここは妻の故郷o

Lich s諒Dangbo.‥編纂時のインフォーマントは全員死んだo

旧3社成立の経緯

一旧B6ngLieu : Qu&nLieu (NghTaSon)から来た1868年開拓。この地域はQuyNhat (現

NghlaHoa社)まで開拓した。

一旧L争CD争0はTr丘L凸の人が1824年に開拓。

-旧AnNinh社はTrueNinhとHai H阜uの人が開拓。 L争C D争0より以前のこと.その一部で

あるthon Do Muaiは20年前までNghlaL争C社に属していたが、その後Nghla San社に移
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った　DoMuoiに開拓経緯を記した碑文がある0

-現NghiaL争C社内にもかつては碑文があったのだが、合作社時代に堤値を造るときに転用

してしまった。

一文献史料もない。土地売買文書もない。無い理由は土地改革と60年代前半の台風。

革命以前の風俗習慣は旧3社それぞれ違うO旧Dong Lieuは特別な習慣はなかったが、 L争C

D争0独特でnopcheoがあった(道路用の石材5m分)。今は全部セメント敷き。

D占ngLieuの人は出身村であるQuanLieuの人と日常的に交流がある.L争c Daoの人は出身村

であるTrえLiruとそれほど密接な交流はないO

郷約は昔あったが、今は残っていない。

キリスト教について:ダイ側以西はddngciruth岳、以東はドミニコ会。でもファッジェムに

行くことにこだわりはない。

◎Nguyen V独Sang宅

・インフォーマント: NguyenV,血Sang、 1926年生

文献はない。持っていた人は皆死んでしまった。

・史料

クオックグーの家譜(印本)有(写真撮影)

漢文版はNguyen Van Huy岳n (故人、 Quan Lieuの人)が持っていたO当人はとうに他界し、

QuanLieuには係累も残っていないらしい。

QuanLieuにB丘cHoiという人がいてその人に聞けばいろいろ分かるはずとのこと。

◎帰途につく

2006/08/1 5

参加者:八尾、嶋尾、松尾、蓮田、 Kien、 Binh

◎行った地点:UBND x. NghTa Son、 nhえtha x止Tan Lieu、 Dさn chinh T且n Lieu、Dinh ch血Ly Nhan、

Den ngoai Tan Lieu

◎UBND x. NghTa Son

社主席: V屯V蝕D血g

副主席: L金Ngoc Kh血h

文化担当幹部: Tran V独Khanh
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主席より、社の歴史の概要について説明を受ける。基本事項はLichs諒Ddngbβで要確認O

人口16,000、戸口4,000。

キリスト教徒、 86.3%

詞堂は、 LタNhanの武氏とT蝕Lieuの阪氏。最近新築したものO家譜ある.

社には以下のthonありo　各村の代表的な宗教施設を付記すo

1 thon Ly Nhan: dinh chua, tir duang ho V屯

2 thon Tan Lieu: Den chinh & chua, den ngoai, tu血めng ho Nguyen

3　thonDai De

4 thon Quan Khu

5 thon Quan Li合u: nhえtho xu Quan Lieu

6 thonNgoi Voi

7 thonBo M血i: biad丘

LタNhanとTanLieuは仏教徒、その他はキリスト教徒o

昨日の聞き取りどおり、 X且NghTaL争CのthonDongLieuとTanLieuには交流がありo

昨日訪れたxaNghiaL争CのthonD占ngLieuのSangが、よく知っている人として教えてくれ

た、 TanLieuのBAcHoiは既に90歳近く、話はできない状態0

DoMuoiの碑文を見に行く途中で雨がひどくなり、田圃の中にあるとのことであきらめて帰

るO途中、文化担当のKhanhの家で休む(ガソリンスタンド経営)0

◎nhA tha xur Qu益n Lieu

・インフォーマント: NguyさnVanChan、 1974年生

赴任して5ケ月。村の歴史や文献についてはまだよく把握していない0

教会の環境改善に努める。電気を新しくする、果樹園を作るなど。

棟木では、 1884年の建設1938年重修。

歴史に関する史料は一切なし。チュ-ノムのキリスト教文献もなし。

Giえo ph紬Bui Chuの地図を写真撮影o

◎D占n Chinh Tan Lieu

・インフォーマント:守洞V屯H占ngTh臥67歳、本村の人

デンの祭壇
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真ん中:播越王

向かって右: 5人の開拓者

先里長阪典

先社長杜譲

先該総杜故

先該総宋艮

先甲紙阪戦

向かって左:興道大王

外では向かって右から、nl1Atha (建設中)、寺、デンが並ぶ。

字が摩滅して読めない碑文が庭に3基。

・史料(写真撮影)

①勅封　現物1とコピー1 (状態暮し)

◎Dinh chiia Ly Nhan

右側が寺(建物には「光仁寺」、門には「望仁寺」)、左側がディン。

ディンの中央奥、陳興道、中央の手前、 NamGiangThuT血g

向かって左は、 N芭Noi (LeLai)

向かって右は、 Quannghe

◎D占nNg0年i Tan Lieu (在X6m 9)

・インフォーマント:守弼TranV血N臥70歳

3人の古老がいたが、昼に近かったため詳しい聞き取りできず。そのうちの1人が、 5人の

開村者の子孫。嗣堂があり、家譜もあるとのこと。明日に期待。

向かって左の椅子:東海大王。忌日は9月26日。春祭は1月6日から。

向かって右の椅子: ThhkyNinh (Linh) UngB争i Vuong

真ん中に5人の開拓始祖

◎帰途につく

2006/08/16

参加者:八尾、嶋尾、蓮田、大谷昇平、 Kign、 Binh、社からKh血h (副主席)、 Khanh (文化

担当)

◎行った地点: nhatha ho Nguyさn, nhatha ho Do, nhathaDo Muai (Thien Chua)の庭
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◎nl1えtha ho Nguyさn (在thon Tan Lieu (xom 8) )

南面する

壁に家系図表がかかっている(写真撮影)

・インフォーマント

①NguyenVanTru、 68歳、族長　この人はよくわかっていない様子

②'Nguyさn Xuan HAch、 85歳

③Nguyさn Xusn Van、 68歳

始祖cutoNguyさn Van Viさnに5人の子供ありO 4番目の子Nguyさn Xuan Chi岳nがイ-イエン

県から、この地にやってきて、開墾し村を設立。 5人の開村者の1人Chiきnの命日は陰暦

3月1日、その父のVienの命日は4月20日Oこの嗣堂で配るとともに、デンでも耽る. cv

tdは、開村後に子供に従ってこの地に移る。

Nguyさn xu由i Chi岳nには、 3人の息子と1人の娘Oこの代で3支に分かれる。第三支には後

継者なし。

中央の祭壇はNguy壱n Xuan Chi占nを祭る。

この詞堂は、長支のもの1999年に修築。元の嗣堂の建設年は不明0

印刷された家譜のみ

・史料

(D家系図表

②印刷された家譜(1998年編纂。元になった漢字家譜は文化通信所が保管)

◎nhAthahoBo (在thonTanLi合u (xom 8))

南面する

・インフォーマント

①DoVSnGiAm、 89歳

②D6 V血Kho、??歳

おじいさんからは明解な話を聞けず。息子さんは手書きのベトナム語家譜とメモをもとに

説明(撮影済)。

もとになった漢字家譜は文化通信所が収集済みO　開村の5族の家譜は皆文化通信所のLe

Sung Quangが持っている。
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この族は2つの支に分かれる。こちらは長支。次支の嗣堂は小さい。

cptaのDるC6 (杜故　gi6t6は2月20日、妻の命日は2月8日)がこの村に来て開墾、開

札家系図表によると、 Cutoには5人の子供があり、長男NgpcTnrongが第-支、四男Quタ

が第四支。第二、第三、第五は後継者なし。

始祖夫妻およびその長子の夫妻の位牌あり。名前・生年を確認できる。ただし、位牌は新

しいものと見られる。

位牌

Cu To cai co

阪故該総譲吉又諌故神主

孝子杜玉長奉紀

Cpgi丘p tnrang

阪前先紙姓杜誇玉長誼正直行二神主

生於戊寅年二月二十四日

卒於己丑年七月二十八日

亨齢七十二歳

孝子杜玉成奉祁

祭壇の裏に、きちんとした身なりの人物の写真あり。この人物はNgQc Tnrangの子Thanh。

家譜によるとその官職はTiさn cap bang thap ly h丘u giAp Trung lanh tr血ng kiem tuv血h6i。生没

年不詳。

ォt:

写真撮影がなされたのは20世紀初頭か?とするとThanhの父Ngoc Trudngは19世紀の人.

位牌の生没年は、戊寅-1818年、己丑-1889年となろう。その祖父のCu tるが、この村に

やってきたのは19世紀前半か?ただ、このときに開村されたとは限らないのではないかと

思う。それ以前に別の族が来ていた可能性もあるのではないか?

5族を村の草分けとしてまとめる観念は後に成立した可能性を考えてもよいのでは?

5人の草分けの位牌のタイトルに里長と社長が並ぶことも示唆的である

・史料(写真撮影)

手書きの家譜

家系図表

位牌
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◎nl1AthoDo Muai (在xom 28, th6n Do Mirai)

x豆NghTa Sanの南端の田圃の中の教会の庭に威宜元年(1884)の碑文(「横涯碑記」)あり。

もともとあった水路を埋めて開墾したことに関する碑文。苑義寮(文誼)の撰(ただし、

フアン・ダイ・ゾアン論文によれば、苑文誼は1881年に他界。)

車の通れないあぜ道を行く。帰路大雨で全員ずぶぬれ

教会は今世紀の建物。最近では1998年に修築。それ以前にはここに集落があった。

◎帰途につく

2006/08/1 7

参加者.・八尾、嶋尾、蓮臥　大谷、 Kien、 Binh

◎行った地点‥ UBND x. Nghia Trung、 dさn Lieu Hai, chua Li合u H色i, d占n Hai鞄, nha tha ho Hoえng

◎UBND x. NghTa Trung

党書記: Pham V血Phan

かつての幹部(引退) : NguyさnNgocLanh、 75歳

文化担当幹部: Bo QuangTan

党員会のオフィスで概況説明を受ける(LichsuDangbo)<　そのため社の略図は見られず。

面積: 6.37km2

3.5kmX3km

人口は8,600人以上

キリスト教徒は3%

3村: thonLi金uHai, thonAnCat (現PhucAn) , thonThuIch

14のkhupho/xom

耕作地: 330-クタール

宗教施設の多くは自然災害や戦争で破壊

デンは多数o歴史のあるデンはd岳nLi合uHai (1778年) ,dさnHaiHa

寺は30歴史のある寺はchuaLieuHai (1782年、賛敢宗期)

教会は3。 nhAthaLieu H且i, nhAThcr Cat Biさn, nhえthb … D丘)

嗣堂多数。ゾンホは18 (下記)

歴史概況: 200年の歴史あり。
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1.CoLieu (Li合uH且i)莫朝末期の開村と伝えられる0 5人の草分け。イ-イエンから0

2.AnCat 1848年開村、チャールーから。

3.Thulch 1799年開村。イ-イエンからo

ゾンホは18

Nguyen, Pham, Le, Bmh, V凸, Hoえng, Do, Duong, Tong, Bui, Phan, T争, Mai, Trinh, Tr軸, Luang,

Dong, Lml

生業

農業が中心

副業はござの生産(全国に輸出、さらにラオスとカンボジア-)

教会

20世紀に入って、nl1AxurLiさuD主からNghlaTrungに布教

1932年にNhAthe Lieu Hai建設

それ以前からNhathaPh血cAnは存在したが、規模は小さかったo最近再建。

◎d占n Lieu HAi

200度の方向。

1778年建設。博物館の雑誌に論文がある。

・インフォーマント:守詞LuangXuanO血h、 74歳

超越王と開村者を紀るO

趨越王の像は、古いものと新しいものが2つあり。左右に文官、武官の像あり。

開村者の位牌は、向かって右に3人、左に2人。 (撮影済み)

忌日は陰暦8月14日。

8人でかつぐ御輿や祭りの時に手を洗い清める道具Qu血Tay (後期繋朝時代のものとのこ

と)あり。

・史料

①位牌

②勅封九道(もっとも古いものは、光中年間、ただし抄本)

③玉譜

◎ch血a Li合u Hai

lOO度の方向。
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1782年建設　2004年重修。

「蓮尊寺」という漢字名。寺の隣にフ-あり。

・インフォーマント:住職ThichDamD独g、 ThichDえmKh血h (ともに女性)

たいしたことは聞けず。

字の彫ってない作りかけ(?)の碑文あり。

お経の版木あり。

漢文およびチュ-ノムの仏教関係文献多数。ごく一部分のみ撮影。

◎dさn Hai H争(在xom HAi Nam, thon Lieu Hai)

210度向き

・インフォーマント:守嗣BhiV血Bien、 73歳

たいしたことは聞けず。

1879年建設、 1993年重修

・史料

①勅封1道(啓定年間)もう1道は撮影し落とす。

◎nl1えtha ho Hoang

西向き

・インフォーマント: HohgXuanQuang、 85歳

長支が断絶。第四支が族を継承。

始祖はHoangB丘Tan、忌日が2月15日

夫人の忌日は2月7日

本来、莫姓であったが、莫氏断絶後、黄姓に変えた。

Lanhによると、チャールーから来た。ただし仏教徒。

・史料

①クオックグー家譜および葬式祭文(写真撮影、状態悪し)

◎帰途につく

2006/08/1 6
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参加者:八尾、嶋尾、松尾、蓮田、友保、 Ki合n、 Binh

◎行った地点　UBNDthitrhLiさuDさ、 D占nNamPhu (TichNhan)

◎UBND thi tran Li苗u D毒

thitr,丘nの人口は6,300人

面積は10km2

キリスト教徒43%、その他は仏教徒。

11のd蝕khuがあり、そのうち8が生産労働、 3が商業経営.

キリスト教教会が4、そのうち1が主たる教会で、あと3が小さな教会。

寺は1、 94年に建設。教会で建設100年記念の式典を最近行った。

デンが1o DさnNamPhu。抗仏戦争のときに焦土退却作戦のために破壊。

現在のデンは再建したもの。小さい廟がいくつかある。

ゾンホの状況については、この地には各地から人が集まってきているのでよくわからない。

漢文家譜は見たことも無い。

もともとは、 IangDaiBeの一部。その後、 x五LiさuD岳になる。

さらにX邑Trirc Hoa, x邑Minh T蝕i (huyen True Ninh)時代を経て、 1960年にNghTaHiep、 1987

年にthitrhになる.

歴史

16世紀に開墾・開村が始まる(LichSieDangbo参照。根拠は不明.)

Dinh氏は現在に至るまで14代。

◎Dさn Nam Phu (Tich Nhan)

鍵がなく中に入れず。趨光復を紀るとのこと。

・史料(写真撮影)

建物の外にあった保大年間の碑文1面
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I-3　2007年度タイビン省各村落調査フィールドノート
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2007年度　タイビン省各村落調査A隊フィールドノート

2007/1 2/22

参加者:日本人全員、ゴック教授、キエン

タイビン省文化局訪問・打ち合わせ

局長: NguyさnThanh (院清)

元博物館副館長、文化局事務局長: Bui Dang Viet

文化局局員で1えngngh主の専門家、修士: coNhung

ベトナム学研究所の学生: coHoai

タイビン省の概況のレクチャーを局長より受ける

面積: 1540平方キロ

人口:188万

人口密度:ハノイ、ホーチミンに次ぐ第3位、 1,300人/km2 (?)

面積が毎年1から1.3km2拡大、 10年で1つ社が増える。

わが省は山がない省である

紅河からルオック河が分岐する地点クワルオックからルオック河が55 km、紅河が90 km、

そこらチャーリー河が分岐し63km。

rii": :

"Quay de lan biきn" (堤防を練らせて海を侵食する)

・Daysongraxa, keo chantrai gan1年i." (河を遠く-押しやり、地平線を近くに引き寄せる)

さらに全国各地に移住(ゴック先生の説明:省の人口の半分が外-。ディェンビェンの開

拓はタイビン人の貢献が大きい。中部高原もしかり)

なごやかに歓談の後、

地誌3冊を頂戴

Nguyln Quang An va Nguy6n Thanh (chii bi芭n) , Tai lieu Dia chi Thai Binh, 3 tap, Ha Noi: Trung

tam UNESCO thong tin tir lieu lich s廿VえV血hoa Viet Nam, 2007.

最近完成した博物館は全国最大規模で明日参観の予定。

2007/1 2/23
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8:00　出発　タイビン省博物館-

参加者:日本人全員、ゴック教授、キエン

博物館副館長: V凸D血Thm

文化局事務局長: Vi|t

文化局局員　DoThiNhung (女性)

博物館副館長(ハノイ大史学科卒。途中参加) :氏名聞き漏らし

ゴック教授の挨拶

Thornの挨拶&レクチャー

2003年正式開館。

タイビンの地勢についてのレクチャー

博物館は3階建てで展示面積6,000 mあまり　3,000点以上の資料を収蔵している　2,164

件の遺跡を管理している。うち574が省レベルの指定遺跡、 114が国家レベルの指定遺跡。

Vietによる、今後の調査の段取りについての説明O　午後は市内の史跡を回ることに

Nguyさn Nggc Phat vA V凸D血Thorn (bi芭n so争n) , Di tich khao co hoc a Thai Binh, BAo tang ThAi

Binh, 1999を頂く。

博物館を見学。最初はレクチャーしてくれていたが、あまりに日本人が勝手に動くのでそ

のうちぐだぐだになる。

10時頃　宿舎に帰投。

昼食

14:00　出発。小雨o博物館でThermを拾って、DinhBo(市内のpht血gKyB丘, phoLeDai的血

とpho Nguyさn Dinh Chinhの交差点の東北角) -

十二使君のひとり陳覧を配る。

Bi thuDang血yのPhd、 phuhgの文化担当(かなり若い)、地元の古老3人。古老の方がデ

インの来歴を説明してくださる。

ここはD血　dVuangTr&iL翫nを紀っている　938年に呉権を助けて南漢を破るo丁部額の

建国に貢献し、ナムディン、タイビン、ニンビンの3省で合計53カ所で耽られている。 60

歳を過ぎてナムディンに夫婦で帰郷し、堤防を作り海を埋め立てて村を作った。だから今

でもナムディン側とタイビン側の双方で紀っており、 Lさheiの時などは互いに交流するO
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Vietの補足説明:昔はここにファム・グー・ラオとイェット・キェウも配っていた。また

M互uも把っており、現在再建中。ここはもとIangBoで、それがK色Bdと呼ばれるようにな

り、これに漢字を当てたのが奇布(あるいは岐布)Oこれがさらに靴ってKy BAとなったo

song Boという名前もあり、これはTraLy川Iのこと1000年前はここが布海口という河口

だった。西暦3世紀にはここから西北に3キロ行ったところに居住地があり、ここが最前

線だったと思われる。ダオ・ズイ・アインの研究によると、もう1つ重要な遺跡として陳

明公(陳覧)や丁部領を助けたBuiQuangDungを紀った遺跡がある(場所不明)。唐が東興

解においた重要な中心としてKyTrong (あるいはKyThirang)という所があり、もうひとつ

KyNhai、そしてこのKyB6。この3カ所が三角形をなしている。このディンはもとは1キ

ロ離れたところにあった1893年(成泰5)にここに移った。そのご戦争や時の流れで壊

れていたのを、 1987年から修復開始　2002年に省の史跡(ditjchluuniemsirkienl喜chsur)に

指・L_

史料(全てコピー:原史料は社会科学院にあるらしい)を撮影。

マウの紀堂(再建中) :so<1るによると、向かって左がチャン・フン・ダオ、中央が柳杏公主、

右がLe M争i Dai V皿ngを紀る。 L金M争i Dai Virongはmet vj chua cua SOn Nam dirge phong s邑c

vdd L芭M争i DaiVuongとのこと.

その後、 chuati占n (phoLeDaiH争nhを西進L UBNDphurangKyBAの対面)に向かい、見学O

かなり巨大な寺。碑文1基(啓定4年の聖隆寺紀念碑文、裏面は后仏碑記)あるも、本文

は摩滅しきっており判読不能。

16:00頃　宿に帰投。

2007/1 2/24

参加者:桃木至朗(隊長)、蓮田隆志、岩田寛子、 -瀬絵里、 Kien、 Thom。

本日より2隊に分かれて現地調査開始

曇天、やや気温低し。

7:00　h.QuynhPhuに出発。 B色o血gにてThornと合流.

songTraLタに架かる;auThAiBinhを渡り、国道10号線を北に.

7:13　h.DongHungに入る0

7:23　thjtr,血DongHmg。 songDienHoに架かるcauNguyさnをわたる。

7:35頃　桃木トイレ休憩。県役場には寄らないらしい。
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8:08　UBNDx.AnHi?p着e

社側

社主席: Xuyen

社副主席: H色nh?

あとでphongv血h6aの男性、 bithirchi b与が合流o

挨拶はあっさり終了。

8:29　BinhVirgc = DinhNguyenXa = DinhDA着o

碑文1基:正和5 (1684)午(地名表記:太平府美舎社阪舎村)0

Nguyen Dai Huongが字を起こしたものあり-Thorn経由で岩田撮影。

かなり立派なディン。石はニンビンから持ってきたとのこと(Huangによるとタインホア

から)0

老人数人と対談　PhanMinhV正(M血Jidatvaconnguroi lhgVurac (duthゐo) , 1998/12の主編

者)。 NguyさnDaiHuong (87歳)など。

この地は11世紀以来の歴史。

ディンは1076年に宋を撃退したのちに建設した。次の修築が正和5年1936年に修築決定、

42年完成1996年に省の文化財に指定。

このthonNguyenX丘はもともとはNguyenXAだったのが、一画違いでNguyenXAになったo

ten Nom la lang Virac。 1945年以前はthuoc x. My XA。

V正は現在はdinhのtnrong ban khanh thi占t。 2001年までのtruang ban tir van v血hdaだった。

そのときの仕事は(1)ディンの復興、 (2)langv血h6aの建設、 (3)chghornの建設o

開村の由来　NinhBinhのNho Quanから移住。三兄弟がDuongCongという人に学問を習い、

thidるlAmquan。抗宋戦に貢献し、この村で宴を催した。 3人はここを去るが、 danl由Igは恩

を感じてディンを建設。 3人は2王朝より上等神に封じられる: Th丘ithuongThiiyd争ivuang,

Th丘i thdmg Ky dai vuong, Thai thi血ig VI dai virong.

300mほど離れたところにmi益uあり。封聯の文句: Donghえi Canvugmg,Nhat軸i nguyen cong,

TruySn ly sir, Nam son khi岳n th血h tam trung my d血これに対応する文句がこちらのディンの

封聯にもある。

陰暦2月9日が忌日。 mi益uからディンにnracしてm6hoivaod丘m L、 3月5日にruacして
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戻る。昔はこの間がずっとお祭りの期間だった。現在は条件に応じて2-3日程度。

Lさhoi : thibanhgiagiay (餅つき大会)がある。むかしはV釦(相撲)やchaiga、 dicAudoc叫C

(内容不明)、 bongchuyenなど、夜にはソムごとに歌舞音曲を催していた。現在はhoip的n任

が仕切っている。

昔はchuaとctinhの両方あった(碑文に関連記事あり)o

このディンは工字型(にするつもり)なのだが、 3間の後堂がまだできていない。

ゾンホについて　大きいのはNguyさnとPh卯1。昔は9 giapll donghpだった(トムによる

まとめ)o v屯は孫の代で7代目0

9:00頃　辞去。徒歩で移動。

9:25　賛憂寺(在thonNguyenXa)

本堂は南に向かって60度東。

鐘楼あり。鐘は2006年製。

4面石柱一基。正和甲戊15年(1694)c

ここは15世紀までは多翼県。それ以降は附翼県。

9:48頃　辞去o　ディンの所に戻り、 V凸などと分かれるo　車で移動。

10:04　院族の紀堂に。

族長のNguyさnv血Kiさm77歳。もとbithirB的guy。

抗仏戦には参加、抗米戦は村に残って仕事に従事。

18世紀の進士阪炎を戴く1691年生まれ、 1721年に第三甲同進士出身。海陽按察使・御史

などを歴任。登科録によれば保泰2 (1721)年第三甲同進士出身、官は憲使に至る。

紀堂:箱入りの位牌が2基。中央に阪炎の母親の絵(1804年描:省博物館に拡大した複製

t'>目上

現在5支あり、それぞれが紀堂を持っているo族は4代にわたって官僚を輩出。

ngaygioは覚えていない。自身が何代目かも記憶していない。

この場所はthonC左u (thonLam CAu)、むかしはIangMeと呼んでいた。

村のゾンホ:村外に多数出ているが、村内には7戸ある。

4面石柱一基.昭統2年(1788)t

勅封5道、族譜1冊(『全族世譜』)を撮影(岩田)0

トムの解説:ここはもともと低地に貼り付いた微高地だった。最初の居住はこう言うとこ
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ろから始まるものだ。

10:55　UBNDに戻って挨拶、帰路に就く。

トム: BongHungに陳朝のAnHavuongの田庄があった。

12:00頃　ホテル着。

2007/1 2/25

参加者:桃木、蓮田、岩田、 -瀬、 Kien、 Tham

曇天、やや気温低し。

7:04　h.QuynhPhuに出発　Bao也ngにてThornと合流　x.AnThAiに向かう0

7:45　省道217号線でQuynh Phu県都Quynh C6i。 Thornがいったん下車O朝市を強行突破

して市外-0

8:05　x.AnHiepを昨日と反対側から通過。

8:16　UBNXx.AnTh丘i着。

挨拶

pho chu tich x邑: Luang Vh Vuong

chu tich mat tran to quoc xえ: Nguyen Van To草i,

tnrang thon th叫mg : Nguyen V3n Luan

tnrong phong v五n hoa huyen : Nguyen Vh H心ng

pho truong phong v血hoa huyen : Dao D血Trong

トアイ同乗してデンに向かう。

8:23頃? dinhASao (在thonASAo-langASAo)

陳興道の米倉があったとの伝承。

外観だけ見てあっさり撤退。やや離れたところにある田んぼの真ん中のデンに移動。

8:43　着。

台座の両側のカウドイ(他は写真撮影)

(向かって)右:南療降塵倖高代

左:陳朝献跡支族容

左右の柱のカウドイ(下側が写真撮影不能につき筆写)

右:西結粉[ママ]兵威高古英聾京北

左:東阿留勝跡千秋憂慮振南天
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本堂の右側の別棟で史料撮影。

勅封:6道、全て写し。文字・印のない用紙も1枚。

9:25　辞去。

9:31 dinh Thugmg, thon Thuong

ディンはほぼ北面。

一面碑文1基:上村亭碑誌(保大陸年)

カウドイたくさん-筆写

Cao Ma Lauを紀る.附近6村を建てた大共通して配られている。 6村の一部はAn Hiep

に含まれる。

CaoMaLauはハタイのQuocOaiの人Iehoiは旧暦2月10日。

10:12　徒歩で城陸の墓に。

李朝建園千秋在

美地閑居帯代古

Thm日く、これは墓ではなく文姓だった。

10:27　thonTh丘iThu血のdさnlang。閉まっていたので先にch由に行く。

ch心aThAi Thuan = chdaMe Boa

本堂は2006-07年にかけて再建。

柱だけになっている旧本堂の屋根の上中央に「寺憂雲」 (並びは耶o読順不明)O

碑林あり。半分はクオックグーの功徳碑。左半は次の漢文碑文1基を除いて未刻。

碑文1基、保泰年間(両面)

結婚式(didondau)に遭遇O

10:47　ctinhlang

陳興道を配る.

昔ここに李朝時代の石のbathuongがあったが無くなった。 -すかさずThorn訂正Oそんな

古いものがあるわけ無い。阪朝のものだ。

現在の建物は1992年建造(棟木より)

カウドイメモ

前堂左:間以外人望而畏之
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前堂右:位正中神徳其盛臭

前堂入り口壁右:恩在民心除国賊

前堂入り口壁左:名留戦跡破元兵

後宮中の位牌:太王師父上囲公誼日興道大王之位

勅封:同慶7年? (要写真確認)。他にもたくさんあったが失われてしまった(内容を写し

たノート・リストはあり)。玉譜などもあり。

ll:00過ぎ　辞去。

昨日と同じルートで国道に出て帰投。

ll:54　ホテル着

2007/1 2/26

曇天。気温、昨日よりも低し

メンバー:桃木、八尾、蓮田、 -瀬、 Thcxm

7:03　出発、博物館でThαm合流. th喜tr血AnBai-向かう。

開国功臣苑盃の故郷らしい。

国道10号線をひたすら北上。

7:39　国道沿いのUBND着

挨拶

幹部

文化担当副主席: Nguyさn Dinh Thuh

文化担当幹部: V屯D血Duyen

県幹部: Trgng、公安: Vien (昨日もいた)

最近thitranに昇格　uBNDの建物はまだxaの表記O

8:02　出発。国道10号線を少し北上し、西に入るo

dinh Dong Linh (在xom 1 thonDongLinh)

おじいさんたち多数に迎撃される。

遺跡管理班30人。長はLai (?)さんo

三字型　230度向
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前殿:LeBoi費盃(箔盃)の仕牌

中殿:中央がLe Boiの帽子.椅子の上、向かって左が第7位の位牌(箔盃と一緒に蜂起し

た人間)、右が第6位(苑盃と一緒に蜂起した人間)0 6位と7位はもともと別の所に把って

いたのを移した。

中庭右側の回廊部に烈士を把る空間あり1997年立の烈士の碑Oその手前にカウドイ4つ。

写真撮影不能だが、チュノム多用で打ち込み困難(桃木メモあり)0

後殿‥LeBoiの陵墓(地中に遺骸ありとのこと)O位牌あり「亭棟大王雨下」。

碑文4基(全て2面)

箔盃(梨盃)について:父親はPhamChirongが京北より移住。京北での拓氏の12代目。村

の女性PhanTh喜Tdと結婚して盃を生んだ(陰暦1397年2月12日-忌日に)。 1471年に74

歳で死亡。

祭:2月12日が準備日、 13・14が礼、 15日が正札0 15日が正札なのはngえyd如lだから。

16日は閉幕。

箔一族は今は居ないo　だから家譜も紀堂もない。

このlhgの大族　Nguyさn DuyとvG Nhuは紀堂あり.このほかにNguyさn Ba, HoAng, Tiin,

Pham (苑盃とは無縁) ,Bui,Nguyさnv血,Nguy (魂)などあり。

ディンは1736年創建。そのご修築を繰り返すが、焼けてはいない0

9:05頃　辞去。

9:10　dtahLタX丘(在xomll)<　かつてはIangLyXAだった0

80度向き。前庭+前殿+後宮(建設中:棟木は2007年に相当する干支)0

前殿:正面向かって右側に祭壇という変わった構造。

祭神:D血Th血ihBa。 DueTh血hCAはすぐ近くのdinhLyX丘(同じ名前のディンが2つある)

に扉巳っている.

もとは後宮は3位の神を舵っていたが、現在は、その左右に別の祭壇あり。それは他所で

配られていた神をここで合紀する予定だから(?)

この村には3つの寺がある。 Kh血h V蝕tir, Linh Quang tir, chuaLiia

中庭で作成途中(乾燥過程)のカウドイ4枚とD争i Tir 1枚は、かつてあったものに基づい

ている。後宮のカウドイは新しく創作したもの。

玉譜と村の歴史を記した文書(クオックグー)を撮影。
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9:42　辞去

途中でsongCo (songTr,ALy経由で海に繋がっていると言われたが、地理的には合わない)

を渡るが、車が通れないので、橋からは徒歩。

途中に墓地ありOそこにD6氏のあるngえnl1の墓ありO嫁いできた他姓の女性の墓も同じ敷

地にあり。

10:03　dinhBay - dinhAnGiang (在lAngDay)着0

250度向き100年ほど前に破壊されたo歓騎Y岳tKieuを配る。

外壁の下が写真の禄れないカウドイ。

内側:下部元貫下部興

横側:安江高古侍人傑

建物が前後に区切られている。手前側左にm左uが配られている。

勅封1道(啓定2年3月18日)と玉譜(Y岳tKieuに就いてではない)撮影。

ここはもともと漁民の村(勅封によれば安江坊)。水上居民がいた。現在は全て陸に上がっ

ている。

10:30　辞去

10:53　UBNDを辞去して帰路に就く。

ll:27　ホテル着

2007/1 2/27

参加者:桃木、八尾、蓮田、岩田、 -瀬、 Kien、 Thorn

7:03　ごろ　出動、博物館でトムと医学部生という娘が乗ってくる。娘はどこかに用事があ

るらしい。

7:35　UBNDx互AnLe着

会議室で挨拶。ここも社の地図なし。マルクス・レーニンの肖像(ホーチミンは別に掛か

っている)0

党委員会書記: Nguyさn Thanh Nam

人民委員会副主席(?) : BinhVanThuh

文化幹部: Dinh Chi Phung他O

県幹部(文化室副主任) : Trpngも来ている。
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トムとナムの挨拶

7:55　乗車。近くに日本の援助で出来た小学校校舎(窓ガラスが全部はまっている)0

アンレ一社は4村‥ Dong Phiic, D如Dong, Hung Hoa, Dong B血g

国道を戻って酉-折れ最初の虚n Bong Bang(1986年国家指定史跡、在xom 5, thon Dong Bang。

BongBhg村はxom4とxom5が属する)0

門前に店が並ぶ大きなデン。横から見ると3棟分　230度向き。

まず後宮(宮禁)で礼拝。デンの人が供物の皿を持ってくる。後宮中央祭壇に紀られてい

るのはDu-cPhuだが、

トム:祭礼は8月20日で実質的にはチャンフンダオである(8月20日はチャンフンダオの

命日)。このデンは初建年代不明。重修は阪朝で最後は1942年。神蹟によれば神は雄容王

の時の水神で、もとは9つのデンで部下たちをそれぞれ配っていた。祭礼は8月20日でボ

ートレースがあるOそれにはハイズオンのlhgNu占iから来るO

後宮の額は啓定甲子秋。

カウドイ右「霊光日朗天晴洞口祥風通八海」

左「徳化雷行電迅雲頭法雨潤群方」

神像後ろに位牌がしまってある。大3基中4基?そのうち1つを出してくれて撮影。こ

れと香鉢を8月21日にズオックしてdinhBcri-持っていく.

後宮祭壇下に井戸があり今でも使っている。外径120cm。

以下、前殿の撮影。苑五老の詩を書いた額など。

前殿の一番奥が第一官の像、向かって右に聖母を紀る部屋ありO

その前に第二官像、その前に第三官の帽子、その前に第四官帽子、その前に「公同神」の

位牌(「三界天主　四府甫霊　公同聖帝」と紙に書いて貼ってあった)0

鐘と馨(新しいものでハノイで鋳造)が1つずつ。

ナム:ここの神は永公大王で李朝時代にこの地域が海口であった時にその8つの海口(八

海、海口毎に洞(long = thonあり)を守った者とのこと。城陸神より格上。

本殿右奥の建物で挨拶。本堂前で記念撮影

9:00　時乗車。

国道を北-戻り酉-折れる。
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9:06　d色nSinh (省指定史跡) /dさnM互uSinh (在D6ngB去ng村、 xom 5)着

本殿はN20度E。門は西に開いている。

本堂に向かって左側にdさnThaBAcがありホ-おじさんを配っているo

まずお線香。後宮(霊廟)は左右に3つ台座あり。それぞれ女神を配る。中央がd血Vuaの

母親.前殿に配られているd血Vuaは次男Oその前にNg屯viTon6ngと呼ばれる官吏集団の

像。その前に「公同」の線香鉢

ここで勅封2道撮影。ぼろぼろ。各祭壇の上にはつり下げた傘などフ-の雰囲気が。

デント-・バック(2005年建設)も拝んで(右側カウドイのチュノムが読めない)辞去。

9:32　乗車

国道を北-走りd占nquanlonBeNMtのところで左折O村の中を走る

9:40　下車.歩いてdinh-chhBongBあ1g (省指定審査中) -。

まずディン(荏:古名はD占ngOng。現在地はxom6thonHungHoa (この村はxom6-8。 x.

AnL苗は8ソムある)) -

ディンの本堂左壁にサクフォンと神譜をクオックグー化したプレートがある。祭礼は3月3

日。雄容王を助けて葛の賊を破った。

B丘c siPhanV血Cxrong (chutjchhoi caotuoix五AnLさ、 78歳、医科大学卒業)が熟L,に解説し

てくれる。電話番号まで教えてくれた。

寺(chuaHungPhiic orch血DamLien)に回るo

本堂はS60度W向き。本堂でまずお線香。堂内右手前に紹治年間の鐘。脚立を借りて岩田・

桃木が撮影。

本堂前の左右に碑屋。後仏碑を5基ずつ置く。向かって右を-瀬+蓮田、左を岩田+桃木

で撮影。正和2年など黍朝後期の碑文。前庭の灯龍にも文字.一瀬撮影

寺の女性住職はTirDAm Li台n。赤十字会に100, 000ドン寄付した表彰状あり。

寺の本堂右側奥にフ-がある。別棟のフ-は今日初めて。ここでロク(お下がり)のチ∃

コパイ、ウエハース、みかんなどいただき記念撮影

ll:05　乗車。

ll:15　国道脇の食堂で社の招待宴会。犬猫とかいう声が聞こえ店の前には犬が艦に入れら

れているので心配したが料理は魚の鍋中心だった。 3卓に分かれvodkaHanoiで乾杯を繰り
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返す。蓮田が最初にはじけ、気勢をそがれた八尾は控え目。キエンもかなり出来上がり。

14:00時過ぎ　帰館。

夕方　写真整理など一部するが寝ている者もおり未完成。吉本合流。

2008/1 2/28

参加者:八尾、桃木、蓮田、岩田、 -瀬、 Tham

曇天。昨日よりやや暖かい。

7:05　出動パオタンで少し待ちトム乗せる。

7:15　発車。

7:45　アンバイから左折。

8:00　x芝AnDongのU召ND。

県のチョンと公安のおじさんも合流。

8:06　トム挨拶。

社側

党委秘書記: Bhi M叩h l/u,

PCT UBND : Nguyen Ngoc Luu

tru由ig ban van hoa : Nguyen V血Tuan

chu tich m尋t tran To quoc : Tu

Yeu挨拶O

この社は6村‥ Dong LさV邑n, Tay Le Van, V屯Xa, B孟c D凸ng, B占ng T会m, Dえo XA

すぐ歩き出す。

dinhV凸X丘(2002年省指定史跡、在thonV正Xa)

停電　W10度S向き.黄氏の3神(HoangQuき,HoangHoe,HoangLiさu)を配る

チャンフンダオも。

黄氏3神は後宮左台座。中央はチャンフンダオ像。ご開帳して見せてくれる。

後宮右台座は左から位牌一冠一位牌。字は無し。このディンは仏軍に壊された。

47-49年ごろ仏軍が来た。後宮棟木は辛巳年(2001?)

前殿右側にいろいろな写真。サクフォン4道の写真、 98年2月10日の祭礼の写真(このと

き復活?)、 2002年文化財指定の際など。チャン・クオック・グォン先生が写っているのも

ある。

祭礼では獅子舞や将棋、闘鶏などをやる.陰暦2月10日が1さh6i、 8月20日がチャンフン
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ダオのngay gio。

前殿左側はフ- (隣に新築中で仮住まい)0

8:50　UBNDに戻って乗車o西-路上市場を抜け北-折れる。集落の中に入る。

8:55　下車。

「生詞徳大王」とあるが寺chuaAm Q心a (在xom 4,thonBAcD血g)

トム:もとチャンフンダオはディンに紀ったが戦争で破壊。今の幼稚園の場所

棟木「丁丑年新造」 (1997年)

祭は8月20日(19-21日の3日間)。 1996年省指定史跡審理中の証明書あり

9:17　乗車　UBNDで県の幹部は自分のバイクに乗る。

9:32　dinhTaycuathonDAoX丘着　S60度W向きO

隣はchuaBaoXA (tenNomがchhH今i)

この村にはディンが2つあるとのこと

前殿カウドイ

右柱「保大五年春一片黄雲天応夢」

左「双符白玉地鐘英本社当次里長苑立基恭進」

その奥

左「民風陶造溢歌声」

右「聖代太平隆造典」

後宮入り口前

右「正直聡明体物誕敷陶造徳」

左「衣冠礼楽飲(?)和共+翁太平風」

後宮手前の台上に椅子。後に位牌3基。

左「城障当亭霊応大王」

中「天神尊神歳(戚?)勇大将軍大王」

右「善治普護恵沢広済大王」

城陸は3位　D6Hi占n (忌日は2/12)、 DoHa (10/ll)、 HungTuhChinh (5/18)

石仏多数。 17世紀末から18世紀のものとのこと。

省指定史跡審理中

9:58　乗車村の文化幹部のトウアンはここでお別れO　北-走ってxaAnKhe-

10:03　UBNDx互AnKhe　ここは会議室に地図あり.

人民委員会副主席: V凸Ngpc San
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文化室長: Nguyen Duy Virgng

トム挨拶、ソン挨拶し予備のお土産渡してすぐ出発。

10:10　出て徒歩でdさnLongKh台-。国家指定遺跡o

相のテンノムはlAngNhon?屋根瓦に「嗣中普」の3字を描く.

陽徳年間の碑文あり。裏面は壁に近すぎて読めない。

前殿5間。

中庭右側の部屋(3人のdurcongを配る)に陽徳碑文。

左の部屋はマウ(聖母)を示巳る。

中庭にはdurc Thanh Tran

その手間(前殿の後壁下)に古い石(11世紀のもので昔国師が踏んだとの伝説あり。その

石が沈んでいたとされる池が寺の正面にあり、やはり古いものとされる石橋が架かってい

る)0

中殿には李常傑。左右壁に絵がある。中央祭壇には仏像。後に李常傑像(布をめくって-

瀬撮影)。これはもとディンにあったd血D争i VuomgであるO横に版木が置いてある。左の

祭壇には手前に仏像2体。後に椅子2。右の椅子には位牌置くが字無し。右祭壇前は仏像2

体。後に椅子3。中・右の椅子には位牌。右のは字あり撮影も読めそうもない。

後宮入り口前の祭壇には仏像1体、後に3体のd血6ng後宮内中央に仏像。その後に楊空

路像。左にその母、右にその父。

中央左右にカウドイ。

手前左「降龍妙術阪真仙灯台済名」

後左「李朝出現仏真霊」

手前右「止蛤憂方李仁聖同辰尊礼」

後右「陳世陰扶神表夢」

後宮外側壁のカウドイ

左「無窮其徳洲留神呪到干今右(居)士阪和恭進」

右「乙亥年孟春不朽著名嗣吃憂宵伝自古」

それより手前は撮影可。サクフォン・古書が多数出て撮影におおわらわで終了O

ll:18　記念撮影して県幹部とも別れ乗車。

ll:37　国道。

ll:45頃　雨。

12:00すぎ　帰館。

95



2007/1 2/29

参加者:八尾、嶋尾、松尾、吉本、蓮田、岩田、大谷、川本、 Han,Nhung
本日より1隊となって行動

曇天。気温やや低く、風あり。

7:04　出発。

7:42　UBNDx.DongSon着

副主席: L豆QuタTrong (貴重?)、 51歳O

挨拶はしゃんしゃんと。

この社はlhg nhgさdet may

社の小史。かつては3つの社から成った。

cephangされた遺跡が8つあり、 3つは国家レベル0 5つは省レベルO

8:01出発　道すがら社の幹部に聞き取り

社の人口は12,000人　400 haの田圃。

この村は文献の村だと自慢。

道は全て煉瓦敷き　nopcheoで敷いた.

現在のUBの所在地は、かつてはディンがあったが、フランスが壊した。

1962年建設の建物が今でも使われている。

トンとソムの関係:6村10ソム

thonB邑c:xom 1, 2

thonTrung : xom 3, 4

thonDong : xom 5, 6

thonNむn : xom 7, 8

thon Phan D凸ng : xom 9

thonNam : xom lO

8:08　nhAthohoPh叩iHuy (在xom 4, thonTrung)

やけに立派なJn堂(国家指定史跡) 280度向き

洋式水洗トイレあり。

ここは2年前に重修した。
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族の代表(ph争mHuyHanh、 66歳、 12代)の演説:長～い

この紀堂は箔氏全体の紀堂-Hanの誘導訊問による.

初代(ph争mPhiicMinh)は1660年にこの村に来た。現在は14・15代目がいる0

3支派ある0 4代目(Ph卯iHuyLao)に3つのchiに分かれた。

現在はあわせて319世帯、703口(おそらく男子のみ)。うち83世帯が国内外各地で活躍中。

烈士26人。

ゾンホとは血と心の粋である!相互扶助の精神が大事で、紀堂はそのための教育施設なの

だ! !

家訓あり(写真参照)0

族には3つの財産がある。

①紀堂: 19世紀末の抗仏戦で焼けたが再建したO勅封や文献は皆焼けた

②始祖の墓: 400年前のもの

③漢文家譜: PhamHuyQuangについての記述あり.現在ではクオックグー化したものもあ

・て'.-.

著名人では、阪朝の官吏で帰郷して学校を開き、勤王運動に参加したph争m Huy Quang (8

代)がいる。

勅封やph即n Huy Quang関連史料は抗仏戦で焼けた。

始祖はタインホアから戦乱を避けて移住。

17世紀にやってきて開拓した。

家譜を撮影(2冊だが、家譜部分は同じで、片方には忌日一覧が付け加わっている)

村の歴史:

古老によると、この村はかつてxaPhuLuruだったOこれは3つのthon (thonPhu,thonThugmg,

thonDai)から成っていた.その上にtongDongVi (費朝ではtるngPhuLiru)があった　Han

によると、この村のtenNomは1由1gT色uoその由来についての伝承では、 10世紀に呂一族の

始祖が中国(のどこからか不明)から移住した。現在も呂氏は村に多数居住している(最

大の族)0

呂一族の始祖は中国(のどこからか不明)から移住して、丁部額を助けた。

副主席も呂一族。呂族の歴史についての文献があるとのことだったが、実見叶わず。詳細

不明。

祇堂の前庭にて聞き取り。

・インフォーマント:PhamHuySo、 39歳、第3支の11代;族長のHanhには実の兄Ph争m

Huy Namがおり、現在はランソン省で立業、医師をしている(?)。 Namが族長の地位を

Hanhに譲ったので、現在の族長はHanhであるo
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続いて、社の副主席にthonについて聞き取り;現在の社には6つのthonがある。それぞれ

の名称(古い名称、文化史跡)はいかの通り。

thon Trung - 1Ang Tau : Dinh Triさu Quoc M互u, tur dirhg P的m Huy

thon Dong = lang Dえo X丘: dinh DAo X丘, chuaXanh

thonB邑c = langDo : chuaDo, mieuB邑c

thonNam=?調査漏れ　dinhTAu

thon Phh D血g - lang Quai : chua Quai, d占n T止Phd

thonNam Du = 1えngRo? : denR6?

この後、車中にて博物館副館長のバンが、社全体で64のゾンホがあり、そのうち40のゾ

ンホにJn堂があるとのこと。

伝統手工芸である絹織物業について上記のS凸に聞き取り;現在はこの村で織っている人は

いないo織機をもっている人もいない1994年まではthonBえCのDaiDong合作社が織物を

行っていたが現在は縫製工場になっているoこの辺りでは、現在はIang M90でしか織って

いない。前庭に座ってお茶を飲んでいたおばあさん達に織物ができるか尋ねたが、できる

といったものはいなかった。

帰り際に族長であるH如hにゾ-の目について尋ねたところ、 tuquyすなわち旧暦の1月24

日、 5月27日、 7月25日、 12月10日の4回行う。マムの数は20

9:08　辞去

9:15　dinhTau (在thonNam)

140度向き

勅封12道。祭られている城障神は2人いる。

ディンを管理している古老によると、李朝期のものから数えて16の勅封がある。中央の祭

壇に配られている城陸はHaiViDaiVuangで、具体的な名称はないとのことO言いったえで

は、李朝期に敵を討ってこの地で犠牲になった。

左側の祭壇は抗仏抗米期の烈士、右側の祭壇はディンの建設に貢献した人々を肥っている。

祭日は旧暦の3月10日で、 13日まで行われる(14日、 15日まで続くこともある)。ディン

は500年ほど前に建築され、今から110年前に一度修復を行った後、 3年前にも塗装などを

含めた修復を行った。

9:36　辞去

9:40　NhAthahoTr,h Cong (在thonNam)

170度向き
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Jn堂(陳功族全体のもの、史跡指定はされていない)の前に小さい家屋があり、その節で
立っていた女性達に聞き取り。

・インフォーマント廿hThiHiさn (63歳)o系統的に族長にあたるTrhCongQuanは2年前

に61歳で死亡した(命日は旧暦2月11日)o前庭の家屋にはその妻、 Hop (63歳)が独り

で暮らしているo故人Quanの長男であるTranCongQuangは現在30歳で、サイゴンの水産

会社で運転手をしているo彼は遠方におり、また、若すぎるので、現在は第1支の年長者

であるTe、 70歳が紀堂の管理を引きうけているoゾンホは7支ある。紀堂は3年前に修復

したoゾ-は3月27日、 70マム用意する。昔は女は入れなかったが、今は紀堂に入っても

問題ない。

ヴェトナム語版家譜(第一支のもの)を写真撮影

10:00　辞去

10:08　chuaDo (在thonB孟C)

漢字名は金亀寺。国家指定史跡。本堂は290度向き

住職: Thich Thanh To血師。

副主席の耳打ちによると異能のある人漢字をよくし、風水の知識があり、墓や家を造る

など色々な機会に彼を頼る。僧であると同時にt崎rc血gである。この寺には次官のような

大物も寄進をしている。

呂氏の始祖の妹を紀った詞がある。

鍾銘1 (タイソン期)、祭壇裏の銘記(正和)、 4面石柱×2 (どちらも「安南園」表記・1基

は正和年間)、そのほかに碑文

三教の経典を刻んだ版木あり。

本堂の正面左に府。住職によると仏額期からあったが(?)、修復をしたのは今年になって

からO　中央の祭壇の奥に3柱の聖母。左から順に緑、赤、白の服を着ている。中にいた女

性に聖母の名前を聞くとTamToaThanhM互uと答えた。祭日について住職に尋ねたところ、

年始(daunam)と年末(cuoinam)で、レンドンはあるのかと尋ねるとないと答えた.

本堂の奥で版木を拭いていた女性-の聞き取りでは、府では旧暦3月3日に礼をする。レ

ンドンもあるO村にC如C令Quyきnというオンドンがいる。

10:42 :辞去
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廟に行くまでに「1940」という文字が飾られた教会の前を通過。その際の車中での会話:

社には教会が1つ、カトリック教徒が約175人。

10:48　mi岳uB孟C (在thonB孟C)

正北面。国家指定史跡。

丁朝の将軍4人を祭る。勅封4道(但し4人分ではない)を撮影

隣接する烈士記念施設について、 320人の烈士がこの村から出た。

鐘銘:嗣徳17年(1864)

バン:最初ディンが1つのムラにはあるが、それが分かれて複数のムラになると、それぞ

れが独立したミェウを建てる。規模はディンより小さい

ちなみに建物の中の壁にはデン・バックとあった。

西側の府には勅封無し

ll:10　辞去

ll:15　下車

ll:19　ch血Quai (在thonPhhDhg)

漢字名は興福寺。本堂は正西面。省指定史跡

碑文5点。うち1点(「古刀渡市」という市場に関する碑文)は祭壇との間に挟まって撮影

不能。

住職: Thich D血N五m (女性、 70歳)O本堂の中央祭壇の右隣に赤い服を着た聖母の祭壇あ

りo住職によるとLuruHanhである。旧暦3月3日に礼をするO　レンドンは時々やるo村に

はバードンもオンドンもいない。

ll:35　辞去して、宿舎に帰投。

2007/1 2/31

参加者:八尾、鳩尾、松尾、大谷、川本、吉本、蓮田、岩田、バン、ニュン

7:05　ホテル出発。曇り。やや明りがみえる

いつものように博物館-。ハンとニュンが同行。

行程ではDong Tan社のみ訪問の予定であったが、史跡の数が少ないDong Phong社にも行

くことになった。よって1月2日はxaDongLa-

7 :25　国道10号線を行き過ぎてタイビン方面に引き返した後、左折0
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国道39号線に入り、道が狭くなる。

7:35　CAuG9通過O

7 : 45　下車　DongTan社人民委員会に到着.

ニュンの挨拶がはじまり

主席: NgoV邑nBan

BanV血hoa x豆社文化委員: Nguyさn Thanh的

バンの挨拶. M血gi丘Oco,gl丘oquatの村があり、史跡の紹介など。

主席の挨拶。

社には2つの歴史文化遺跡。そのうちdinh-chua-1邑ngは国定である。

M血gi丘OCo,gl丘oquatは村の代表団が1997年?に渡欧し、ドイツやフランスで実演した.

そのうち現在は80歳?を超えた女性もいる。 36の踊りの型?がある。

8 : 08　車でcum ditichdinh-chua-lang (dinh, langm今, chua)のdinh -0

160度向き。

ディンの真正面の門(三門)について:かつては真ん中の門は通れず、両脇の門を使った。

1989年に重修。

社の公安(CongAnvienx丘)であるBuiV血Son (35歳) :祭紀の対象になっているのはTran

ThiQuyMinh陳氏貴明であるOこの女性はディンを建て、立邑埠plang L、 Muagi丘OCo,gl丘o

q岬tを残した。彼女の像が「宮禁」 (後殿張り出し部分)に存在。普通は見られないとのこ

と。

社には4つのthonがあるo

thon Dong Thirang Liet

thonTayThugmgLiet (かつてこの2つはIangThurangLi卓tというひとつのランであった)

thonLaiXA

thon VTnh Ninh

社の人口委員dansox丘のLiruThiLoan(51歳) :社の人口は6, 335人(うち女性は3, 295人)、

個数1,181戸である。社にはいくつのゾンホがあるのか、と尋ねると、それはわからない

が、一番大きいのはTrhだと答えたO

6歳ごろに踊りを習い始めたというNguyさnThiDe (73歳)に踊りのことについて尋ねる:

かつて、彼女が若いころ、踊り手は5, 6歳から未婚の女性、つまり処女でないとならなか

った.現在は結婚した女性でも踊ることができる。また、亭に配られているTranTh喜QuyMinh
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について次にように話した: baはTranNhanTongの娘であった。彼女を含む3人の娘3bえ

chiem、すなわち、 bATrhThiQuyMinh、 baHoa、 bA? (インフォーマントが思い出せなか

った)は、父が薦めた同じh9の男性と結婚しなかったため、それぞれIapdpした　BaHoa

は1由IgPhatLoc, bえ?はIangBgiを建てたo

社主席および接客所の説明文(典拠はThlphahoTranと勅封)によれば、 Tr3nThi Quy Minh

は陳容宗の3人娘の長女で、末の娘2人はh.ThAiThuyのタインホアンになっているO

事の祭日は、旧暦の1月10日のmhgxuanと4月10日のゾ-である.ゾ-の日は祭礼t占1さ

のみを行うが、 mirngxu蝕ではmuagi丘OCO, gl丘oq叫するo

事の事務室に飾られた写真に対しての解説:ここの城皇が女性であるので、昔から女官の

祭礼と女性の舞が行われてきた。この踊りはむかし生娘だけが踊られた。 89年に復活した

のだが、そのときは若者が知らなかったのでおばあさんたちだけが舞った。高齢者が毎年1

人踊りを教える係りになる。毎年交代する。

8 : 47　亭に向かって右側にあるIangを見学した後、歩いてCh血a (門に天徳寺の名有りO

逆にノムの名は無いとのこと) -。

正面の本堂は修築中(25億ドン)であるため、一部の仏像が本堂に向かって右側の、聖母

を紀るお堂に保管されていたO寺の敷地にいた老婆に聖母の名前を尋ねると、 TarnToaThanh

M乱lと答えた.聖母像に対する祭礼の日は旧暦の1月10日で、レンドンもある。公安のSm

もレンドンはたくさん行われると答えた。

折り手の一人で、 lhgの管理を任されているNguyさnThiLhg (78歳)から、村の踊りを紹

介するDVDをもらう。彼女も写っているとのこと。

事に戻って勅封(通しナンバーが振ってある)とso VangThuongLietの一部を撮影O

拡相川i'i:二

No.22維新3/8/ll

No.10景興1/7/24

No.11景興28/8/8

No.12景興44/7/26

No.13景興44/5/16

No.14光中5/7/20

No.15景盛4/5/21

No.16明命2/7/21

No.17紹治4/6/28
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No.18紹治4/5/26

No.19嗣徳3/12/17

No.20嗣徳33/12/24

No.21同慶2/7/1

No.9永慶2/12/10

No.8永盛6/8/10

No.8ママ永酢8/3/14

No.7正和4/閏6/24

No.6永寿3/ll/29

No.6ママ永詐6/2/20

No.5慶徳4/2/19

No.4陽和8/12/28

No.3陽和3/3/27 (No.1, 2は欠番)

神譜(1938年編纂?)は国家が管理していると社の幹部や管理人が回答。

9 : 09　車に乗ってth6nL争iXAにあるchuaLan-向かう。

9:22　下車　chuaLan着

本堂は140度向き

かつてはディンもあったが戦中に失われ、今はチュアのみ

省指定歴史文化遺跡。

寺の敷地に暮らし、管理をしているDo Th喜Khinh (68歳)に尋ねると:この寺の住職は尼

僧のThichDieuTruyen (63歳、 2008年には64歳)。住職はDongCiicmg社,thonHanhTuに

あるHoangV血Ttrに常住しており、この寺に来るのは旧暦毎月1日、 15日、 3月3日の聖

母祭、 4月8日のPh釦D丘mなどの目だけO

寺は1696年に建立。一番最近では1997年?に修復した。

村のtr血Ig hoi PhattuongだというNguyen Thi My (57歳) :寺の信者Tin dる男女合わせて

120人。

聖母を配るお堂の内部を見学o聖母の名前を尋ねるとNggcHoaCong Chiiaと答えた.旧暦

の1月6日にはレンドンもある.村にバードンはいるのかを尋ねると、 Qu丘chThiThuy (53

歳)とNguyさnThiOanh (52歳)がいるとのこと

もとディンにあった勅封(明かな再写も含む)を撮影

撮影順に

啓定9/7/25

啓定9/7/25
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陳興道王勅封の目録

嘉隆9/6/15

紹治6/6/16

啓定9/7/25

維新3/8/ll

嗣徳3/12/17

光中5/7/28

紹治6/7/16

嗣徳33/ll/24

啓定9/7/25

紹治4/9/5

景興44/5/16

嗣徳3/12/20

明命2/7/21

紹治4/8/1

10: 10　UBND x. DongPhong

挨拶

幹部

主席: TongHongPhong (1969年生)

副主席: T6ngQuangVinh (1958年生)

副書記長: B血i ManhKhi岳t (1959年生)

耕地面積257ha、人口3, 115人。

院朝期の進士Le H加Thanhについての情報無しO主席によれば、この村から進士が出たよ

うだがその子孫は残っていないとのこと。資料や遺跡も残っていない。

ここは元々は太寧府と東関解の中心地。

この社はth6nが4 : thon ThuongPhu, thon Co H令i lay, thon CるH令i Dong, thon Chau Giang

10:29　dinh lang ThucmgPhu

50度向き

近年は改築していない。彫刻に残る塗料もそのまま。

史料は残っていない。

10:37　辞去。

10:42　dinhCoHoi
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300度向き　2003年省指定遺跡。

勅封4道(景興44/5/16×2、啓定9/7/25、昭統?/?/22),もう1道あったらしいが、そ

れはなくなった。

タインホアンを配るo位牌2位を撮影

ll :05　chuaLanThanh (在thonChauGiang)

130度向き。

附近の看板ではthi tran Chau Giango最近昇格したらしいo但し、この寺の地分はxえDong

Phongの管理地である　thonCh豆uGiangはかつてはthonLongMyだった。

碑文には蘭城寺とあるoもともと龍美寺だったがかなり以前に忘れ去られて、蘭城寺と呼

ばれていた。今回史料を集め直して龍美寺という名前が出てきた。

碑文: 「蘭城寺四九碑」保大甲申年。鐘:保大13年。

1993年に省指定遺跡。博物館と文化局によって指定されたが、いずれ取り直すとのこと(ど

うも何らかの理由で指定遺跡を取り消された模様)0

ll:27　辞去してホテルに帰投。

2008/01 /02

参加者:八尾、嶋尾、吉本、蓮田、岩田、大谷、川本、ハン、ニュン

晴れ。気温11℃とかなり低い。

7:24　UBNDx,丘DongLa着o暑くなってくる。

挨拶

幹部

副書記長: NuyenV血B丘o (1956年生)

副主席: IranDanhThh (1959年生)

文化委員: NguyさnD血Khoa (37歳)

ここはNhung女史の夫君の故郷とのこと。

この村は7村: Co D血g mot, CるD血g hai, Dong Vi, Thudb ThuタDong Le, Bao Chau, Anh

D正ng・

7:46　dさn-dinhCoD血g (在thonCoD血gM令t)
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国道からディン・デンに至る小道に入る所に文化村の門あり

まずはdinh。 250度向き1940年上棟o鍾銘1 :明命17年(1836) 1989年国家指定史跡

紀っている神: ChangKhaThienBき(妹or弟) ,AChiiaNgocHoang (柿)

龍飛の元号を持つカウドイあり。中国人の影か?嶋尾拘泥

ディンはさっさと切り上げて移動。

2人のゾ-は旧暦8月8日、ディンのホイは旧暦3月10日。

ディン守: BhiV血Non (54歳)

8:00　d占nに移動　200度向き

MiきuTrueLam?とあるが・ ・ .

ディンと同じ神々を配る

勅封:嗣徳9,嗣徳9,同慶2,嗣徳6,啓定9,維新3,嗣徳33

鐘銘:嗣徳年間

デン守のBui BA Rang (デン守歴28年、 86歳) ‥ 2人の神は雄王18年にScm Tayすなわち

HえTayからやって来て、敵を討ってこの地に立邑したo

村には16のゾンホがある0-番大きいゾンホはNguy払、2番目はBuiV血、3番目はMaiV血、

4番目はB心i Ba。グェン氏の成員であるNguyさn v血Ki占u (66歳) :成員は1,000人以上、

紀堂の数は6つである　Mai Vh氏の成員であるMaiV血Tieu (70歳) :成員の数は約500

人、紀堂の数は2つである。

ゾ-の日はディンと同じである。

デンは2005年に修復した。

8:25頃　辞去。 UBに戻って乗車。

?村村長のHoang Xuan Hai同行

ニュンによると社の人口は約12,000人、耕地面積674.5 ha

8:58　dinhRy (在thonThuhT血y)

250度向き1998年省指定史跡

鍾:鍾銘(年代記載無)によれば、海陽の寺のもの。 「買った」とのこと。

勅封

維新3/8/ll

啓定9/7/25
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啓定9/7/25

嗣徳6/10/23

嗣徳6/10/27

啓定9/7/25

神蹟:啓定3

碑文:保大年間

旧暦8月20日がホイで3日間行われる。ゾ-は旧暦3月10日。

前庭で隊の作業風景を見学していた女性たちによると、村で一番大きなゾンホはHoang。

Hoang氏族長Hoang Xuan Tuan (63歳)の嫁であるNguyさn Thi NguySt (63歳) : Hoang氏

には4つの紀堂があり、始祖のゾ-は旧暦1月6日である。マムの数は100くらい。

女性たちに国道沿いにある広い田の持ち主について尋ねると、 'ruongtoan dan"と答える。 1

人当たりl sAo3 thirocが与えられる0

9:00頃　辞去

9:05　nhAthahoHohgXu且n

270度向き1995年省指定史跡。棟木は啓定7年

・インフォーマント: HohgXu丘nTu且n (63歳、族長)

この族は6世紀頃から存在し(始祖HoangDue?)、李常傑に従い、采とチャンパ征伐に参加

し功績あり

現存の世代はそれから数えて18-20代(但し、具体的に遡れるのは10代位とのこと)

勅封:啓定9,啓定9

9:25頃　辞去

9:43頃　chuaDongVi (在thonDongVi同為)

漢字名は龍庵禅寺本堂は200度向き1993年省指定史跡

かなりでかい。民間の資金で再修築。費用は30億ドン

中国滞在経験のある古老(MaiNguyetChut枚月=祝+小)ありO碑文をすらすら?読むO

南部から買ってきた白い石の観音像が梱包されたまま置いてあるIOOtrieu(long、高さ3m、

重さ4tとのこと。寺の前のスペースに池と高さ17メートルの山を造ってその頂上に鎮座

させる計画だが、まだ当局の許可が下りていないとのこと。

107



本堂の裏の後殿棟木成泰6年

本堂の右側に聖母を配るお堂、すなわち府がある。前方の祭壇にThanhであるNamTAo Bac

Dえuが配られており、後方の中央祭壇に聖母の像が3柱、 TamTo丘ThanhM互uが紀られてい

る.府守のBhiThiDuyen (60歳) :真ん中の赤い上着を着ているのが天の女神、左の緑の上

着を着ているのが森の女神、右の金(白)の上着を着ているのが水の女神である。ゾ-は

旧暦3月3日。

上記のDuyenによると住職はThichThanhKi占u (33歳).出家年数は20年以上。

10:24　すぐ近くのmiさuH年に。

170度向き。南海大王を扉巳る。

勅封

維新3/8/11東海大王・南海大王宛

嗣徳3/12/17　南海尊神宛

嗣徳6/7/16,嗣徳6/7/16,啓定9/7/25　南海大王宛

10:50頃　mi岳uThucmg (在thonD6ngVi)

勅封

啓定9/7/25,嗣徳3/12/17,紹治6/6/16,嗣徳33/ll/24東海大王宛

同慶2/7/?4東海大王・南海大王宛

紹治6/7/16東海大王宛

・レ-ホイは旧暦3月10日。文化担当のKhoaによると、この廟は村の東北に位置し、ま

た、海に近く、村の後方に当たる。これに対し、上記の下廟(mi岳u軸)は村の南で入り口

に位置する。

ll:12　mieuthonBaoChau

290度向き1992年省指定史跡

北海大王を配る

勅封

同慶2/7/1,嗣徳33/ll/24,維新3/8/ll,紹治4/5/20　北海大王宛

玉譜など3冊を撮影

廟守はBuiPhoTu岳(77歳)

村で一番大きいゾンホはMai氏である.その族長であるMaiQuタ氏の妻BuiThiTi岳u :始祖

のゾ-は旧暦1月が7日。また史跡としての儀礼が旧暦7月15日にある　Mai氏は7支あ

る。
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ll:55　dinhDongLg (在thonDongLe同例のはずれ)

210度向き.一度破壊された後、 1999年から再修開始、現在も継続中

西海大王を配る。

勅封

維新3/8/11城障西海大王宛

嗣徳33/ll/24城障宛

同慶2/7/1, ??,嗣徳6/ll/23城障宛

啓定9/7/25西海大王宛

神蹟、勅封の写し本など2冊を撮影

ディン守はBuiDuy (85歳) :ディン歴守20年以上O　ゾ-の日は旧暦3月10日、その他、

旧暦1月7日に会春、旧暦4月1日に入夏、旧暦7月1日に赦夏の儀礼をやる。

12:25　tirdi血ghoLe (在thonBAoChau)

280度向き

始祖はタインホアから来た。これについてはすぐ近くのchuaV争nPhiicにある陳朝期の碑文

に書いてある。

ハノイ大史学科のNguyさnH丘iK岳准教授の岳父がこの族にいる.

紀堂自体は1度フランスに焼かれた。家譜なども焼かれた。そのため、現存一族の代数は

途中で数え直したもの。

現存漢文家譜は1支派のもの。

族は5支あったが、うち1つは断絶したので、現在は4支派が残る。

忌日:11月10日

祭礼は年4回、 1月7日、夏は聞き漏らし7月15日　冬は忌日に兼ねて行う

村長のL台NgocThはこのゾンホである。史跡としての紀堂を管理するのはLeNgocVu。族

長はL合NgocOanh、かなりの高齢で、その息子LeNgocTho血(40歳)が引き継いでいる

が、現在はダクラク省でコーヒーのビジネスをしている。そのため、 Oanhの弟である故Le

NgocMienの息子Hai (50歳)が継承している

12:44　辞去して万福寺(在thonBaoChau資珠) -

ノム名はB丘oChau寺。 10度向き

新築のため史跡指定されていないがかつては、現在の小学校があるあたりに100間の堂字

があったとのこと。かつてはVuongPhiが耽られていた(?)。 2003年に設立された寺建設

委員会banxaydungの会長はMaiV独氏の族長である。
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現在の寺の場所は元はディンがあった。ディンは破壊された(?)後、まだ再建築の目処

は立っていない。ディンの所有物は学校や人民委員会に保管している0

現在の寺は左側のダルマ堂が2003年、右の本堂が2006年発行分年に建築された。

碑文5基(ダルマ堂に4基、前庭に1基)。うち最古は光紹4年(1519),

13:07　辞す

13:45　市内に戻る

2008/01 /03

参加者:八尾、嶋尾、蓮田、岩田、川本、ゴック,バン

晴れ。今日も寒いが暑くなりそう。 (実際暑くなった)

7:52　UBNDx芝DongMy着

Ngoc挨拶

幹部

副主席: Pham Binh Dang

文化委員: Nguygn Cong Thach

この社は5thon ll xom

thon Tong Tho B邑c : xom H血ng Vuong, Le Lai

thon Tong Tho Nam : xom Thきぬg Long, Tr;蝕Phd

thon Tong Tho Trung : xom Minh Tieng, Be Tam

thonAn Le : xom lay San, Bach D軸g

thon Gia Lさ: xom Boan Ket, Quyet Tien, Minh Tan

8:20　dinhTongTho (在thonTongThoBac)着

180度向き。国家指定史跡

古い来歴持つが1911年再修。本殿の奥殿に9つの位牌用椅子あり。

12の城陸神を配る。何故そんなに多いのか質問したが、明確な回答は得られず。

勅封18道(ディンの庭にすべてを並べて撮影、壮観) :

啓定9/7/25×14道、嗣徳6/10/23,嗣徳33/ll/24,維新3/8/ll,同慶2/7/1

碑文2基:維新5年、啓定8年
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家譜4冊:

苑族家譜(『本族四編譜』)

苑族家譜(GiaPhahoPh争mTien-Thien 1527-2002)漢文版・クオックグー付

苑族家譜(GiaPhahoPhamTien-Thien 1527-2002) bチュノム版

箔族家譜(『苑公族家譜』)

祭文・家譜・算法など1冊

史跡指定の資料か? :

Di tick lich s諒van hoadinh Tong Thd, Dong My, n血n 2005. (なかなか詳しい記述)

ベトナム語で書かれた苑族総合家譜を見せてもらうが、撮影はせず。

9:56　辞す

10:08　d占nchuaGiaLe (在thonGiaLさ)着0

1997年省指定史跡。 d占nは170度向き

デンの奥殿が寺(普光寺、ただしデンの中の額には「厳輝寺禅」とある)で、デン自体は

大した物がなく、位牌もないが、城陸神を紀る。史跡指定を受けた後、改修の動きが活発

になる。

勅封の写しをまとめた冊子を撮影

左側のフ一に破断した勅封2道:

啓定??午(恐らく柳杏公主宛) ,啓定2/3/18　柳杏公主宛

鐘1果:嘉隆16年

10:30　すぐ近くのmiきuGiaLさ= dinhGiaLさ-移動.

180度向き

勅封(現物の劣化が激しいものは、布に書き写したもののみを撮影)

勅封の写し

10:40　辞す。歩いて北上

10:52　天光寺chhthonAnLさ(在thonAnLさ)着.

100度向き

村のノム名はIangTong、 GiaLさ村はLえngGiA
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南にマウ、東に池を挟んでディンがあるがすべて抗仏戦争期に一旦破壊され、近年再建さ

れたものばかり。棟木は成泰14年仲春。史跡指定は一切無し

勅封13道撮影

啓定13/7/25×6,維新3/8/ll,同慶2/7/1,嗣徳6/10/23×2,啓定2/3/18×3

神虞は現地には残っていない。ハンノム院に所蔵されていると聞くとのこと。

ll:15　辞す

ll:23　UBに戻り挨拶の後辞去

ll:42　タイビン・ヴァンホテル着。省文化情報局・博物館幹部と会食。調査結果の概要を

報告
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2007年度　タイビン省各村落調査B隊フィールドノート

2007/1 2/24

参加者:八尾隆生(隊長)、嶋尾稔、松尾信之、大谷昇平、川本智之、ドアン・ゴック・バ

ンBoanNgocHan、ド・ティ・ニュンDoThiNhung

7:00　出発

39号線でhuyenDongHungに通り、 huyenTh丘ithuyに入る。

8:00過ぎ　県庁所在地Diem Diさnを通過。左折して田園の中に道に入るo道の東南が塩田

(放棄されたところも多い)、海まで数百m、西北側が水田。この道が潮止めの堤防。

8:15　UBNDxaThuyAnに到着。

県の人民委員会は立ち寄らず、ただし県の文化担当? 2人が合流

主席: Nguy合n Van Rui

簡単な挨拶のみ。

現在の行政制度についての聞き取りを移動の道すがら行う

Ⅹ邑Thuy An

その下に4つのthon

thon An Co Trung, thon An Co Nam, thonAn Co B邑c, thonAn Co Tan

革命前も1社。つま・9 langAnCる= x丘AnCo

戸数と人口1,300戸、 4,200人

8:30　BinhAnCo (在thonAnCoTrung)着

国家レベルの史跡

西向き、柱の配置が8本×2列

16世紀創建

昔は事が2つあったが、 1つは革命中に消失。

最近の修築2007年(柱、装飾にオリジナルを残す) 8月18日落成。

聞き取りに対して、各種資料を提供される。

資料

碑文1基: 『録先賢登科碑』 (正和7年)

9:15　D主nAnC6 (在thonAnCoBAc)着
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330度向き。省レベルの史跡

南海大王を祭る(ただし、勅封では「当境城珪忠信之神」)

忌日は陰暦11月15日

ちょうど儀礼を挙行中。皆礼服を着用。

・資料

勅封13道(撮影順) :

(丑景興44年

②紹治4年

③嗣徳3年

④嗣徳33年

⑤紹治4年

⑥明命5年

⑦景盛4年

⑧維新3年

⑨同慶2年

⑩光中5年

⑪啓定9年

⑫昭統1年

⑬景興28年

玉譜1道(勅封の紙の上に書かれる)

碑文1基: 『瑞英県広納総新開渓道碑記』 (紹治5年)

10:05　ChuaAnCo崇福寺(在thonAnCoB孟C) -

本堂の中の向かって左側に聖母を祭るo今日もお婆さんたちが儀礼中。本堂の裏側にphd

を建設中。

額には「保大13年」とある。

本堂の前の石柱に「永盛8年」とある。

(なお写真のキャプションは、寺の門に向かう面を正面としている)

・資料

碑文1基両面: 『四九碑記』 (保大8年)

鐘2果:保泰4年、嗣徳31年
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10:35hpPhamの両堂(tho
ionを聞き漏らし)

管理をする人が不在で家譜は見られず。

ここが全苑族の大本であるとのこと,2001年12月1日1さtきtるhoPhamを開催。ハイフォン、

ハノイ、ソンべ、ホーチミン市など全国から寄付。

ニュン情報:この村の大族は、院族と箔族。前者は何も残っていない。

その他

この社の産業は農業。 3期作。水田とねぎ。ねぎの間にタバコを混植してある。ねぎの収穫

後にタバコの収穫。

その後デンでスイカをいただく。タイから輸入された品種。

・後からいただいた資料

I D血g Cong S血Viet Nam. Lich SicDang Bo xa ThuyAn,埼p 1 1941-1975, Ban Chap Hanh Dang

B6 x丘ThuyAn.

- Sir Tich Than Pha Due Thanh Nam Hai Dai Vuang ThuangDang Than, Ngay 10 Th血g 8 Mua

ThuN五m2005 (コピー3部)

- Nguyln Thu Bat suu tam va bien tap, LangAn C6: Lang "An Dan CJ Qu∂c", HANoi, 2007/08.

-村の宗教文化に関する手書きの資料のコピー

ーCD: Th紗An: Batme anh hung (村の事の落成式のビデオ)

早めに辞す。

2007/1 2/25

参加者:八尾、嶋尾、松尾、大谷、川本、ファム・ドクック・カPh争mDueKha (県の文化

室の専門員) 、 Nhung

7:00　出発

県の人民委員会に立ち寄ってから

8:00過ぎ　UBNDthitranDiem Diさnにて簡単な挨拶

主席: D細gV独Hai

3つの社が合併して、 86年にthitrhに昇格o

同行者　Nguyさn ThAi Ha, Nguy苔n v血Hanh

◎Dさn Tuan Nghia順義嗣(在khu 4, thi trh)

ジェムホ河沿いに位置する
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・インフォーマント管理人のV屯H軌iBan

区域内にデンと寺と聖母を祭るところあり。

主たる建物の前がデンで後ろが寺。聖母の洞は、管理事務所の続き。

ちょうど聖母の儀礼のやっているところであった(HoaV独g)

デンの中央の祭壇

中央: ThanhTong

左右: ph叩I T争i & Nguyさn cao

フランス軍に抵抗して死亡した阪朝の官吏の死体を運んでここで祭る

その前の祭壇にHaibaHangGiang :河の神で上の2人を守護したとのこと。

右側にチャン・フン・ダオ

デン創建年代は不明、抗仏・抗米戦争で破壊され、 90年に再建。

梁には「KyTyNienTanTao」とあるO

・資料

鐘1果:紹治3年

碑文2基:無銘(保大元年)、 『遣愛碑記』景興17年

◎L拳ng mo Nguyen Due Canh (在khu 3, thi tran)

310度向き、塔状になっていて、土台の1階部分が博物館になっている。

NguyenBurc Cえnhはベトナム青年革命同志会以来の革命家で、30年代初頭にフランスにより

断頭罪

首のない遺体が今年に入って見つかって、記念塔の下に祭る(写真付きの報道有り)

1階部分の左側には、一時的に別の革命家のHるNgoc Lanを祭るO敷地内に別の墓を建設中o

父親のNguyiさn D血Ti岳tは阪朝の挙人(戊子)

フランスに抵抗、田舎に帰って、学校を開く

その生家を敷地内に復元。

記念館あり。そこには、父子の祭壇、その他の資料写真の展示。

◎ジェムホ海口にある港を見学

Th丘iThirongとジェムディェンの間にかかる橋のあたりから望む

造船工場あり
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93, 4年に港を拡張、中国の船が多数来航。その後衰退。

バーの説明:土砂の堆積で大きな船が入れなくなった。

ニュンの説明:中国の密貿易を禁止したため。町には中国人はいない。

陰暦1月12日には、デンの祭礼。その際に、この河でボートレースを行う。

かつては4つの村が競った。現在は9つの区が競う。 13人乗りで10人がこぐ。舟に竜の装

飾。距離は3キロ程度。昔からある。

その他:

デンマークが数年前に海岸線にマングローブの植林。遠くに望む。

2007/1 2/26

参加者:嶋尾(隊長、八尾はA隊に移動)、松尾、大谷、川本、 H血、 Nhung

DiemDi占n到着後、ジェムディェン橋を渡る。

◎UBND xa Thai Thirgmgの人民委員会にて簡単なあいさつ。

主席: Giang Xu且n Nghiem

文化室長: p的m D血Khang

行政区画について

かつては3 thon : thon SぴnTho, thon CAc Dong, thon Bich Du

現在は8 thon : thon Son Tha 1-3, thon Dong Tho, thon CAc Dong, thon Bich Du, thon B五c c1血g,

thon Bach Dえng

◎D占nh占tに到着(在thonBachDhg (かつてはthonBichDu))

慶節会会長: ph争mD血L色n

副会長　NguyenXu血Thu

? : DoQuangCh

守嗣　DoQuangLai

Lanの説:このデンは陳朝期に建設された。その根拠は仏額期の里長の報告による。

Hanの説:阪朝期に重修。

確かなことは2004年と2007年とに重修。

紀る対象は箔五老、東海大王、柳杏公主など(祭文を見よ)

祭りは陰暦1月8日。竹馬で海を渡る競技(?)などがあるらしい。海まで200メートル
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の位置。 1288年1月6日の大勇海口の戦勝の2日後。

・資料

勅封

①啓定9年

②年次不明

祭文(共和社会主義49年)

◎一つの敷地に到着(梅霊寺、放置されたままのdinhBichDu、幼稚園、老成クラブ。その

敷地の出入り口は海雲寺の古い門。かつてはこの敷地全体が寺だったとの証言あり)

◎dinh Bich Du

合作社のもみ倉庫として使われた時期あり。その時のなごりか、土壁に変えられたまま。

内部の柱と彫刻はかつてのままであり、彫刻は見事。横の梁に維新戊申年(1908)とあり。

Nguyen M釦1を配る.

◎海霊寺

・資料

石碑2基

(D両面(永慶4年、 1732年?)O　立例族碑記、立祭田碑記(こちらの面は壁際のため、下

部4分の3は読めず)

②后仏2位の石の位牌、石碑の片面に2面の碑文。

◎dinh C丘c Dong

・インフォーマント:

①V凸D血Mien (76歳)

②ph争mThung (86歳)、慶節委員会長

Hanによると、李朝の様式。インフォーマントによると、 1972年、 1993年に重修。李南帝

を扉巳るO

・資料:

勅封7道(写真撮影順)

(》明命2年

②昭治2年

③維新3年
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④昭統元年

⑤嗣徳3年

⑥啓定9年

⑦景興44年

記載地名は、黍朝期のものには紫裳社、阪朝期のものには関東社、とある.

社の方々に別れを告げ、いったんジェムディェンに戻る。

xaThuy Lurongに向かう.

◎一つの敷地に到着(虎隊事、東雲寺、国母本邑霊両)

・インフォーマント:

①遺跡委員会長: TranH加Song (57歳)

②堂守: LeCongCang (80歳)

③社の文化担当: Le XuanBoi

・資料

鐘2果　大越国(虎隊亭)、大南国(東雲寺)

石碑2基

①徳隆7年、 1635年(国母本邑霊嗣)

② 「集福記」永慶9年(ママ、永慶は4年までしかない(1729-1732年)のだが-塔型

でその4面に碑文あり、国母本邑霊詞の前の庭)

この事は勅封23道を有するとのことであるが、見せてもらえず(コピーを送ってもらうこ

とにするが、本当に来るか否か?)

虎隊事の裏にも石碑あり。

洪徳3年製。原碑文に上書きする形で、新たに「洪徳3年」と彫ってある。八尾が来なく

て良かった。

◎辞して、 C血DiemDiさnに向かうO

かつての大勇海口の近傍。何重もの堤防で陸地を拡大。最も近年の堤防から海を臨む。そ

の堤防の陸側はエビ養殖地が主、部分的に塩田。海側は(恐らく)植林されたマングロー

ブ林。漁民3名が歩いて漁に向かう。数キロ先まで膝あたりまでの水深の、遠浅の海を歩

いていく、とのこと。夜中に帰ってくる。

補足(キエン談)
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お告げと地方政権の関係　昨日タイビンの代表的な革命家グェン・ドクック・カインの「陵

墓」を訪問したが、その遺骨は今年になって「発見」されたo彼の説明によると、 congoaicam

(死者のセアンスの専門家、 co (longの方が民間的)のお告げでその遺体を発見し、それを

地方政権が公認したとのこと。ngiroi ngoai camのお告げで戦争中の犠牲者の遺骨を探すこと

は一般的に行われている(彼の親族でも例があるとのこと)o

この件とは関係ないが、カウザイの再開発の際に立ち退きに同意しない一族に対して、地

方政権は、 cong0年icamから「政権の命令に逆らってはいけない」というお告げを引き出し

て説得したという話が伝わっているとのこと。

2004/1 2/27

参加者:鳩尾、松尾、大谷、川本、 Ham

◎x豆ThAi Phucの人民委員会に立ち寄り、簡単な挨拶O

副主席: V屯NhuBe

文化担当: DるXuanThSng

Dinh、 Dさnはかつてはたくさんあったが、今はデン、寺ひとつずつ残るのみ(注:他に嗣堂

は現存)

◎Dさn tha tham hoa Quach Dinh BAo

インフォーマント:

①Qu丘eh Dinh Thang

②QuAeh Dinh Thuyさn

族長Qu丘ch Binh Baoは病気欠席

郭Qu丘ch族は13支からなる。ゲアン、ハノイ、クアンニン、フンイエンなどに広がる。こ

こが起源の地で、この村のQuAch族が長支0 20世紀に7人の進士と1人の院士を出してい

る(Han :この社は近代以前に6人の進士を出している)

Qu丘chDinhBaoとQuAchH軌iNghiemを配るo忌日は、それぞれ陰暦7月1日と陰暦9月9

日。古いビエン2本あり。 1つは表に「探花」、裏に「突未科庭試」 (1463)とあり、いま1

つには「黄甲」 「庭試丙戊科」 (1466)とある(要写真確認)0

嗣堂の創建年は不明。再建年は梁の写真参照。

(Han :嗣堂は賛朝期のものらしい)
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ナムディン省イ-イエン県BietTi岳n社にもQu丘chDinhBaoのデンがあるとのこと.ただし、

Qu丘ch族はいない。

・資料

漢文資料1冊「郭族列祖　南州同譜」 (科挙合格者リスト、玉譜など)

啓定6年の写本を革命後に写しなおしたもの。

勅封はなくなってしまったとのこと。

となりの社のデンに勅封があると聞き、そちらに向かう。

◎Dさn Con Giang (在thon Nam Cir<hg, Ⅹ邑Thai Ha)

かつての河口、船型の池が詞堂の前にあり。チャーリー河の堤防を遠くに望む。

繋朝期の神輿あり。創建年不明O梁には啓定8年とあるO

・資料

勅封多数。

①嗣徳33年

②嗣徳6年

③嗣徳6年

④嗣徳6年

⑤嗣徳6年(重複撮影の可能性、要チェック)

⑥啓定2年,

⑦啓定2年

⑧啓定2年(重複撮影の可能性、要チェック)

⑨啓定9年

⑩啓定9年

⑪啓定9年

⑫啓定9年

⑬啓定9年

⑭啓定9年

⑮啓定9年

⑱啓定9年

⑰同慶2年(写し)

⑱維新3年

⑲維新5年
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他に写しの破損したもの、数通分あるが、撮影せず。

またxaTh丘i Ph血Cに戻る.

◎福林寺(在thonPhucThien)にて、碑文と勅封を撮影O

一昨年、コンクリートで重修。

・資料(写真撮影)

碑文3基:

塔　4面　永盛3年

福林寺碑記　4面　永盛3年

「××后仏碑記」正和15年

勅封7道:

(り維新3年

②啓定9年

③啓定9年

④年次不明(冒頭、後半が失われている)

⑤紹治6年

⑥嗣徳33年

⑦嗣徳6年

ai^ ift

◎Nha tha chinh f玩維族嗣堂に移動

族長:NguyさnDuyTき(87歳、 17代目)

官吏を輩出

Nguyさn Phurong Khd等

・資料(写真撮影)

勅封:

①景輿9年

②景興37年

③景興37年

仏教関係資料
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◎杜族弼堂に移移動

この族の詳細不明

現在の社の党書記はこの族の出身。

官吏を輩出

・資料(写真撮影)

阪朝期の公文数点

①嗣徳29年

②嗣徳17年

③嗣徳19年(同じ資料の写真2枚)

④嗣徳15年

⑤嗣徳19年

何かの公文の末尾署名部分のみの紙

碑文1基:杜族石碑誌　嗣徳35年

2007/1 2/28

参加者:嶋尾、松尾、大谷、川本、吉本康子、 Nhung

◎x芝Thuy Phongの人民委員会に到着.

副主席: V屯DuyTuan

◎進士箔世賢(ph叩IThきHiきn)の(陵)墓を見学　2003年建設。

墓誌によると、

出身池: L血g Luyen Khuyet, tong Dong H占, h..D6ng Quan

生没年1803年-1861年

詳しくは写真参照。

◎箔氏嗣堂

・インフォーマントPhamDuyTam (11代目)O

仏領期に漢文資料はすべて失われた。

一方では、 1979年にS∂V血hoaが残存資料も借りていった、とも発言。

その後、古老たちが資料を収集し、 2005年にクオックグー家譜を編纂。苑世賢の事跡につ

いては、 『大南塞録』などから復元したとのこと　2001年にはシンポも開催した。
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この嗣堂は族のngAnl12のもので、その祖のP軸m Th益Dieu (第3代)が主たる祭把対象.

あわせてDieuの子の進士苑世賢(第4代)を配る　Dieuは1807年の挙人。

出発まぎわに、庭で族長に話しかけられた。ダクラク省のブオンマトウオウトに移住して

いる。たまたま帰省中とのこと。詞堂の管理などは弟たちに任せている様子。

・u料

嗣堂管理室の壁に貼ってあった家系樹と苑世賢の略史を撮影。またタイプ打ちのクオック

グー家譜もいただいた。

◎dinh thon D6ng Hoa

創建年不明。かつてはもみ倉庫として使われていた。 5間の立派な建物。

碑文2基。 1基は両面摩滅し、その上にクオックグーで重ねぼり。

事の外の池に1基が放置されていた。 「海都社保後神碑」

守弼夫婦のPhamThiNhu :勅封はあったが、省の役人に安全のために渡してしまった。

◎dさn Dong H占に移るO

・インフォーマント:V凸Quynh (80歳)

例祭は陰暦8月20日。レンドンもあるとのこと。

かつては3間と5間との2つの建物だったが、 3間の方のみ現存。

thAnhm左uとthanhTrhとを耽る、とのこと.

V凸Quynhは漢字が得意で、現在でも仏教関係の祭文を書いている。また漢字を教えているo

対象は高齢者. th血hmauの名前は、刀江津渡聖母Oここにはthaydふがたくさんいたとのこ

と。彼の父もthayd占だったとのこと.

・資料(写真撮影)

勅封2道　啓定2年と9年

◎chuaDong Hるに移る。

・資料(写真撮影)

碑文5基

永示乍9年(1627)

正和14年(1693)

延成7年(1584)

保大15年(1940)
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◎Bhi Quangの弼堂。

・インフォーマント:NguyenV血や(70歳)

梁には「皇朝壬成年」とあり。

またQuyMui (2003年) 5月7日に(重修の?)落成式o

忌日は陰暦5月7日。マムが50盆。 noingoai両方来る。

2位の神を配る.そのうちの1位は東閣学士(BuiQuangTuyen?)

・資料(写真撮影)

勅封12道(ただしそのうち1道は写し)

(》紹治4年

②紹治4年

③景興44年

④景興44年

⑤景興44年(写し)

⑥嗣徳3年

⑦嗣徳33年

(参明命2年

⑨同慶2年

⑩啓定9年

⑪啓定9年

⑫啓定9年

仏頒期に勅封を写し、報告した冊子。

勅封を音訳したものあり。高齢者の間に漢字ブームがあるらしい。

◎Bhi V加の嗣堂。

・資料

木匠襲文令BhiV血(Lich?)に与えられた勅封(景興44年)あり。

◎V正Dinhの両堂

・インフォーマント: V屯ThienTudrc (11代目)。長男V屯ChiThi占ng (58歳)

VGDinhThutcmgが勅封より勅封を受けたが、その勅封は失われた、とのこと。族の伝承に

よると、学業により与えられたとのことだが、同時に木匠であったとも。

忌日は陰暦12月5日。マム30盆。
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・資料(写真撮影)

碑文と墓の略図と家系図

またクオックグー家譜(大部)のV正DinhThdmgの部分のみ2ページも撮影o

この東湖むらと、バクニン省の東湖むらとの関係について。

インフォーマントによると、この関係については口頭伝承が残るのみ、とのことだが、博

物館のバン:仏額期の地誌(?)に記録があるとのこと。

◎その後、犬肉で宴会

本日でB隊は解散し、 A隊に合流
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Ⅱ　収集資料分析・活用法

現地調査は3年に及び、その間収集できた資料は膨大な量に及んだ。第Ⅱ部ではその

分析・活用法につき、初歩的な例を示すものである。



Ⅱ-0

村方に残る阪朝期公文

蓮田　隆志、嶋尾　稔、松尾　信之

北部ベトナムの村方に残る院朝期公文の「発見」は、この3年間の史料調査の極めて重
要な成果である。北部各省の村方で阪朝の地方官の名前で発行された辞令や認可の文書、

あるいは村役人から地方官に提出された申請書の写しなどの史料を我々は収集することが

出来た。この科研調査に先行する北部村落調査でも、この種の史料の存在自体は確認して

いたが、それがデルタ各地の村に保存されていることを知りえた点がきわめて重要である。
ベトナムにおける歴史研究では、当然のことながら多様な村方史料(碑文、家譜、村誌そ

の他)が駆使されているが、このような文書については等閑に付されていた感がある.一
つの理由としては、 1950年代の土地改革以降、封建王朝のお墨付きなどを持っていると、

反革命地主に分類されて迫害される、あるいは後ろ指をさされる恐れがあったため、多く
の地方エリートの家では、このような文書を隠してきたという事情が考えられる。近年に
なってようやく、そのような懸念が払拭され、日の目をみるようになったのではないかと

推測される。今では弼堂の壁に誇らしげに飾っている家さえある。
阪朝の制度史は、従来『大南塞録』 『大南会典事例』などの王朝の編纂史料に基づいて

研究されていたが、制度を施行する旨の法令の存在について知りうるのみであり、施行の
実態については十分に明らかにできなかった.この調査で新たに収集された一次資料は、

近年利用が可能になった国立第-文書館所蔵の阪朝株本とともに、阪朝の制度の実際の運
用について探求することを可能にし、阪朝の制度史と社会史の研究の深化に大いに寄与す

るものと期待される。

本稿では、収集した史料の基礎情報を紹介し、若干の史料に解題をつけることにしたい。
なお、史料の写真は附録CD-ROMに収めてある。
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収集史料一覧

史

料

香

早

ファイル名 形式 発信者 受信者 年月 日

1 dinhhuongOO l.jpg
申 杜輝曜 南定省畢官 嘉隆 10/10/8

dinhhuong002.jpg

2 dinhhuongOOijpg
申 杜輝曜 南定省筆官 [嘉隆111/8/23

dinhhuong004.1pg

3 dinhhuong005.jpg
申 杜輝曜 南定省畢官 嘉隆 12′3′13

dinhhuongOObjpg

4 dinhhuong007.jpg
申 杜輝撹 南定省畢官 [嘉隆112/3/ 13

dinhhuongOO8.jpg

5 dinhhuong009.jpg
申 杜輝曜 南定省筆官 嘉隆 17′3/ 12

dinhhuongOlOJpg

6 dinhhuongOll.jpg
申 杜輝撹 南定省畢官 嘉隆 17/8′14

dinhhuongO12.jpg

7 dinhhuongOB 」pg
申 杜輝曜 南定省筆官 嘉隆 17′8/ 14

dinhhuong014jpg

8 dinhhuongO15.jpg
申 杜輝律 南定省筆官 嘉隆 18′3/8

dinhhuongO16.jpg

9 dinhhuong0 17.jpg
申 杜文表 南定省撃官 明命 2/5′17

dinhhuongO lsjpg

10 dinhhuongO 19.jpg
[コ
.∃三

阪文珍 .阪文玉 .玩

文清等
美声橡解官 明命 4/10/4

dinhhuongOzOjpg

ll dinhhuongOz lJpg
申 杜名成 南定省畢官 明命 2/5/17

dinhhuong022.jpg

12 dinhhuong023.jpg
申 杜惟光 南定省筆官 明一命 2′5/17

dinhhuong024jpg

13 dinhhuongO25.jpg
香呈 磯部 北城線鎮官 明命 5/10′17

dinhhuong026jpg

14 dinhhuongO29.jpg
申 杜名成 明命 2/8′12

dinhhuong030.jpg

15 dinhhuong031jpg
申 杜名携 明一命 2′8/12

dinhhuongO32.jpg

16 dinhhuongO33.jpg
申 杜惟光 明命 2′8/12

dinhhuong034.jpg

17 dinhhuong035.jpg
申 杜文表 明命 2′8′12

dinhhuongO36.jpg

18 dinhhuong037.jpg
計 山南下鏡鎮官

dinhhuongO38.jpg

19 dinhhuongO39.jpg
- 南東解官 嘉隆 13/2/27

dinhhuong040.jpg
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20 pham vietcaoO01jpg 申 花日高 寧平省畢官
嘉隆 17′継

8.'13

21 pham vietcaoO02.jpg 申 箔日高 寧平省畢官 嘉隆 15/9/22

22 pham vietcaoO03.jpg 詔
郷貢試署平陽県系知

解箔日高
明命 9/12′3

23 pham vietcaoO04.jpg 想給

兵部侍郎兼都察院右

副都御史巡撫康治等

虚地方提督軍務兼理

糧駒額承宣布政使司

布政使事官

康治督草花日高 明命 13/8/24

24 pham vietcao005」pg 詔 平陽賭知賭箔日高 明命 12/7/3

25 pham vietcaoO06.jpg 詔 康治虞督草花日高 明一命 13/9′27

26 pham vietcao007.jpg 源給 兵部 康治虚督草花日高 明命 12′12/ 18

27 pham vietcao008.jpg 申 氾 日儒 慶治巡撫か ?

28 pham vietcaoO09.jpg 詔
戸部清吏司主事苑

日高
明命 12/ll/29

29 pham vietcaoO 10.jpg 給引 鵡部
[種部] 員外郎苑

日高
明命 14/5/9

30 pham vietcaoO ll.jpg 懇給 額寧平巡撫郡 箔日造 嗣徳 28′1/28

31 pham vietcao0 12.jpg 札給 嘉遠醇知解梁 嘉遠県系秀才箔日造 嗣徳 15′3/5

32 pham vietcao0 13jpg 札給 掻排嘉遠解印務呉
[観粂] 社秀才苑

日造
嗣徳 15/6/?

33 pham vietcaoO14.jpg 秦 安化賄吏自薦日造 嗣徳 29/1/20

34 pham vietcaoO15jpg 想給 権耕寧平省務阪 秀才苑 日造 嗣徳 26/ll/28

35 pham vietcao016.jpg 懇給 寧平護撫官 秀才厄 日造 嗣徳 26′10/8

36 pham vietcaoO17.jpg 藩給
[翰林] 院侍講学士

領寧 [平] 督学苑
苑文週 嗣徳 34′8/14

37 pham vietcaoO18.jpg 申
箔日儒 .苑 日増 .従

者苑名俺 .駈名鯵
康治巡撫 か ? 明命 14/6/4

38 pham vietcao019jpg 申 罷日高 寧平省畢官 嘉隆 16/4′8

39 nguyendinhkh anhOO ljpg 潰給
大法欽一命北折統使大

臣
阪廷慶 維新 2′1′1

40 nguyendinhkhanh002Jpg 録飾 儒開分府同知府阪 威遠純正絃 成泰 13/1/20

4 1 nguyendinhkhanhOO3jpg 赦
試差威遠線正線阪

廷慶
成泰 13/2/2 1

42 nguyendinhkhanh004.jpg 懇給
大法欽命北析統使大

臣字

補授威遠絃正線阪

廷慶
成泰 13′2/2 1

43 nguyendinhkhanhOO5.jpg 戟 威遠線正線阪廷慶 維新 2/1′1

44 nguyendinhkhanhO06.jpg 想給 侍郎領寧平巡撫陳

儒閲分府嘉遠解威

遠線試差正絃阪延

磨

成泰 4/5′18

45 nguyendinhkhanh007.jpg 慈給 寧平巡撫費 碧山社里長阪廷慶 成泰 2′7/28
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46 nguyendinhkhanh008.jpg 権給 儒閥分府同知府阪 碧山社里長阪廷慶 成泰 1/12/27

47 nguyendinhkhanh009.jpg 想給
大法樺理北析統使大

臣

特格追予従捌晶百

戸故阪文慶圃人
維新 9/10/30

48 lam aiphatOO l.jpg 赦
蹄厚組試差該線呂

枚.罪
嗣徳 19′10/23

49 lam aiphatOO2.jpg 戟
楽捕賞授従染品文

階呂放せ
嗣徳 33/6/2

50 lam aiphatOO3.jpg 赦
原蹄厚線該絶回休

呂牧草
嗣徳 26/4/28

51 lam aiphatOO4.jpg 薄給 寧平護撫郡
金山解軒厚該線 呂

ォ:ォ
嗣徳 19′8/6

52 lam aiphatOO5.jpg 想給 寧平巡撫繋
蹄厚線試差該絶 呂

枚蛍
嗣徳 14/10/2

53 lam aiphatOO6.jpg 源給 寧平巡撫官 蹄厚里里長呂枚費 嗣徳 14/3′28

54 lam aiphatOO7.jpg 薄給
欽差視師充経略大臣

署刑部尚書賛

寧平義勇奇権正哨

長呂牧草
嗣徳 25′1/3

55 lam aiphatOO8.jpg 香補 戸部 嗣徳 19′6/3

56 lam aiphatOO9.jpg 想給
統督軍務大臣領山興

宣線督黄
寧坦 嗣徳 28′4/28

57

lam aiphatO12.jpg

【コヨ三
安慶府金山県系掃厚里

仝本里上下等
% 嗣徳 13/5′10lam aiphatO13.jpg

lam aiphatO14.jpg
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lam aiphatO15jpg

[コ∃三

安慶府金山解好摩綾

里役者者全線等
県系 嗣徳 14′6/1?

lam aiphatO 16.jpg

lam aiphatO 17.jpg

lam aiphatO 18.jpg

59 vuthevinhOOljpg 赦 - 籍民武世粂 嗣徳 11/ ll/6

60 duongcongnhuanOOl.jpg 憩給 寧平道堂官 守中邑里長楊公開 明命 10′12/12

61 tranvancacOO ljpg 給憩

署左軍都統府掌府事

領河寧総督兼充統督

海防陶 .署河内巡撫

玩

隊長陳文各 嗣徳 20′12/26

62 tranvancacOO2.jpg 憩給
山北軍次統督勤捕軍

務大臣陶
副率隊陳文各 嗣徳 22′8/16

63 tranvancacOO3jpg 源給
領河寧総督陳 .領河

内巡撫陳
樺率隊陳文各 嗣徳 29/6′11

64 tranvancacOO4.jpg 想給 巡撫領定寧総督高 精兵正隊陳文各 成泰 2′5/2

65 tranvancacOO5.jpg 想給 山興宣総督高 原精兵正隊陳文各 成泰 3/8/28

66 tranvancac006 .jpg 懇給 河安総督費 精兵正隊陳文各 同慶 3′2′9

132



67 tranvancacOO7.jpg 録給 額河寧線督梨 精兵正隊陳文各 同慶 1/1′15

68 tranvancacOO8.jpg 源給 河内領兵官阪 伍長陳文各 嗣徳 15/3′6

69 tranvancacOO9.jpg 想給 河内領兵宮阪 給源隊長陳文各 嗣徳 20′12/21

70 tranvancacO lO.jpg 遵給
署都統領河寧線督快

州伯阪
給源隊長陳文各 嗣徳 19/4′26

71 tranvancacO ll.jpg 録給
河寧総督陳 .河内巡

撫陳

試差正隊長率隊陳

文各
嗣徳 29′10/?

72 tranvancacO 12.jpg 懲給 河内水師領兵阪 給源隊長阪文 ?
同慶 乙酉

′12′19

73 tranvancacO13.jpg 潰給
河寧綿督黄 .河内巡

撫黄
率隊陳文各 嗣徳 34/5/4

74 tranvancacO14.jpg 礼
署河寧線督黄 .署河

内巡撫黄
嗣徳 34′5/1

75 tranvancacO15jpg 救 正隊長率隊陳文各
同慶乙酉

/12/15

76 tranvancacO16.jpg 赦
精兵正隊試差正隊

長率隊陳文各
嗣徳 32′9′4

77 tranvancacO17.jpg 救 給憩隊長陳文各 嗣徳 29′2/24

78 tranvancacO18.jpg 菓 陳文童 省堂臭台 成泰 15′11′15

79

traisyhoiOO l.jpg

莱
陳文善 .杜芳梅 .陳

元亨全寮
布政使司 嗣徳 35′12/15

traisyhoiOO2.jpg

traisyhoiOO3.jpg

traisyhoiOO4.jpg

traisyhoiOO5.jpg

traisyhoiOO6.jpg

traisyhoiOO7.jpg

80 traisyhoiOO8.jpg
裏 陳文善 .里長陳元亨 布政使司 嗣徳 35′12/15

traisyhoiOO9.jpg

81 traisyhoiOlOjpg 莱
陳文善 .武廷護 .楊

文裕 .杜如栢
布政使司

82 traisyhoiOll.jpg 残簡

83 traisyhoiO12.jpg

莱

陳文善 .武廷護 .敬

楊文禄男子楊文教 .

故杜文圭男子杜如栢

等

菅田使衛 嗣徳 33/3/12
traisyhoiO13.jpg

84 traisyhoiO14.jpg

菓

陳文善 .武廷護 .敬

楊文様男子楊文鉛 .

故杜文圭男子杜如柘

等

菅田使衛 嗣徳 17′10/3
traisyhoiO 15.jpg

85

traisyhoiO16.jpg

土合棄民 .義興府

官 .誉田使衛官
嗣徳 33/8/24traisyhoiO 17.jpg

traisyhoiO 18.jpg

traisyhoiO 19.jpg

86 laivankyOO l.jpg 赦 - 里長頼文紀 保大 3/1′1
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87 laivankyOO2.jpg 想給
南定省 [公] 使大臣

線督阪
頼文紀 啓定 5′8′29

laivankyOO3.jpg

laivankyOO4.jpg

88 hodoOOljpg 想給 南定布政使津 里長杜文遠
嗣徳 29′閏

5/22

89 hodo002 .jpg 樺給
鴻腺寺卿領宣光布政

使統官右支軍務張

常桝露化州務経歴

杜徳達
嗣徳 1 [7]/?/?

90 hodo003.jpg 赦
福漠線試差該線杜

文且
嗣徳 19/?/?

9 1 hodo004jpg 潰給 定安総督阪
青関賄福瑛線試差

該組杜文旦
嗣徳 15/ll/2?

92 hodo005.jpg 敷
試差経歴革留領露

化州知州杜徳達
嗣徳 19/6′16

93 hodo006jpg [コ∃三 ?′?/24
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Ⅱ-1

阪朝期の該総の任命過程に関する覚書
蓮田　隆志

総tongとはベトナムにおける行政単位の一つで、解huySnと最末端行政単位たる社xa
(里1y)の中間に位置するが、その淵源と機能に関しては未だに議論があって確定してい

ない。該総caitong (正総ch血htong)とはこの総の長であるl。該総の職掌や任命に至る手
続きについては、 『大南会典事例』をはじめとする編纂史料によってもある程度跡づけるこ
とが可能であるが、小稿は本科研において収集された村落文書から、該総の選出・任命過
程について再構成を試みる。また、これに関連して、里長についても若干言及することに
なろう。もとより、各種関係史料を精査した上でのものではないので、遺漏も多かろう。
本科研調査にて収集した史料がどの範囲(地理的・時間的)を代表するのかについても、
十分な調査は及んでいない。覚書と称する所以である。
本科研収集資料で該総-の任命過程が比較的詳細に分かるのは、嗣徳期に寧平省安慶府

金山解帰厚総の該総を勤めた呂枚発と成泰・維新年間に寧平省嘉遠賭威遠総の該総を勤め
た阪廷慶の二人である。前者に関する資料は2005年12月31日にニンビン省イエンカイン
,%フンティエン社クイハウ村第8集落にある呂氏第2支配堂(NhAthachi2hoLえ,xom8,th.

QuタHau, x.恥ngTi岳n, h. YenKhanh, t. NinhBinh)に保管されており、その他の資料と合わ
せて、デジタルカメラにて撮影した。後者に関する資料は2005年12月26日にニンビン省
ザ-ヴィエン願ザ-ヴァン社(x.GiaVan,h.GiaViさn,t.NinhBinh)にて、やはりデジタル
カメラでの撮影を許可され、デジタルデータの形で収集された2。以下、個別の文書に言及
する場合は、筆者による仮名称及び前掲のリストに付した史料番号によることとする。

呂枚発は【帰厚里仝本里上下等呈(史料57)】によれば、嗣徳13 (1860)年時点で20
才、辛丑年の生まれとあるので、生年は1841 (紹治元)年である。この時、寧平省安慶府
金山県系帰厚総帰厚里の里長に「置保」された。また、同文書に「里内人」とあって、 【補授
呂枚発赦(史料48)】でも「貫寧平省安慶府金山願帰厚総帰厚里」とあって、地元の人間
であることが分かる。以降のキャリアを表にすると以下のようになる0

年月 日 役職 典拠文書名 (史料番号)

1860/5/ 10 里長 (置保) 帰厚里仝本里上下等呈 (57)

1861′ 里長 (頚給) 寧平巡撫官薄給 (53)

1861/6′1 該総 (置保) 帰厚総里役者善仝総等呈 (58)

1861/10/2 試差該総 寧平巡撫賛意給 (52)

1866/10/23 該総 (補授 ) 補授 呂枚発救 (48)

【賞授呂枚発赦(史料50)】では「原帰厚総該総回休呂枚発」とあるので、この勅が出
された成泰4 (1892)年5月以前に引退したことは確実である。同様に、阪廷慶に就いて
みると、年齢は不明だが、 【補授阪廷慶救(史料41)】に「貫寧平省嘉遠醇威遠総碧山社」
とあって、これも地元の人間である。同様に表にすると以下のようになる。

・これに関連して十里侯thaplyhauなる称号があるが、ベトナム国家大学人文社会大学校歴史学部のフア
ン・ダィ.ゾアンPhanBsiDoto教授のご示教によれば、引退した正総を意味するとのことOすなわち、
たくさん

十の里(社)に君臨する人物(侯)ということらしい0線刻史料では後期苓朝時代に既に用例が確認
されるo例えば、保泰4年(1723)立碑の「慈山府俸逆賊中牟社官員監生生徒社長各職斯文等」 Tongtgp
thdc ban van khac Han Norn, tap 3, HえNOi: VNCHN, EFEO, EPHE, 2005, pp.156-159 (バンノム院所蔵記号

2156-2159)e

2ただし、 2005年次の調査に筆者は不参加だった。小稿は調査後に隊から提供されたデジタルデータとフ

ィールドノートおよびその他の諸資料を元にして執筆されているo
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年月 日 役職 典拠文書名 (史料番号)

1889/12/27 里長 (権給) 儒関分府同知府阪権給 (46)

1890/7/28 里長 (懇給) 寧平巡撫黍懇給 (45)

1892/5/18 試差正総 額寧平巡撫陳逓給 (44)

1901′ 正総 (補授) 補授阪廷慶救

北析統使字源給 42

1908/1/1 正九品百戸 賞隆院廷慶赦 (43)

北析統使懇給 39

1908年に与えられた百戸職は後述するように、大過なく勤め上げた正総-の賞授なので、
正総から他の役職に移ったわけではない.維新9 (1915)年の【北析統使褒給(史料39)】
では、親族が文書の受給者となっており、この時点で阪廷慶は死去していたことが分かる。

両者はともに里長を経験したのち、該総(正総)に就任している。収集史料によれば、
里長任命のプロセスは次のようになる.まず、里内で合議した上で候補者を選定し、醇に
対して「呈」文を提出して「置保」を請う(【帰厚里仝本里上下等呈(史料57)】)。次いで
巡撫から「懇給」文書が発給される3。呈文には者老苑文攻以下、里の幹部とおぼしき人間
が署名(記)あるいは鮎指しており4、末尾には権充該総の武文稔が「叶畢」 (共同推薦)
者となっている。この文書は2枚の布に記されているが、それぞれ半分に折ってから紐で
綴じられて全部で4貢になっており、連綴部には「金山」印が捺され、さらに何らかの文
辛(判読不能)が書き付けられている。年号部分の方印は「金山解印」で、そのすぐ左に
「付依乞」の判辞、さらにその判辞に重なるように「金山」印が捺されている。また、本

文末尾で「筆跡を付許して意となし、該名(呂枚発)をして承行・服事するに便を得さし
めんこと」を乞うているが、実際、この文書は村方に残されていた。画像上の観察ではあ
るが、写しや控えとは考えにくく、この文書が里から醇衝に提出されたのち、村方に再交
付されたと考えられる.当然、醇では別に記録が残されたであろうo

阪廷慶の場合、呈は残されていないようだが、儒関分府5同知府からの「権給」文書が残
されている(【儒関分府同知府阪権給(史料40)】)。判読が難しい部分も多いが、本文の最
後から2行目末尾が「侯省意以正名分」と読めるのであれば、省からの文書が正式な辞令
とされていたと考え得る。呂枚発の場合、呈文提出から寧平巡撫の藩給まで10ケ月あまり
かかっており、阪廷慶に至っては、権給から想給まで1年以上かかっているO　それまで、
醇官の筆跡を付した呈文や権給文書が辞令の代わりとして機能したのであろうO但し、 【儒
関分府同知府阪権給(史料40)】が正式任命を侯つ間の《仮》任命書なのか、それとも何
らかの事情で本来発給に関与しない分府が発給した《臨時》任命書なのかは判然としない6。
呂枚発関連文書に権給文書が存在せず、阪廷慶関連文書に呈文が残っていない理由につい
ても、時代差や制度の変更、単に失落しただけなど様々な可能性が考えられるが、卯寺点
では不明とせざるを得ないO　これら呈-の書き付け・返却なり権給が里方になされる一方
で、省に報告が上がり、それを承けて寧平巡撫から「意給」が出される。 【寧平巡撫官薄給
(史料53)】では「鼓に撞けたる金山解街の裏に叙すらく」とあり、願から直接巡撫に文

3この憩給文書という呼称は仮のものであるO後出の権給(【儒関分府同知府阪権給】)や札給(【嘉遠解

知願梁札給】)、録給(【領河寧総督要録給】)などと合わせて、例えば、 「給式文書」として一括すべき
ものかも知れない。古文書学的な検討は今後の課題である。

4寓保詞(文書作成・保管者か?)の杜文智は元里長である(【帰厚総里役者蕃仝総等呈(史料58)】)0
5この分府がいつ設けられたかは判明させられなかった0 19世紀中葉の情報を載せる『大南一統志』 『同

慶御覧地輿誌』では、儒関は分府ではなく正式な府であり、また、威遠総の属する嘉遠賊は安慶府に隷

しているO一方、 1920年代に編纂されたD6 DlnhNghi&n, NgoVi Li壱nviiPham V独Thubien so^n, D¥a du

cdc tinh Bac砂HえN6i: Nhain LeV加T蝕1926やNg6Vi Liさn. Danh myc cdc langxaBac妙mNOi: Nha
in Mac DlnhTu, 1928 (いずれもNgoVi Liさn. Ten langxa va dfa ducdc tilth Bac砂. mNoi: NxbVan hoA

ThSngtinh, 1999に再録)でも、儒関は府である。
6前出の【帰厚里仝本里上下等呈】における「権充該総」についても同様のことが言えるo
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書が達した、或いは少なくとも府段階で特段の措置を執っていないようだが、逆に阪廷慶
の場合(【寧平巡撫賛意給(史料52】)は、 「立に接けたる儒関分府員の裏に叙すらく」と
あって、県系と同様の役割を果たしている。
該総の任命プロセスもほぼ同様の経過をたどる。欠員が出ると、その総の里長や里長経

験者が適任者を推薦する呈を解に提出し、願官(おそらくは知醇)が判辞・捺印して交付
した(【帰厚総里役者菖仝総等呈(史料58)】)o　これを承けて巡撫の感給が下され(【領寧
平巡撫陳悪給(史料44)】 【寧平巡撫賛意給(史料45)】)、試差該総(試差正総)となる。
この場合も、阪廷慶の任命プロセスに儒関分府が関わっており、呂枚発のケースと異なっ
ている。呈から意給まで、今回は4ケ月ほどかかっている。 「試差」については編纂史料に
規定がある7。

『欽定大南会典事例続編』 8巻3 17a吏部官制各総正副総
嗣徳五(1852)年、議準すらく、該副総捕犯条款の内の-款、何れの総の該総の映有る
に遇えば、上司より副総を覆察し、何れの年深く敏幹の者に係るは補授を奏話し、何れ
の日浅きに係るは部に沓して試差とせよ。
『欽定大南会典事例続編』巻4 4a吏部鎗選試差期満
嗣徳十一(1858)年例定すらく、該総は試差すること三年.限満ちて過なくんば聾話し
て補授す。何名の限内に杖責一次なれば停留一年、二次なれば停留二年、三次なれば停
留三年とす。

3年とは「お試し期間」というには長いが、この期間を大過なく勤めれば、吏部が「聾
請」し、 「補授」されて正式な該総となる。 【補授呂枚発救(史料48)】では「吏部会片」
とある。 「会片」の語義は確定しがたいが、実態としては「馨請」と変わらないであろう。
試差の場合は巡撫の逓給のみであったが、実授(甚授)されると激が与えられるo　また、
植民地期の阪廷慶の場合は、同日付で大法欽命北析統使大臣の想給も発給されているo

任命のプロセスから見るかぎり、試差期間の存在と勅の発給の有無とが里長と該総(正
総)の差として挙げられる。地元が候補者を推薦し、 (おそらくはよほどのことが無い限り)
それに従って任命がなされていたと思われることや、書類が上っていくルートや発給され
る文書の形式については、両者は基本的に同じである。職掌についても「兵糧巡防諸公務」
(【寧平巡撫官懇給(史料53)】 【寧平巡撫黍薄給(史料52)】)と全く同じ表現がされてい
る0 -方、該総は勤務評定が高評価を得られれば、下品とはいえ晶階と職衝が与えられて
(【賞隆阪廷慶赦(史料43)】 【北折統便意給(史料39)】) 9、流官扱いとなる.この点で、

村役人や腎吏よりも官員に近い性格が与えられていると言えよう。この性格の差が、会典
類に該総の項が立てられているのに対して、里長はそれがないことなどにも反映されてい
るのかも知れない。

7 『欽定大南会典事例』巻15吏部鎗選試差期満も見よ。
Quoc s止quan triさu Nguyln. Khdm dinh Dai Nam hoi dim su I的c Men. 6t軸j+, H&NOi: Nxb Gi丘o dye, 2004-.

これは影印対訳本で、 2007年末時点で6冊(原典の巻数に従えば、全60巻のうち巻33まで)の出版
を確認している。

9 『欽定大南会典事例』巻1424ab吏部官制各総該総副総、 『欽定大南会典事例続編』巻3 17ab吏部官
制各総正副総も見よO
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Ⅱ-2

開墾および新村設立の申請書(史料番号79-85)
嶋尾稔

この史料は、 2006年8月9日にナムディン省ギアフJL県ギアフン社シーラム村GangST
Lam, x邑NghlaHh I, huyenNghTaHung, tinhNam Dinh)のチャンドクック(陳徳)氏の弼堂
で収集されたものである。この史料の収集地は、阪朝期には南定省義興府大安県士林総士
会案であった。その上位単位である士林総自体が、 1852年に設立された新開村落群である
が、士会秦はさらにその「分村」 (後述)として、開墾・開村された。このテクストは、士
会衆の開墾・新村設立を進めた人々が、その許可を地方官に求めた文書である。デルタ沿
海部開拓の具体的なプロセスとそれ-の国家の関与を具体的に示す貴重な史料である。

ここでは、まずこの資料の残存形態について簡単に示し、ついで、既に先行研究のある
士林総の開村過程について概観した上で、その開拓の過程がさらに次世代の人間に継承さ
れ推進されたことをこの文書および同時に収集された若干の史料に基づいて明らかにする
ことを通して、阪朝の社会把握・統制のための文書行政が実際に末端まで行き届いていた
ことを確認し、村方の申請文書の史料的重要性を示したい。

この資料は、嗣徳17年(1864)に提案され.、嗣徳35年(1880)に実現する新村設立に
関わる複数の申請書の村方控えや写しを綴じたものであるが、破損、錯簡、重複などの混
乱が見られる。ほぼ十全の内容をうかがうことが出来る文書は4種である。それらを綴じ
られた順で見てゆくと、まず嗣徳35年12月15日の丁簿・田簿の承認申請(印の押された
村方控えと下書き(の写し?)と布政使司による承認の署名の写しが原型とは違う形で出
鱈目に並べられているようである。後述主いくつかの文書の残簡をはさんで、嗣徳33年
3月12日の開墾・新村設立の再申請、嗣徳17年10月3日の開墾・新村設立申請、嗣徳33
年8月24日の営田使衛による合同実地調査報告文書である。

士林総の開拓・開村については、グェン・ヴァン・カインとフアン・ダイ・ゾアンの研

究がある[Nguyさnv加Khanh&PhanDaiDo払1992] [嶋尾2003]c　この研究によると、そ
の開拓のプロセスは次のようであった。

1852年に知識人-官僚である苑文誼の主唱により、ダイ河とニンコ河の堆積によって新
たに作られた土地の開拓が始められた。彼は、地方官を歴任したのち、帰郷して学校を開
いて教育活動に従事したり、学官(南定督学)として科挙受験生を指導したりした。また、
フランスの侵略に際して、義勇軍を募って抵抗したことでも知られる。彼の開墾事業の呼
びかけに応じて、彼の親族や彼の教えを受けて科挙合格者や官吏となった弟子たちが資金
を提供した。其寧県を中心に、近隣各県(務本、大安、南真)の貧民92人が開墾に参加し
た。防潮堤を建設し土地の塩分を抜く作業を経て、 5年後の1857年に初めて収穫が得られ
たが、そのときの開墾面積は、 1300畝であった。このうち、 200畝を公田公土とし、 832
畝を出資した16人の官員に分配し、 268畝を開墾者に分配した。その後、 1868年に第二の
防潮堤を建設し、さらに開墾の前線は400メートル前進し、 400畝が得られた。これは公
田とされた。
士会秦の開拓は、士林総設立後、士林総から海に向かって前進してゆく土地に目をつけ

た真寧県の人が言い出したものである。上述のとおり、真率県の住民が士林総の開拓に多
く参加しているので、堆積地の拡大などの情報を耳にしていたのであろう。士林総に帰属
する下位単位として開墾が行われたが、親村から分岐したというわけではないので、正確
に言えば分村ではない。この新村の開拓過程を、今回収集した文書に基づいて検討する。
嗣徳17年(1864) 10月3日に南定省春長府真寧県延興下総挟堤社の楊文禄と挟萱秦杜

如圭が提出した開墾申請の写しが残されている。この文書によると、楊文禄と杜如圭は、
召募した34人の人丁とともに、士林総に隣接した沿海地帯に堆積によって新たに形成され
た湿地2箇所1100畝を開墾すること、士会邑を建てることを願い出ている。

しかし、この計画は順調には進まなかった。嗣徳33年(1878) 3月13日に同じく南定
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省春長府其寧県延輿下総挟堤社の陳文善、楊文幹、杜如栢らの提出した開墾・新村設立申
請によれば、楊文禄らの申請を受けて営田衝が実地確認をしている間に楊文禄が他界して

しまい、召募した人丁の多く漂散、杜如圭が一人で事業を推進するのは困難な状況に陥っ

た。そこ-、士林総の人々が開墾面積を拡大してきたので、最初の開墾計画は放棄される

ことになった。ここで士林の開墾として言及されているのは、 [NguyenV血Khanh&Phan
iDo蝕1992]が述べている1868年の開拓のことであろう。この同じ年、嗣徳23年(1868)

に、撰堤社の人々は別の開墾計画を提起する。この時、堆積地はさらに海側に前進してお

り、新たな湿地約600畝がその対象となったO杜如圭は開墾のトップ・リーダーの座を陳

文善に譲り、陳文善が「管募」として、人丁21人を動員して開墾を行い、士会衆を建てる
ことを申請した。このときも認証の手続きが「有事」 (74年のフランスの軍事行動であろ

う)で滞り、さらに杜如圭が他界したためにまた沙汰止みとなった1878年に至って、陳

文善に加えて、故楊文禄の子楊文裕、杜如圭の子杜如棺、そして武廷獲が中心になり、最
初の計画と二回目の計画の参加者のうち22名を動員して、再度、二回目の開墾計画を再開
することになった。

この申請を受けて、常田使衛が関係者を一堂に会して実地調査を行ったO嗣徳33年

(1878) 8月24日に出された、その報告の写しもこの史料には添付されている。この文書
の署名は以下のとおりである。

純V¥'l訂己

杓i."Suiii亡
杜如栢記

義興府知府陶仲統　義興府印
菅田衛正玖晶黄文車　木蒙

菅田衛未入流書吏　陳文美　木蒙

義興府未入流書吏　阪文本　(破れ)
士林秦里長　苑文籍　木蒙

書田秦里長　蒋文計　木蒙

士林線該線　陳文義　木蒙
副練　杜如山記

常田衝の役人の調査に、申請者だけでなく、士林総および士林総に属し開墾予定地に隣接
する士林秦・書田秦の長も立ち会っている。これらの人々による調査を知府が承認すると

いう手続きを経ていることが知られる。実地調査では、開墾予定地の面積・隣接地が確認
され、隣接地との境界に二基の「木碍」が建てられた。開墾予定地は「内水升深」によっ
て2種に分類された。 3、 4尺に至る土地が250畝、 5、 6尺に至る土地が444畝7高5

尺であった。
そして、嗣徳35年(1880) 12月15日に土地・人丁登記の申請が、南定省の布政使に提

出された。この文書は、申請書、添付書類(丁田簿)、布政使の認可の署名の三つの部分か

らなるが、微妙に内容を異にする2種類のものが含まれており、かつかなり混乱した順序
で綴じられている。 -種類には印が押してあるので、こちらが正規の村方控えではないか

と思われる。文面の若干異なる印の無い方は、下書きではないかと推測するが、なぜ下書

きが保存され、しかも認可の署名の写しまで付されているのかという疑念は残る。ここで
はとりあえず、印のある方の文書に従って記述を進めたい。この文書によれば、営田衝の

合同調査のあと、この件は上奏され、中央の裁可を受け、丁田簿を作成するよう指示が下
った。これを受けて丁田簿を作成して布政使に提出し、その認可を受けようとしたのが、

この文書である。布政使の証文の部分は以下のとおりである。
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布政使司

通判尊重=*承閲　木蒙　*清の右横に見
経歴襲集承致　木蒙

正捌晶阪嘉禎承此　木蒙

正玖晶阪廷厚承此　木蒙
未入流書吏阪珪承究　木蒙

布政使司布政使童顧定　木蒙

添付された丁簿は極めて貴重なものである。地簿については、第-国家資料保存センタ

ーや漢文チュ-ノム研究所に大量に保存されているが、丁簿については、そのようなまと

まったコレクションが知られていないし、現物があまり残っていないようである。いくつ

かの興味深い点を挙げておこう。まず記述の形式であるが、最初の行を試みに挙げると以
下のとおりである。

名善陳文善　年庚壬辰五拾萱歳

姓名、生年・年齢の情報が得られる。姓名については、まず冒頭に名を記していることが

注目される。日常生活で姓より名を常用するベトナムの習慣によるものであろう。ちなみ

に、壮項26人のうち年齢のところが破れて見えない一名を除いた平均年齢(数え)が27.

56歳(陳文善を除くと26.58歳)、 50代が一人、 30代が3人で、残りはみな20代である。

また、注記によると、陳文善に動員された人々はすべて、挟堤社と大堤邑の外籍民である。
里長に選出された陳元享もそうである。

このムラに残る阪朝の公文は以上であるが、このほかにも村方文書に開拓の過程を記し

たものがある。開村から四半世紀を経た成泰18年(1906) 1月20日に「義輿府大安県士
林総士会衆良甲兄次里役仝甲等」が、開墾・開村に参加した各族の祖先を記念するために

毎年春に祭紀を行うことを決めた.そのことを記した文書も、上の公文と同じ場所で収集

した。この文書に署名している「者老陳目盛」の名は、上述の丁簿の中にも見える。すな
わち、開村の当事者も加わって作成されたものである。ところが、その歴史認識には、公

文に記されたものとは少しく相違が見られる。この文書によると、士会衆の設立の経緯は

次のとおりである。 「嗣徳22年(ママ)」に楊文様が開墾を計画したが、頓挫した。その後、
嗣徳30年代になって、 「挟堤社秀才陳文徳(ママ)」と挟一社旧正総陳玉攻が人丁を召募し

て士会秦を建てた。また、祭紀すべき草分けとして具体名の記されている人の位牌名を挙
げると以下のとおりである。

挟堤社前庚戊・丁卯科二科秀才陳貴公字塞徳府君
挟堤社-場盤生垣府君神位

土合秦里長鹿亘塾府君神位
土合秦副里長遊里垣謹=府君神位

また、維新2年(1908年)に定められた村の規約の条文(この祭紀について規定)でも、
「前挟堤社庚戊・丁卯科二科秀才陳貴公」が各族(陳族、楊族、苑族、呉族、杜族)先哲

を率いて開墾を行い、士会費を建てたと端的に記されている。

原則的には、事実の記述としては、同時代史料である公文のほうが、信頼性が高いとみ
てよかろう(それが偽文書でなければ)。特に初期の挫折した計画については、後の村人が

既に正確に記憶していなかったとしても不思議はない。しかし、開墾の主導者の名前が違

っているのはどうしたことか。陳文善と陳文徳、なにか似た雰囲気の名前であるが、もち
ろん同じではない。位牌に記された名前のうち、苑世玩の名は丁簿の中にも見られる。里
長の名は、公文では陳文亨、位牌では陳文和。一つの可能性としては、名前が二つあった

ということが考えられる。阪朝期のベトナム人が名前を変えることは、 『国朝郷科録』など
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でも見られるところである。位牌の記述で「箔世玩諌=」 (残念ながら字が読めない)とあ
ることからも、少なくとも、この人物が二つの名を持つことは知られる。もし、この推測

が正しいとすれば、挟堤社-場杜仲柄は、開墾の主唱者の一人杜如栢の別名かもしれない.

困惑するのは、挟一社旧正総陳玉琉なる人物のことである.この人物のことは公文史料に
は一切記されていないし、この時点での草分け祭把の対象にもなってはいない!これは謎
のままである。

村方で作られた史料では、開墾のトップ・リーダーが「二科秀才」であることが強調さ
れている。また、もう一人のリーダーが科挙の「一場」合格であることも知られる。この

ようなリーダーの「学位」に関わる情報は、公文では得られない。阪朝期の村落社会にお
いて、科挙の最下級段階の「学位」を持つ人たちが、重要な役割を果たしたこと、開墾に

も強い関心を向けていたことはすでに知られている。この村の「親村」の場合も知識人た
ちが開墾を先導し、その名も「士林」と冠したOそして、この村も「士会」と名づけられ

た。この村の開拓を「科挙エリート」が指導したことは、十分ありうることである。

草分け一族として、村で編まれた文書は、呉族の名前を挙げる.少なくとも丁簿には、
呉という姓は見られない。後に加わったのであろう呉族の祖先を村の祭把に加えること自
体は自然なことであるが、歴史記述としては正しくない。

以上のことは、ある出来事から比較的遠くない時期に記された現地の史料であっても、
うかつに使用してはならないことを示唆している。また、公文史料の重要性と限界を認識
させてくれる。

<引用文献>

Nguyen V邑n Kh丘nh & Phan D争i Do翫. 1992. "Cong cu今c khh hoang thanh lap tong ST Lam (Hえ

Nam Ninh) tu gi&a thきk夕xix d占n dau th占ky XX."Vien S廿hoc. Nong dan va n∂ng

thon搾etNam thai can dai,吟p 2. HAN与i.

嶋尾稔. 2003. 「紅河デルタ沿海部開拓史研究の概要」.春山成子(編) 『紅河デルタの
環境変動と環境評価』平成12-14年度文部省科学研究費(基盤研究(-) (B))
研究成果報告書.
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Ⅱ-3

考課関係の文書(史料番号1-19)

嶋尾　稔

今回の調査に先行する北部ベトナム村落の地方文書調査として、松尾信之(名古屋商科
大学教授)を代表とする研究プロジェクト(科研費、国際調査)が2002-2004年度に実施
されている。今回の調査とはメンバーも重複し、連続的なプロジェクトと言える。このと
きの調査において初めて、村方に残る阪朝期の公文の重要性に着目することになったわけ
あるが、その史料についてまだ紹介がなされていないので、ここに合せて簡単に検討して
おきたい。この史料は、 2004年12月31日に、ナムディン省ヴバン県ダイタン社ディンフ
ォン村(thon Dinh Huong, xえDai Th独g, huyen Vy Ban, tinhNam Dinh)のド(杜)氏の嗣堂
で収集したものである。

阪朝ベトナムの科挙制度において、科挙に先立っ学力試験として年二回(仲春・中秋)
に課が実施されたこと、その合格者は兵篠免除(一年ないし半年)が許されたこと、その
前身となる制度として院氏政権下で健学試が行われたことは周知のとおりである[竹田
1972]c　これらの史料は、その制度施行の実態について具体的に教えてくれるものである。
収集地は、阪朝期には南定省天長府南真県時遠社であった。 『国朝郷科録』によると、

時速社はこの時期には挙人以上の合格者を一人も輩出していない。それでは科挙試験に全
く無関心であったかというとそうではない。この史料によると、杜族のみで1810年代から
20年代にかけて、 5人の科挙受験者がいたことが知られる。

収集史料には、 4種類の関連文書が含まれている。

①　考課の合格者による兵格免除願い、

②考課の合格者による社の受験者リスト(試簿) -の登録願い
③　受験者による申込書

④村内の兵篠免除対象者(科挙の-場・二場合格者等)の通知文書である。

①から③の申請書式について検討しておきたい。

まず、 ①のタイプである0 -例を挙げるo

天長府南桑,%時蓮社杜輝携
申

計

-由比年秋仲考課、愚幸預中格、敢乞
本鎮撃官批付文悪、侯嶺○鎮章、准免捜男半年、得

便従撃、玄
申

嘉隆十七年八月十韓日○申

杜光携【年庚二十四歳/旧健筆】記指

この種類のものが8点残されている。年次は、嘉隆10年、嘉隆11年、嘉隆12年(2点)、
嘉隆17年(3点)、嘉隆18年である。基本的には同じスタイルであるが、若干の相違も見
られる。嘉隆11年と嘉隆12年のものは、 「考課」とあるところが、 「考健学」と記されて
いる。内容的には、いずれも同様で、考課に合格した者が、学業専念のために兵篠免除の
認可を与えるように学官に申請するものである。 「捜男」とあるところは、ベトナム語の
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situlinhという語をチュ-ノムで表記しているo意味は篠役・兵役である.この申請書に対
して、学官は書き込みによって裁可した。その書き込みは、 「奉准免捜男半年」 「山南下鎮

督学○○伯・助教××男批付」という定型句であった。中央の規定では、半年ないし一年
の免除ということであったが、この地では半年に決まっていたようである。名前の後に「旧

僚学」とあるが、これは、この人物が、 1813年の科挙-場に合格して、 「健学(兵構免除)」
2年の特権を得たことがあることを示している。そのことは④の通知文書から知られる。
この年にはこの村では2名が「預中一場」を果たしている。ちなみに、この人物が④のタ

イプの文書にも現れるが、その記述から1819年にまた-場に合格していることが知られる。

②のタイプは次のようなスタイルである。

天長府南東焔時遇社杜文表

中

計

-由五期考課、愚幸預中、敢乞
本鎮督畢官、給許文批萱道、得便回呈社長、著入試

簿、姦
申

明命二年五月十渠日○申
杜文表【南真醇時遠社/年庚二十一歳】記

この種類の文書は、同年同月同日のものが3点あり、個人情報を除いていずれも同じ文面
である。内容は、考課に合格した者が、社の受験者リスト(「試簿」)に登録してもらうた
めに、督学に合格証明の発給を求めたものである。証明書の提出先は社長である。これに
対して、この文書に「奉許社長著入試簿」という印を押すことで証明がなされた。まず、
1807年の郷試法に「応試士人、先期所在社長著簿」とあるとおり(」W7ZC&I.q.32,llb-12b) 、
受験者リストに士人を登録する権限が社長に与えられていることを確認できる1807年の
規定では、受験資格として受験を許さない場合を記しているが、受験に必要とされる条件
は示していない。課士法の諸規定を検討した竹田龍児も、課士法は、科挙受験資格とは関
係ない単なる学力試験であると位置づけている[竹田1972]c　しかし、この文書の文面を
見る限りでは、少なくともこの時期においては社長による受験リスト-の登録に当たって、
考課合格が条件となっている考えた方が自然であろう。もちろん、本当は不要なのに、覚
えをめでたくするために考課合格証明を添付する風習がこの地方であったという可能性を
完全否定はできないが、その蓋然性は低いように思える。
ただし、明命6年(1825)に科挙制度の抜本的改革が行われ(合格者の名称変更【郷貢

⇒挙人、生徒⇒秀才】、採点方法の変更、 -場・二場合格の廃止)、本試験前の予備試験で
ある考覇の規定が整備されているので(「凡試期、応試士人、由所在訓導等考薮」)

(DJV7ICfl.II.q.35.7a-lla) 、この時点で受験資格としての考課の位置づけが変わった可能性
を今後検討する必要があろう。実際、この年に、考課の実施時期が仲春・仲冬から夏冬孟
月十五日に変更になり、また、 1828年には、従来-場・二場合格で兵篠免除特権を得てい
たレベルの人たちがその恩恵を受けられなくなったことを受けて、科挙不合格者が科挙試
験後最初に行われる考課から受験できるように規定が改められている[竹田1972:10-H]c
しかし、社の試簿登録の条件という位置づけに変更があったか否かは知られていない。さ
らに嗣徳3年(1850)に再び採点方法が元に戻り、 -場・二場合格が復活する(『国朝郷科

録』)など、阪朝期の科挙制度はめまぐるしく変わるので、この間題も慎重に再検討する必
要がある。

③のタイプについてもまず例を挙げよう。
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天長府南東解時遠社杜名成
申

計

-承納試場埠巻、乞領来跡鳥想、玄
申

明命二年八月十弐日　申

【由五月期課中】

杜輝摸【南東賄時蓮社/年庚二十七歳】記

この種類のものも、同年同月同日のものが4点ある。個人情報を除けば、すべて同じ文面
である。 1点を除いて、 ②とセットである。考課合格後、社の試簿に登録してもらい、そ

れから、受験申請をするという順序であったと考えられる。ここでも「由五月期課中」と
いう注記があることからして、やはり考課合格が科挙受験の資格であったことは間違いあ

るまい。 ②とセットになっていないものには、 「由己卯科萱場」という注記がある。前の試

験で-場に合格している場合は、考課に合格する必要は無かったようであるo文意は、試
験場に解答用紙4巻を納付するので受け取りを送られたしとの意かと思うが、『大南会典事
例』などで法令の確認をする必要がある。

この一連の史料は、科挙制度について新たな知見を与えてくれるものである。明命年間

初期においては、考課が科挙試験と無縁の学力試験ではなく、科挙受験の前提となってい
ることなどは重要な発見である。しかし、解明されたことより、むしろ今後明らかにすべ

き課題が多々見えてきたという感が強い。ここで検討した時期に限っても、たとえば、嘉

隆期に②、 ③のタイプの文書がなくて、明命初期に①のタイプの文書が無いのは、制度が

変わったからなのか、単に残らなかっただけなのか等々疑問は残る。同類の文書のさらな
る収集が望まれる。

【引用文献】

竹田龍児. 1972. 「阪朝科挙制度の一考察:俵学試法と課士法を中心として」 『東方学会

創立十五周年記念東方学会論集』
竹田龍児. 1964. 「安南科挙制度小考:覇について」 『史学』 37-1
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Ⅱ-4

仏領期の資料

松尾　信之

ここでは仏領期資料の形式面を中心に、以下の2点を検討する。
a.阪朝期からの連続性と変化

b・ハノイの第1国家公文書センター(trungtam luutruquocgiaI)所蔵の公文書との比較。
同公文書センターには、仏額期において、支配機構と村落社会との間で送受信された公文
書のうち、フランス側、すなわち各省の理事(residence、公使)以上、のもとに残された
ものが所蔵されており、量的には膨大である。それらと比較した、対象資料の意義を述べ
たい。

収集しえた仏領期の資料は、陳文各、阪廷慶、頼文紀の3人の人事関係書類である。偶
然にもこれらを合わせると年代的には嗣徳期から保大初期まで、ほぼ連続しており、この
間の連続性または変化を見ることができる。以下では、各人別に資料を紹介する。

1.陳文各の資料

史料番号61から78である。リストにある通り、年代は嗣徳15 (1862)年から成泰15
(1903)年にわたり、すなわち仏額期以前のものも含むが、基本的には同一人物の人事に

関する-まとまりの資料であるため、ここではその全てを扱う。収集地は現在の、 chua
ThanhLien, th. Lam Cau, x. NhanThinh, h. LyNhan, t. HaNamであり、資料中に陳文各の貫と
して出てくる、里仁府南昌県潅水総藍様社にあたる。

陳文各は嗣徳8 (1855)年から30年以上にわたって従軍した(史料番号66)ォ　この間の
河内水衛における、嗣徳15 (1862)年の伍長から(史料番号68)、同慶乙酉(1885)年の
正隊まで(史料番号75)の数次の昇進、そして同慶3 (1888)年の引退(史料番号66)や、
その後、息子の陳文茎が貞子登録申請する(史料番号78)までの過程がほぼたどれ、興味
深い。なお同じく南昌県ではあるが別の総の院文献の辞令(史料番号72)が、なぜかまざ
れている。

本資料においては仏領期のものも、文書形式の面では、阪朝期のものと変化が見られな
い。ただ(史料番号78)において、印紙が貼られ、里長の署名・捺印があるのは、仏領期
の特色である。仏簡期初めまで、阪朝期の漢文公文書制度が、ほぼそのまま残って、地方
社会で通用していたこと、すなわち阪朝期の地方統治機構が、実権はともかく形式上は残
存し、それなりに機能していたことを示す資料群である。

この史料番号78や、史料番号64、史料番号65の文書形式は、上に述べた点を除けば阪
朝期のものと変化が見られず、すなわちフランス側の統治機構が関与した痕跡が見られな
い。先に述べたように、上記公文書センターが所蔵する資料は、フランス側の統治機構の
もとに残された文書である。したがって実際に上記3文書が、フランス側の統治機構が関
与していなかった文書だとすれば、これらは現存していることが少ない、貴重な資料であ
るし、またこの時期(成泰期)、フランス側の統治機構が関与しなかった領域における阪朝
側の地方統治機構の活動を示すといえ、内容面でも重要である。

2.阪廷慶の資料

史料番号39から47である。リストにある通り、年代は成泰元(1889)年から維新9 (1915)
年にわたるO　収集地は現在の、 x. GiaVan,h. GiaVien,t.NinhBinhである。資料中では院廷
慶の貫として、寧平省(儒関(分)府嘉遠県)威遠総碧山社と書かれている。

本資料は、阪廷慶の総里としての昇進の辞令集である。昇進の経緯は下記。
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成泰2 (1890)年、里長- (史料番号46、 45)c
成泰4 (1892)年、試差正総- (史料番号44)c
成泰13 (1901)年、正総- (史料番号40、 41、 42)t
維新2 (1908)年、正九品百戸-賞隆(史料番号43、 39)c
維新9 (1915)年、従八品百戸-追予(史料番号47)c

本資料においては、フランス側の統治機構が作成または追記した形跡がない文書が3通
ある(史料番号46、 45、 40)c　これらについては、上の1.の末尾に述べたことが当ては
まる。またフランス側の統治機構が作成または追記した文書が6通あり、それらは以下の
3種に分類しうる。

a.巡撫が発信した辞令1通(史料番号44)

原文書の末尾、漢字で記した年月日の下に、手書きのフランス語で追記。内容は下記。

Ni血Binh,le14Juin1902　(署名地・年月日)
vu (承認)、
LeResident　理事官)
判読できず(サイン)
サインに重ねて、ニンビン省理事官府の公印

b.勅2通(史料番号41、 43)

2通ともに原文書の末尾、漢字で記した年月日の下に、朱色でスタンプ(朱色の手書き
部分は下記で特記)による追記。内容は下記。

BREVETROYAL (勅任状)
Enregistre a la Residence Supeneur

auTonkin (トンキン理事長官府において登録)

No. (文書番号、手書き)　Annee (署名年、手書き)

「統使大臣(トンキン理事長官)」の漢字印

また史料番号43には、上の追記の下に更に、以下の通り黒インクで追記。

一行判読できず

L'adminiatrateur, Chefdu 2e Bureau (第2課課長)
判読できず(サイン)

第2課の公印

この左側にはニンビン省理事庁の公印も押され、そこに年月日と文書番号が記入されてい
"j.

C.トンキン理事長官が発信した辞令3通(史料番号42、 39、 47)

言うまでもなく、フランス側の統治機構が発信した文書であるが、漢文で、しかもそれ
までの文書形式を踏襲した形式である点が興味深い。もちろんトンキン理事長官が阪朝皇

帝の代理としての権限を有することを反映する。これら3通いずれも、原文書の末尾、漢
字で記した年月日の下に、手書きもしくは一部スタンプで追記o　内容は下記。

Brevetde (辞令の職名)

degreclasse　(晶級)
delivre a (辞令の対象者)

duvillage d (辞令対象者の居住村)
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Huyend (同じく県)

Provinced (同じく省)

Enregistre sous leNo. (文書番号)
Hanoi,le (署名地と年月日)

Le Redident Superieur au Tonkin (トンキン理事長官)

また史料番号39、 47には、更に追記。上の追記の左に史料番号39だとニンビン省理事官

府の公印が付され、それに日付と文書番号とが記入されている。また史料番号47には、手
書きで文書番号、 「ニンビン省理事官府」、署名年月日、 「理事官」、サインが記入され、理
事官公印が付されている。

以上まとめると、文書の基本的な形式の面では、阪朝期のものと、基本的には変化が見
られない。このころまで阪朝期の漢文公文書制度が、ほぼそのまま残って、地方社会で通
用していたことを示す。

ただ村方に残っている文書に、フランス側統治機構が、ローマ字で追記しているのは興

味深い。こうした追記は、上述の公文書センターの文書にはよく見られる。筆者はこれま
で、これらの追記について、フランス側の統治機構が、漢文・チュ-ノム文書を受信した

場合、その内容の概略のメモと決済印として、すなわちあくまで内部向けに作成したもの、

と考えていた。しかしこれらの村方に残る文書にも、それらが残されているのであり、村
落社会に発信した文書にも、それらが記入されていたことになる。こうした文書にフラン

ス側の承認の印が必要であり、またそのためには概要が分かっていないと承認印を押せな
い、ということだったのであろう。

3.頼文紀の資料

史料番号87、86である。リストにある通り、収集地は現在の、nhathohoLai,x.NghiaTha血,
h.NghiaHung, t. Nam Di血であり、資料中にある南定省(義興府大安県)士林総書田社であ
ろう。これらは2通の辞令であり、具体的内容は下記。

啓定5 (1920)年、里長- (史料番号87)c
保大3 (1928)年、従九品百戸-質(史料番号86)c

保大3 (1928)年のものの形式は、阪朝期のものと変化が見られない。しかし啓定5
(1920)年のものは、全く新しい形式である。まず紙が、これまでの手すき紙ではなく、

洋紙である。そこに里役を任命する際の基本的な文章が印刷され、固有名詞、年月日など
が空欄にされた用紙で、その空欄に記入、捺印されている。用紙の右半分が漢字であり、
この部分の文面は、従来の辞令と変わらない。また用紙左半分は、同じ内容がクオツクグ
ーで表記されている。発信者として「公使大臣(すなわち省理事官)」と省総督とが併記さ
れ、両者の公印が付されているのも新しい。フランス側と阪朝側とが1通の辞令を作成し
ている例は、今回収集した資料には他に無い。

こうした新しい文書形式は、啓定5 (1920)年の時点で、阪朝側の統治機構が形骸化、
空洞化し、フランス側にほぼ吸収されたことを示すと思われる。保大3 (1928)年の辞令
が、従来の形式そのままなのは、実際の職務を伴わない、あくまで「賞」だからであろう。

4　これら資料の形式面に見られる、仏額期文書の継続性と変化

以上から、筆者が重要と思える点を手短にまとめておく。
仏領期初めまで、阪朝期の漢文公文書制度が、ほぼそのまま残って、地方社会で通用し

ていた。すなわち阪朝期の地方統治機構が、実権はともかく形式上は残存し、それなりに
機能していたことを示す。
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また村方に残る資料には、フランス側の統治機構がその作成、発受信に関与していなか
った、阪朝側の地方統治機構の文書の可能性があるものがある。こうした文書はこれまで、
公文書館を含め、ほとんど存在を確かめることができなかった。それらの収集が、今後、
村方で進めば、従来ほとんど明らかにしえなかった、フランス側の統治機構が関与しなか
った領域における、院朝側の地方統治機構の活動を、明らかにしうる可能性がある。

こうした漢文公文書には、フランス側による追記がなされたものがあり、それは公文書
館に残る文書と同様である。すなわち村落社会に発信した漢文の文書にも、フランス側統
治機構内部で処理された文書にも、それらが記入されていたことになる。こうした追記の
性格や、文書の作成・処理過程について、再考する必要がある。

しかし恐らく1910年代に新しい文書形式が登場する。これは阪朝側の統治機構が形骸
化、空洞化し、フランス側にほぼ吸収されたことを示すと思われる。
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